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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




Episode.3 『Versus　─対決─』




　あとがき







　　　　はじめに




　はじめまして、あるいはお久ひさしぶりです。著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。

　本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Editionリプレイ・デイズ（以下『デイズ』）』シリーズの第三巻かんにあたります。当然ながら、前ぜん巻かんの内ない容ようを踏ふまえて書かれておりますので、未読の方はぜひとも先に既き刊かんをお読みくださいませ。




　さて、本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、麻まー雀じやんやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウィルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その陰かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。




　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　なお、本書は対ついとなるシリーズ、『ダブルクロス The 3rd Editionリプレイ・ナイツ（以下『ナイツ』）』（著者：矢野俊策やの・しゆんさく）のプレイヤーを迎むかえたクロスオーバーとなっております。『デイズ』シリーズだけでも十分お楽しみいただけますが、併あわせて読んでいただけるとより楽しめることはうけあいです。




　それでは、説明はここまでにして、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。







　　　　前回のあらすじ




　世界有数の大だい財ざい閥ばつ、鷺さぎ乃の宮みや家の新当主となってしまったキョウに新たな試練が訪おとずれた。当主たるもの、鷺乃宮に相応ふさわしい配はい偶ぐう者しやを決めねばならないというのだ！

　よりどりみどりの花はな嫁よめ候こう補ほに目もくれず、愛する凛り々り花かこそ未来の妻つまであると主しゆ張ちようするキョウ。しかし、当の凛々花は結けつ婚こんなど考えてもいない。かくして、仲間たちや学校全体を巻まき込こんだキョウのプロポーズ大作戦が始まった。

　空くう前ぜん絶ぜつ後ごの作戦を駆く使しした凛々花への求きゆう婚こんが繰くり広ひろげられたが、そのことごとくが失敗に終わる。失意のキョウを、突とつ如じよとして謎なぞのオーヴァードたちが襲しゆう撃げきする。辛からくも襲撃を切きり抜ぬけたキョウだったが、彼かれらの真の狙ねらいはキョウではなく、彼の愛する凛々花であることを知る。神の力を秘める遺い産さんを持つ彼ら──「神使い」の目的は、凛々花の心しん臓ぞうを抉えぐり出だすことで「神しん性せい婚こん礼れい」という儀ぎ式しきを完かん遂すいし、自らの願いを叶かなえることだと言うのだ。さらには、その戦いを危き険けん視ししたＵＧＮも凛々花の保ほ護ごと封ふう印いんを求めてキョウたちに接せつ触しよくを図る。

　激げき闘とうを勝かち抜ぬき、ひとり目の神使い・ミッショネルを倒たおすキョウ。彼は凛々花の自由と命のためなら世界をも敵てきに回すと宣せん言げんし、ＵＧＮの提てい案あんをも跳はね除のける。

　そして今、最強の刺し客かくナイトフォールが藤とう堂どう凛々花回かい収しゆうに向かっていた──！
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




◆Preplay 01◆夜明け前




　二〇一二年、某月某日。その夜、筆者こと加納正顕は、『ＤＸ３』のデザイナーであり、『ナイツ』の執しつ筆ぴつ者しやでもある矢野俊策氏とインターネットを通じた音声通話を行っていた。

　無む論ろん、本書──『デイズ』三巻の打ち合わせのためである。




矢野俊策（以下、矢野）：それじゃあ始めようか、加納くん……。

加納正顕（以下、加納）：え、ええ……。




　互たがいの声に緊きん張ちようが窺うかがえる。それもそのはず、三巻はいつもの収しゆう録ろくとはひと味違ちがうのだ。

　現げん在ざい、超ちよう大おお金がね持もち・鷺乃宮キョウと仲間たちが日にち常じようを守る本シリーズ、昼の物語『デイズ』と並へい行こうして、ＵＧＮの特とく殊しゆ部隊ナイトフォールが危き険けんな『遺産』に対たい処しよするべく世界各地を巡めぐる夜の物語『ナイツ』を前ぜん述じゆつの通り矢野氏が執筆している。

『デイズ』二巻ラストで、「凛々花を守るためなら世界をも敵に回す」という選せん択たくをしたキョウ。彼を危険視したＵＧＮが、その対処のため精せい鋭えい部隊ナイトフォールを送おくり込こむことを決めた。

　つまり今回は、『デイズ』の舞ぶ台たいに『ナイツ』のメンバーが乗のり込こむ──この二作品のプレイヤーが一堂に会し、雌し雄ゆうを決するというクロスオーバー企き画かくなのだ！




加納：しかし、こりゃ大変ですね。いつもの倍の人数、八人でのプレイですよ！

矢野：大変、って言ってるのに随分嬉しそうじゃないか。

加納：もちろんですよ！　『デイズ』と『ナイツ』、ふたつのシリーズのクロスオーバー！　全プレイヤーとキャラクターが一堂に会して鎬を削るんですよ！　燃えないわけがない！

矢野：ま、気持ちはわかる。俺も一ゲーマーとして、とても楽しみだからな！

加納：でしょう？　それに、対決という形なら「『ＤＸ３』ってこんなこともできるのか」という例示にもできますしね！

矢野：気合が入ってるな！　しかし、まず最大の問題がひとつあるぞ。

加納：というと？

矢野：俺たちはお互いのシリーズでプレイヤーとして参加してるわけだが、そこはどうする？

加納：ふっふっふ、そこはもう考えてあります。お任せください。まず──ＧＭは交替制にして、俺と矢野さんで交互にＧＭをする！

矢野：お、おお!?




　筆者は不敵に笑い、今回のセッション──『デイズ』と『ナイツ』のＰＣ同士による対決についての説明を開始する。それは言わば、ふたつのシリーズを橋渡しするための特別ルールだ。




加納：せっかくのクロスオーバーですし、どこまでもがっぷり四つに行こうじゃないですか！　『デイズ』がメインのシーンは俺が、『ナイツ』がメインのシーンは矢野さんがＧＭをする、ということで考えています。

矢野：なるほど。しかし、ふたりともプレイヤー参加するシーンはどうする？　というか、対決するとなるとそういう状況は多発すると思うが。

加納：そこは富士見の人にジャッジ、つまり審判役で入ってもらいましょう。その為の対決方法もいくつか考えているんですが──ここから詳しく打ち合わせをしたいと思いまして。

矢野：ふむ……。聞こうじゃないか。

加納：ええ、まずは──。




　こうして、筆者と矢野氏は外が明るくなるまで今回の対決に関するレギュレーション、そして具体的な対決の方法を相談し合った。

　それがどういうものになったかは、この後の本編でご説明するとしよう。




加納：……では、そういうことで。

矢野：うむ……。これならなんとかなるだろう。




　そしてこの後も何度か打ち合わせを重ね、対決方法、そしてシナリオの本ほん筋すじが徐じよ々じよに出来上がっていく。

　やがて時は過すぎ、いよいよ当日──収録の日がやってきた！







◆Preplay 02◆昼と夜が交わるとき




　二〇一二年、春──。

　富士見書房の広い会議室の中央には、大きな楕円形のテーブルがある。それを囲むように座る、総勢八名の男女。ゲームに使うシート類、お菓子や飲み物、それにセッションを記録する録音機材もいつもより多く用意してある。

　その様は、まさに壮観。

　これだけの人数でリプレイを収録するのは、筆者にとって初めてのことであった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「それではみなさん、本日はよろしくお願いします」

「よろしくお願いしまーす！」




　なごやかに挨拶を交わす八名。だが、これから始まるのは両チーム手加減抜きの対決だ。

　そんなわけで、今回はいつもと雰囲気を変えてプレイヤー紹介をお送りする。まずはお馴染み『デイズ』の四人だ！







▼『デイズ』チーム　───昼の世界を歩むものたち




　歴史ある町・白鷺市に暮らす四人の高校生たち。平凡（？）な生活は、レネゲイドとオーヴァードというふたつの要素を得て激変した。彼らの武器は勇気と知恵、そして世界に名だたる大財閥・鷺乃宮家の資本力！





岡本信彦おかもと・のぶひこ　───プロ・フィット所属、絶好調の人気声優。担当ＰＣ：鷺さぎ乃の宮みやキョウ



　世間知らずの若君は、愛する凛々花を守るため、世界の敵となって戦うことを決意した。果たして彼は迫りくる刺客たちを退け、凛々花を守り抜くことができるのか？　金ならある！　愛もある！　勇気もある！　戦え、キョウ！





渋沢佳奈しぶさわ・かな　───気鋭のイラストレーターにして生粋のゲーマー。担当ＰＣ：藤堂凛々花とうどう・りりか



　その呪われた心臓を巡り、熾烈な戦いが巻き起こる悲劇のヒロイン、凛々花。このまま運命という激流に飲み込まれてしまうのか？　そして周囲にツッコミ続ける渋沢さんの体力と精神力はどこまで持つのか？





矢野俊策　───『ＤＸ３』デザイナー、『ナイツ』シリーズ著者。担当ＰＣ：藤堂斗と月げつ



　愛する妹・凛々花を守り、彼女のために身命を賭して戦う寡黙な拳士、斗月。襲いかかる災厄から彼女を守り抜けるのか？　そして、妹に求婚を続けるキョウに対して彼はどのような答えを出すのか？　お兄ちゃんの悩みは尽きない！





中なか村むらやにお　───リプレイ『アカデミア』シリーズ著者。担当ＰＣ：雲雀風見ひばり・かざみ



　学園一かわいい（性別：男）生徒会長。己の好奇心を満たすため、そして何より大事な仲間とこの街を守るため、愛嬌を武器に戦場へと赴く。オーダーメイドの給仕服（もちろん女性用）を身にまとい、メイド軍団と共に会長が往く！




　以上四名のプレイヤー、そしてＰＣたちが昼の側──おなじみ『デイズ』シリーズの参加メンバーたちである。

　そして、彼らと激突するのは、夜の物語からの来訪者、ナイトフォール──！







▼『ナイツ』チーム　───夜を往くものたち




　人類とオーヴァードの共存という理想を掲げる組織、ＵＧＮ。その中でも危険な遺産に対抗すべく組織されたチーム、ナイトフォールに所属する精鋭たち。

　いくつもの戦場を潜り抜けた実績が裏付けるその実力は本物──。文字通り、キョウたちにとって最強の敵である！

　そのＰＣたちについては後ほど紹介するとして、ここでは『デイズ』シリーズ初登場となるプレイヤー諸氏の紹介を行うとしよう。





若林直美わかばやし・なおみ　───担当ＰＣ：強羅瑠璃ごうら・るり



『THE IDOLM@STER』の秋月律子役などで大人気の実力派声優！　筆者の手掛けた『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズにもプレイヤーとして参加し、数々のドラマを生んだ！

　今回もその役に入り込む魂と演技力で昼と夜の狭間に熱いドラマを生み出すだろう！





田中天たなか・たかし　───担当ＰＣ：ラハブ・アブド＝アルマリク



　口を開けば寝言か妄言！　力とパワーを兼ね備えた禿頭の髭巨人！　言動そのままの爆笑を巻き起こしながら、ほろりと胸に沁みる物語を紡ぐ名ライターでもある！

　魂の姉弟と喩えられる若林女史とのコンビプレイが、『デイズ』の世界に嵐を呼ぶ！





稲葉義明いなば・よしあき　───担当ＰＣ：ハウント



　クール＆ダンディ！　重厚感溢れる文章を紡ぎ出す先輩ライターにして、数多のリプレイでプレイヤーを務めたベテラン！　ひたすらブレずにキャラクターを貫き通すそのロールプレイはまさに男のダンディズムと言えよう！





加納正顕　───担当ＰＣ：加賀美志津香かがみ・しづか



　筆者であり俺であり私であり拙者でありみどもでありまろである。

　誰かが言った。「加納などこの中で一番の小物」と。それが真実であるかどうか、それは読者の皆様に判断を委ねたいと思う。




　以上、ひと癖もふた癖もある面々が『ナイツ』シリーズからの刺客である！

　ここから始まる彼らの対決、是非とも楽しみにしていただきたい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




加納：それでは皆みなさん、よろしくお願いします！

岡本信彦（以下、岡本）：よろしくお願いします！　いやあ、すごい人数ですね！

若林直美（以下、若林）：こんな人数でやるの初めてですよ。改めて、よろしくお願いしますね。加納さんは矢野さんよりひどいことしないって信じてますから！

中村やにお（以下、やにお）：いやー、それはどうかなあ。

若林：ちょっと！（笑）

渋沢佳奈（以下、渋沢）：若林さん、『ナイツ』でひどい目にあってますもんね……（笑）。

田中天（以下、天）：大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ほら、今日は俺たちでデイズのメンバーをボッコボコにするんでしょ？　容よう赦しやなく焼き尽つくしてやろうぜ！

矢野：そんなわけがあるか！　落ち着け、天！

稲葉義明（以下、稲葉）：まったくもって賑にぎやかだな。うん、こりゃセッションが楽しみだ。




　集まって挨あい拶さつを済すませた瞬しゆん間かんから、賑やかなこと極まりない現げん場ばである。プレイヤーたちを見ているうち、筆者の期待と不安はいやがうえにも高まっていった。




加納[image: ]ＧＭ【加納】：さて、それではまず自分がＧＭとして進行させていただきます。




　今回は筆者と矢野氏でシナリオやイベントを共同制せい作さくし、シーンごとにどちらかがＧＭを担当する、という特殊な進行を行うのである。

　以後、ＧＭの表記は筆者こと加納が担当するシーンでは「ＧＭ【加納】」、矢野氏が担当するシーンでは「ＧＭ【矢野】」と表記させていただく。

　また、筆者と矢野氏両方がプレイヤーを担当するシーンでは別の処しよ理りを行うが、その説明は後ほどさせていただこう。




岡本：なるほど！　こういうやり方もあるんですねえ……。

矢野：今回は大分特殊ですけどね。

渋沢：でも、純粋にゲーマーとして楽しみです。（力強く）こんな人数で遊ぶ機会なんて、滅多にありませんしね！

やにお：渋沢さんはさすがだなー。でも、俺も今日のセッションは楽しみにしてたんだよ。

若林：八人も集まると、見た目にも壮観ですしね！

ＧＭ【加納】：そう言っていただけるとこちらもやる気が出るというもの！

天：そうかそうか。ところで加納くん、キミがＧＭのときは担当ＰＣである志津香が無む敵てきの万ばん能のう生命体になり、我われ々われナイトフォールに貢こう献けんしてくれるんだよね？（爆笑）

若林：そんなわけないでしょ!!（笑）

矢野：天、それだと俺がＧＭの時は斗月が無敵になるが、いいんだな？

天：やだなあ、矢野ちゃんったら。ちょっとしたジョークじゃないか。

稲葉：ふむ。しかしおもしろい趣しゆ向こうだな。楽しみだ。

渋沢：稲葉さん冷静だなあ……（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ【加納】：ちょうど今担当ＰＣの話が出ましたし、ここでまず『ナイツ』のメンバーにはＰＣの紹介を行ってもらおうと思います。彼らが『デイズ』に出るのは初めてですしね。

岡本：おお、それはありがたい。

渋沢：そうですね、改めて紹介してもらえるのは気も引き締まります。




　矢野氏の執筆する『ナイツ』シリーズは、本シリーズ『デイズ』と対をなす夜の物語である。ＵＧＮ精鋭部隊「ナイトフォール」に所属する四人のＰＣが、強大な力を持つ〝遺産〟の破壊・封印を行うために世界各地で戦いを繰り広げるのだ。




ＧＭ【加納】：では、まずは『ナイツ』主人公の瑠璃からお願いしましょう。

若林：はーい、了解しました




▼強羅瑠璃　───若林直美

若林（以下、瑠璃）：自分の名は強羅瑠璃、一七歳。ＵＧＮの対遺産特殊チーム、ナイトフォールの二代目リーダーを務めている。シンドロームはキュマイラのピュアブリードで、銀の毛並みを持つ狼に姿を変える。

渋沢：「自分」って一人称はかっこいいなあ。

やにお：プロっぽいよね。

瑠璃：必死に強くあろうとしているんです。今のチームになる前、二年前の作戦行動中に大切な仲間とともに自分の肉体を失い、聖杯という遺産の力でかりそめの肉体を得た。なので聖杯の力を使って奇跡を起こすことができるが、代償に記憶を徐々に失っていってる。

矢野：ちなみにその代償は「固定ロイスが取れない」というルールで表現している。

岡本：絆を留めておけないというわけですね。ひどい代償だ……。

瑠璃：っていうか、ひどいＧＭだ！（一同笑）

ＧＭ【加納】：まったくですね。

やにお：加納が言うなよ！（笑）

瑠璃：そんなわけで、少しでも思い出を残しておこうとボイスレコーダーを持ち歩いている。これにちょっとしたことを吹き込んでおくんだ。




▼ラハブ・アブド＝アルマリク　───田中天

天（以下、ラハブ）：次はワタシですね。我が名はラハブ・アブド＝アルマリク、かつて中東の遺跡〝スレイマンの壺〟に封印された炎の魔人にして指輪の魔人、イフリートです。

岡本：昔話に出てくるようなキャラクターですよね。

ラハブ：そのとおり。契約者であるルリに従っていたのですが、彼女自身とワタシの戦いも含めた紆余曲折を経て、今はよき友人として彼女と行動を共にしています。本来の姿は炎を纏った魔人ですが、普段は一二歳程度の少年の姿をしていますよ。

渋沢：いいなあ、種族を超えた友情。そういうの大好き。

ラハブ：そう、友情とは素晴らしいものです。個人的には鷺乃宮家にとても興味がある。

岡本：ほほう？

ラハブ：なぜならワタシは現代社会に、それも貨幣経済とそれによってもたらされる様々な娯楽の虜となっているからです。いやあ、現代社会は素晴らしい。

瑠璃：お前のはただの無駄遣いって言うんだ！（笑）

渋沢：ゲームしたりお菓子食べたりしてるんでしたっけ……（笑）。

ラハブ：その通りです。だからこそ鷺乃宮キョウ、彼とは是非お友達になりたい。主に経済的な意味で（一同爆笑）

瑠璃：ラハブー!!（笑）

岡本：はっはっは、金ならあります（笑）。




▼ハウント　───稲葉義明

稲葉（以下、ハウント）：次は私だな。コードネームはハウント、ＵＧＮでは少佐の階級にある、仮面の軍人だ。本名はシーザー・キャラハンだが、これは明かしていない。能力は〝悪霊〟を人や物に憑依させて操ることだ。

やにお：本名はナイトフォールの人たちも知らないんだっけ？

瑠璃：ああ、教えてもらっていない。

ハウント：ああ、まだ明かす時ではない。私の本名が知れると素性も知れるからな。遺産を管理して利用する組織、金獅子騎士団の一員だったと言う素性が。

岡本：なるほど……。

渋沢：ハードな設定だなあ……。

ハウント：古くからの誇りを捨ててＦＨと組み、自分を追放した騎士団に復讐するためＵＧＮについている。復讐のためなら手段は選ばんし、そのためならどんな仕事でも請け負おう。




▼加賀美志津香　───加納正顕

ＧＭ【加納】[image: ]志津香：では、最後にわたくしです。ＵＧＮ中枢評議員加賀美義彦の娘、志津香ですわ。周囲に浮かべた白い〝星〟による重力制御とハンマーによる攻撃を使うエリートです。

岡本：自分でエリートって言っちゃった（笑）。

矢野：まあ、実際にエリートなんだけどな。

渋沢：出自も確かだし、才能もあるんですもんね。

志津香：……ええ。ですが如何せん「前衛でありたい」という希望とは裏腹に、資質はサポート向きです。なので常に瑠璃さんに対抗意識を燃やしてますわ。

やにお：なんて敗北を約束されたお嬢様……（笑）。

志津香：一度や二度の敗北では挫けません。世界を護ると言うＵＧＮの正義を信じ、努力を続けますわよ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




志津香[image: ]ＧＭ【加納】：というわけで、ここからは再びＧＭに戻って進行します。まずは今回のトレーラーから読み上げますね。




●トレーラー

　愛する人のためなら、世界さえも敵に回す──。

　決意を固めた少年の前に、新たな敵が立たち塞ふさがる。

　その名はナイトフォール。『遺産』に対たい抗こうするため集められた、ＵＧＮきっての精せい鋭えい。

　相対する昼と夜。ぶつかり合うふたつの信念、ふたつの正義。

　戦いの果てに彼らが摑つかむものは一体──？

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』Episode.3

「Versus　─対決─」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




一同：おお～！（拍手）

ＧＭ【加納】：というわけで、今回は『デイズ』ＶＳ『ナイツ』！　白しら鷺さぎ市に攻せめてくるナイトフォールをキョウくんたちがどう対処するか、というお話になります。

瑠璃：自分たちは刺客ということだな。

ラハブ：フフフ、わかりやすいですね。

ハウント：任せたまえ、得意分野だ。

渋沢：うわー、『ナイツ』のみんながすごい笑顔に（笑）。

矢野：そういう渋沢さんもいい笑顔ですよ。

渋沢：だって楽しみなんですもん！

岡本：対決か……。これって戦せん闘とうになるんですかね？

ＧＭ【加納】：そこは後ほど説明しますね。ただ、通常の戦闘とはひと味違うルールを用意しております。

やにお：なるほどねー。

渋沢：ふふ、楽しみ。

瑠璃：たとえこれが『デイズ』の三巻だからって、自分たちが負けるつもりはない！

岡本：こちらこそ、目に物見せてやりますよ！（笑）

ＧＭ【加納】：それでは、次にハンドアウトを順番に読み上げていきますね。まずは『デイズ』のＰＣ①、キョウくんからです。

岡本：うむ、どんと来い！







鷺乃宮キョウ用ハンドアウト


ロイス：藤堂凛々花　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：不安



　前回の事じ件けんより二週間。ついにキミの前にＵＧＮ特殊部隊、ナイトフォールが現あらわれた。

　彼らの狙いは神しん性せい婚礼の花嫁たる凛々花だ。ＵＧＮにも、そして他の神使いにも凛々花を渡わたすわけにはいかない。凛々花自身もどこか不安そうにしている。ここはキミがいいところを見せ、彼女を護まもりきらねばなるまい。




岡本（以下、キョウ）：うむ、任せるがよい。末は結婚だな！（一同爆笑）

ラハブ：今回のタイトルは『若君[image: †]結婚』になるのかな？

キョウ：お、それはナイスアイディアだのう。

渋沢：ナイスじゃない！（笑）

ＧＭ【加納】：気が早い！　まだ結婚の前にたくさん困難が立ちふさがってますよ。

矢野：…………斗月とかな。

やにお：はっはっはっ。

ＧＭ【加納】：説明を続けますね。前回、おでこちゃん──加賀美あいに「ＵＧＮと協力できない」と答え、それを彼女が本部に報ほう告こくした結果がナイトフォール派は遣けん、というわけです。

キョウ：当然だ！　凛々花を渡すわけにはいかぬからな。
















藤堂凛々花用ハンドアウト


ロイス：鷺乃宮キョウ　　　推奨感情　Ｐ：任にん意い／Ｎ：恐きよう怖ふ



　ついに戦いが始まった。

　その中心にいるのはキミだ。敵はキミの命を狙い、そして味方はキミを護るために傷きずついていく。誰かが言った。「キミがいなければ戦いは起きないのだ」と。

　キョウは当然のようにキミを護るという。だが──果たしてそれだけでいいのだろうか。




渋沢（以下、凛々花）：お、重いなあ……。悩ましいハンドアウトだわ。

やにお：誰かが言った、か。これって前にも言われたんだっけ？

ＧＭ【加納】：いえ、まだです。今回のシナリオで言われることになりますが、実は誰が言っても構かまわなかったりします。

瑠璃：なるほど。なら自分が言ってもいいわけだな（にやっと笑って）。

ラハブ：ルリは『ナイツ』では追おい詰つめられっぱなしですからね。追い詰める側になって、ここぞとばかりにイキイキしています。

凛々花：怖こわいよー！

キョウ：これは余も気合を入れて凛々花を守らねばならぬな！

ＧＭ【加納】：それでは、次のハンドアウトを読み上げます。
















藤堂斗月・雲雀風見用ハンドアウト


ロイス：ナイトフォール　　　推奨感情　Ｐ：感服／Ｎ：隔かく意い



　ついに戦いが始まった。

　ＵＧＮからやってきたのは対『遺産』特殊チーム、ナイトフォール。メイド長アンナ曰いわく、ＵＧＮ最強と呼ばれる戦力のひとつだそうだ。

　彼らの目的は凛々花の回収、そして封印。そんなことをさせるわけにはいかない。キミたちは徹底抗戦の決意を固めた。




矢野（以下、斗月）：……ム。俺と会長はセットなのか。

ラハブ：ほほう。いわゆる相棒バデイ導入ですかね？

やにお（以下、風見）：というか、会長と斗月くん、ふたりまとめてキョウくんと凛々花くんの保ほ護ご者しやって感じだね（笑）。

ハウント：なるほど、それはわかりやすいな。

凛々花：回収と封印、か……。

斗月：……ム。だが、凛々花の封印などさせん。

キョウ：当然だ！　その為に余は戦うと決めたのだからな！

風見：だよねー。相手がいくら強かろうと、数が多かろうと、こりゃもう戦うしかないよね。会長奮起しちゃうよ。

凛々花：お兄ちゃん、キョウくん、会長……ありがとう。




　トレーラー、そしてハンドアウトの内容からかつてない戦いを予感し、結束を新たにする『デイズ』チームの四人。

　そして、焦点は対する『ナイツ』チームへと当てられる──！




























　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ【加納】[image: ]志津香：それでは、ここからは矢野さんにバトンタッチして、『ナイツ』側のハンドアウトを確かく認にんしていただくことといたしましょう。

斗月[image: ]ＧＭ【矢野】：ほいよ。

ラハブ：すげえ！　ほんとうにＧＭが変わるんだ！

瑠璃：最初に言ってただろ！（笑）

ＧＭ【矢野】：『ナイツ』側のハンドアウトは俺が担当したからね。それじゃ、まずはそっちを読み上げよう。今回はチーム全体でひとつのハンドアウトになる。







ナイトフォール用ハンドアウト


ロイス：鷺乃宮キョウ　　　推奨感情　Ｐ：任意／Ｎ：脅きよう威い



　神しん性せい婚こん礼れいという儀ぎ式しきを止めるため、キミたちは白鷺市に派は遣けんされた。目的はかの儀式の焦しよう点てんになっている少女、藤堂凛々花という少女の回収と一時の封印。鷺乃宮キョウという少年が彼女を護り、神性婚礼に勝とうとしているが、それには不安要よう素そが三つある。

　ひとつ、鷺乃宮キョウが藤堂凛々花を護る理由。

　ひとつ、鷺乃宮家に伝わる吸きゆう血けつの衝しよう動どう。

　ひとつ、他の神使いの存在。

　これらを解かい決けつできない限かぎり、彼に藤堂凛々花を預あずけるわけにはいかない。




凛々花：うーん……問題提てい起きされちゃったなあ。

キョウ：そこまで調べられておったか……。

斗月：……ム。だからこそ、白鷺市に攻めてくるのを決めたのだろう。

ハウント：これまでの『デイズ』の内容を浚さらって、如何いかに鷺乃宮キョウと藤堂凛々花が危険かということを突つきつければいいわけだな。

風見：さらっと恐おそろしいことを言ったよ。

瑠璃：だが事実だ。少なくとも、ＵＧＮとしては見過ごせない。

志津香：そうですわね。彼らの存在で世界に脅威が及ぼされるなら、看過はできませんわ。

ラハブ：我々で彼らを試す、といったところですか。

ＧＭ【矢野】：そのあたりの詳細はオープニングで演えん出しゆつするよ。

瑠璃・ラハブ・ハウント・志津香：はーい。




　危険な遺産に対処するため、夜を往くエージェントたち──ナイトフォール。

　ハンドアウトの形で提示された使命に、その場にいる全員がひとつの覚悟を決めていた。

　どう転ぶにせよ、この戦いは全力で立ち向かわねばならない──と。




ＧＭ【矢野】[image: ]斗月：というわけで加納くん、あとは頼たのんだ。

志津香[image: ]ＧＭ【加納】：了りよう解かいです！











































ＧＭ【加納】：それではみなさん、トレーラーとハンドアウトを配布したところで、成長作業を行うとしましょう。

一同：はーい！




　今回のセッションでは、『デイズ』側──鷺乃宮チームは前巻までで獲かく得とくした経けい験けん点てんを、そして『ナイツ』側──ナイトフォールチームも『ナイツ』二巻収録時のセッションで獲得した経験点を使用してよいということになっている。

　使用経験点の総そう量りようでは『ナイツ』側が多少多いことになるが、その分はイベントなどでバランスをとっている。詳細は見てのお楽しみだ。

　全員の成長結果を図にまとめたので参照して欲ほしい。




　　　　＊　　　＊　　　＊
















　成長作業が終しゆう了りようし、次に決めるのはＰＣ間ロイスである。今回は『デイズ』の四人と『ナイツ』の四人で別々に取得することとなった。内うち訳わけは以下の通り。


・『デイズ』：キョウ[image: ]凛々花[image: ]斗月[image: ]風見[image: ]キョウ

・『ナイツ』：瑠璃[image: ]ラハブ[image: ]ハウント[image: ]志津香[image: ]瑠璃






▼鷺乃宮チームＰＣ間ロイス

キョウ：うむ、余よは凛々花にとればよいのだな。とはいえ、既すでにシナリオロイスで取得しておる。ポジティブは〝庇ひ護ご〟、ネガティブは〝不安〟だ。

風見：キョウくん張はり切きってるねえ。

キョウ：当然だ！　余の嫁よめを守るためだからな！

斗月：……ム。結けつ婚こんはまだ許ゆるさんと言っているはずだ。

瑠璃：本当に和なごやかだな、デイズ組は……。

凛々花：え、ええと、次はわたしですね。お兄ちゃんには、これまでと同じく〝幸福感〟と〝厭いや気け〟で取りました。もちろん〝幸福感〟が表です。

斗月：……ム。会長に〝感服〟と〝隔かく意い〟、表にしているのは〝感服〟だ。

風見：じゃ、最後は会長だね。キョウくんには〝興きよう味み〟を表に出していて、ネガティブ感情として〝不安〟を感じているよ。




▼ナイトフォールチームＰＣ間ロイス

瑠璃：ラハブには〝信しん頼らい〟を表にしてるけど、〝憤ふん懣まん〟を抱いだいてます。また勝手にカードとか使われたので（笑）。

ラハブ：細かいことを気にしてはいけない、ルリ。

瑠璃：お前は気にしなさすぎなんだよ！（笑）

ラハブ：ワタシはハウントに〝感服〟を表にしています。しかしまだ秘ひ密みつが多いのは確たしかなので、内心で〝不信感〟を抱いている。

ハウント：私から志津香には〝有ゆう為い〟と〝不信感〟だ。サポーターとしての実力は評ひよう価かしているが、まだアタッカーへのこだわりを捨すてきれないようなのでな。

加納【ＧＭ】[image: ]志津香：耳が痛いたいですわ（笑）。わたくしはライバルとして瑠璃さんに〝敵てき愾がい心しん〟を抱いています。ですけれど、それは内に秘ひめた〝憧しよう憬けい〟の裏うら返がえしでもありますの。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　かくして、昼と夜は近づき、白鷺の街で交こう錯さくする時を迎むかえる。

　果たしてこの出で逢あいはどのような結果をもたらすのだろうか──？





























藤堂流古武術目録　白鷺市に古くから伝わる武術、藤堂流の目録。大切な人を守るときに真髄を発揮する藤堂流の心得が書かれている。

鷺乃宮家使用人制服〝角行〟　鷺乃宮家の守護を司る武装メイド、武装執事に支給される強化戦闘服。軽くて丈夫で動きやすい。











　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening 01◆LIFE OF SAGINOMIYA


Scene Player ─── 藤堂凛々花とうどう・りりか






　神使いたちが凛々花の心臓を巡って相争う戦い──神性婚礼の緒戦が終わって二週間。キョウの提案により、凛々花、斗月、風見の三人は鷺乃宮の屋敷で共に暮らすようになっていた。

　凛々花を護るためとはいえ、年若い男女がひとつ屋根の下で共同生活──。それは、様々なイベントとハプニングに彩られていた。




志津香[image: ]ＧＭ【加納】：それでは、まずは『デイズ』のオープニングになります。前回の事件、つまり神使いとの最初の戦いに勝利し、凛々花たちが鷺乃宮の屋や敷しきで暮らすようになって二週間ほど過すぎたところから始めようと思います。

凛々花：そうだ……わたしたち、ひとつ屋根の下になったんだった……（笑）。

キョウ：うむ！　絶ぜつ対たいに不便はさせぬぞ！

風見：キョウくんが言うとすごい説得力だね（笑）。

斗月：……誇こ張ちよう抜ぬきで「何不自由なく」育ってきたからな。




　神性婚礼──神の名を持ち、神の力を秘める遺い産さんを持つ一二人のオーヴァード、神使いたちが『花はな嫁よめ』に選ばれたものの心臓を狙ねらって争いあう儀ぎ式しきだ。

『花嫁』に選ばれてしまった凛々花を神使いから護まもるため、キョウは彼かの女じよと仲間たちを鷺乃宮の屋敷に招まねき、共に暮らすことに決めたのである。




ＧＭ【加納】：そんなわけで、シーンプレイヤーは凛々花です。

凛々花：え、わたし？

ＧＭ【加納】：はい。何の変へん哲てつもない平日の朝、目覚めの時間から始まります。

凛々花：い、嫌いやな予感がするわ……（笑）。




　朝の日差しがカーテンから舞まい込こみ、小鳥のさえずりが聞こえてくる爽さわやかな朝。

　優ゆう雅がに聞こえてくる目覚ましのメロディと共に目を覚ます凛々花の目に飛とび込こんでくる、贅ぜいを尽くした美しい天てん蓋がい──。




凛々花：て、天蓋……？

斗月：今まで和室に布ふ団とんを敷しいて寝ねてたのに、天蓋つきのベッドか……（笑）。

キョウ：もちろんフカフカだぞ！　飛とび跳はねてもよいぞ！（一同笑）

凛々花：飛び跳ねないよ!?（笑）　え、ええと、とにかく起きよう。慣なれなきゃね……。

ＧＭ【加納】：カーペットも、足首まで埋うまるくらいにふかふかです。

凛々花：歩きにくい!!（爆ばく笑しよう）

風見：あー、仕方ないよね。お金持ちだもんね。

ＧＭ【加納】：で、凛々花がベッドから降おりると、「おはようございます、凛々花様」という複数の女じよ性せいの声が唱和する。

凛々花：は？

ＧＭ【加納】：起きてあたりを見回すと、朝の身支度メイド部隊が控えております。歯磨き担当、洗顔担当、着替え担当など総勢八名。

凛々花：ええええええ!?　八人!?　起こすだけで八人!?（笑）

ラハブ：はっはっはっ、これは落ち着かない（笑）。

キョウ：ちなみに、先ほどの目覚ましも楽隊による生なま演えん奏そうなのだぞ。

ハウント：八人どころじゃなかったな（笑）。

ＧＭ【加納】：そうですね、楽隊は起床用の八人とは別でしょうし。

凛々花：いらないから！　そんなのなくても起きられるからああああああ!!

風見：心地いい目覚めを演えん出しゆつしようというキョウくんの心こころ遣づかいだよ、きっと。

キョウ：そのとおりだ！

凛々花：そんな演出いらなーい!!

ＧＭ【加納】：ところで、何も言わなくてもメイドが着替えさせようとしてくれますが。

凛々花：自分で着替えられます！　自分で着き替がえられますから！

瑠璃：……ラハブ。なんだか、自分の知っている『ＤＸ３』と随分違うんだが。

ラハブ：ああ……ルリは、というか若林さんは散々苦労してきてますからねえ。

瑠璃：そうだよ！　自分にとって『ＤＸ３』ってもっとシリアスで厳しい展開が待ってるものだと思ってたのに！　何このアットホームでコメディタッチな展開は！（笑）

ＧＭ【加納】：『デイズ』の日常風景は大体こんな感じです。

瑠璃：納得いかない……！（笑）

風見：ところで、会長はそのメイドの中に混まじって凛々花くんを起こしに来てるからね。

凛々花：なんでええええええ!?（一同爆笑）

風見：だってせっかくメイド服貰もらったんだもん。それに楽しそうだし。

凛々花：そ、そう……。会長、メイド服似に合あうね……。

風見：ありがとう♪

ＧＭ【加納】：というわけで、凛々花はメイドたちに食堂へ案内されます。朝食の席で全員が一堂に会する、ということで。

風見：なるほどね。じゃ、会長が先せん導どうしよう。




「それじゃ凛々花くん、朝食はこちらだよ☆」

　おろし立てのメイド服を翻ひるがえし、慣なれた様子で風見はメイドたちの先頭に立ち、凛々花を食堂に案内する。

　一方その頃ころ、凛々花の兄・斗月は──。




斗月：……ム。俺おれはメイドたちを拒きよ絶ぜつするぞ。自分のことは自分でできるから、と。もう拒絶するだけで大分疲つかれそうだが。

風見：斗月くんは拒絶するよねー（笑）。

斗月：部屋にまず入れない。寝てる間とかに入ってこようものなら、気配で起きる。殺気と間ま違ちがえて（笑）。

風見：でも、斗月くん相手だと本気になって気配を殺してるかもしれないよ。

ＧＭ【加納】：前回ですね、鷺乃宮のメイド軍ぐん団だんは斗月に苦く汁じゆうを舐なめさせられているので、ご奉ほう仕しによって意い趣しゆ返しをしなければならないと考えております。

斗月：いらねえよ！（一同爆笑）　とにかく、身支度を済すませて食堂へ向かおう。




　なんとしても奉仕を受けてもらおうとするメイド軍団、いち早くそれを察知して回かい避ひせんとする藤堂斗月。ことほど左様に、彼かれの朝は緊きん迫ぱくした状じよう態たいで始まるのであった。

　そして、最後のひとり。鷺乃宮家当主・キョウの場合は──。




キョウ：何の疑ぎ問もんも抱いだかずにばんざーいして着替えさせられてますよ（一同爆笑）。

凛々花：だ、だよね……（笑）。

風見：歩いてるだけで着替えも洗せん顔がんや歯は磨みがきもしてもらえるもんね。

キョウ：（胸むねを張はって、満面の笑顔で）当然だ！

瑠璃：甘あまやかしすぎでしょ!?

凛々花：残念ながらこれがキョウくんの日にち常じようなんです……。

瑠璃：そんな日常、崩ほう壊かいしてしまえ（笑）。

キョウ：では、余よも食堂で朝食の席につこうではないか。どーんと長いテーブルの上かみ座ざに。やあやあ、みんなおはよう。

凛々花：おはようキョウくん。やっぱり長いんだ、テーブル……。

キョウ：うむ、どーんと二五メートルくらいかのう。

凛々花：長すぎるよ！　プールじゃないんだから！　ご飯は顔見てお話ししながら食べたほうが楽しいし、おいしいよ？

キョウ：お、おお……。凛々花がそう言うならそうしよう！

風見：じゃあ、二五メートルテーブルの端はしにみんなが集まるんだね（笑）。

斗月：……ム。これは、慣なれんな……。

キョウ：まあなにはともあれ、朝食にしようではないか！




　キョウが快かい活かつに笑ってそう言うと、メイドたちが速やかに料理の配はい膳ぜんを始める。本日のメニューは洋風──いわゆるコンチネンタル・ブレックファストである。

　朝食専せん門もんのシェフが腕うでによりをかけたモーニングメニュー。その彩りと芳香は、舌したを喜ばせる前に目と鼻を存ぞん分ぶんに愉たのしませる──。




ＧＭ【加納】：そんなわけで、明らかに朝食としては食べきれない量、そしてとんでもないクオリティの料理がずらずらっと並ならんでおります。

凛々花：この生活勿もつ体たい無なさ過すぎる！　清せい貧ひんを是ぜとしてきたのに……。

斗月：……ム（しみじみ、という風ふ情ぜいで頷うなずく）。

キョウ：はっはっはっ、どうしたみんな。食べんのか？

風見：会長は気にせずもりもり食べてるけどね。かわいく（笑）。

ＧＭ【加納】：「かわいいですわ、会長様」とかメイドが言いつつ、キョウくんに食べさせたりしておりますね。

斗月：この甘やかされっぷりを存分に見ることになるのか…………。

凛々花：……アンナさん、あとでお話があります（笑）。

ＧＭ【加納】：「なんでしょう、若わか奥おく様さま」（一同爆笑）

一同：わ、「若奥様」!!（笑）

凛々花：気が早すぎます[image: !!!!]

斗月：……ム。メイド長、逸はやりすぎだ。まだ結けつ婚こんは認みとめていないと言ったはずだぞ。

ＧＭ【加納】：「ですがこうしてひとつ屋根の下で寝しん食しよくを共にしている今、若わか君ぎみの奥おく方がたとしてお迎むかえできる日もそう遠くないと──」

キョウ：（満足そうに頷いている）

凛々花：遠いですからっ！　も、もう、早く朝ごはん食べて学校に行こう!!

ＧＭ【加納】：「かしこまりました。それでは、ヘリを用意させていただきますね」

凛々花：……へ、り？




　キョウたちの通う禊みそぎ原はら高校までわずか八〇〇メートルの距きよ離りであった分家──キョウの生家と違ちがい、現げん在ざい彼らが暮くらしているのは鷺乃宮の本家屋や敷しきである。

　ドイツの古こ城じようを思わせる外観のその屋敷は、学校からおよそ五キロメートル離はなれた位置にある。歩くには少し厳きびしい距離だ。

　そこで用意されたのが、鷺乃宮家の自家用ヘリである──。




キョウ：歩くのはやぶさかではないが、朝から五キロはちときついからのう。

ＧＭ【加納】：「その心意気だけでもご立りつ派ぱですわ、若君」とアンナさんはうっとり。

凛々花：やっぱりこの人が甘やかしの元げん凶きようだわ……（笑）。

風見：まあまあ、慣なれだよ慣れ。会長は楽しいからオールオッケー。

斗月：……ム。最早何か言うのも無む駄だだと思ったので、言わない（笑）。

ＧＭ【加納】：というわけで、鷺乃宮家のヘリポートに向かいますと、そこにあるのは自家用ヘリ。機体には、プロポーズ大作戦で大だい好こう評ひようを博した『タイタニック』風のキョウと凛々花の写真が大きくプリントされております。

凛々花：な・ん・で・よ────ッ!?（一同爆笑）



















　ヘリの側面に大きくプリントされた、笑顔のキョウと能のう面めんのような表ひよう情じようの凛々花。

　その得えもいえない味わいを文章で描びよう写しやするのは不ふ可か能のうである。『デイズ』二巻かんのイラストを参照していただきたい。




ラハブ：（手を叩たたいて）バカですよ！　これは本物のバカだ！（笑）

風見：あっはっはっ、すごいね！　痛いた車しやならぬ痛ヘリ！

凛々花：も、もう膝ひざから崩くずれ落おちるよ……（笑）。

斗月：……ところで、このヘリはどこに着陸するんだ。

キョウ：学校の屋上であろう。

凛々花：ヘ、ヘリポートあるの!?　学校に!?

ＧＭ【加納】：もちろんあります。なければ作ります。

凛々花：（ぷるぷる震ふるえてテーブルに突つっ伏ぷし）すごいや……（笑）。

斗月：渋しぶ沢さわさん、セッション開始三〇分でもうぐったりしてるぞ（笑）。

風見：でもまだ学校にも着いてないよ。

凛々花：ほ、ほんとだ。本当の試練はここからだ……（笑）。

ＧＭ【加納】：そんなわけで学校に行くと、いつもどおり──なのですが。

キョウ：が？

ＧＭ【加納】：「凛々花、遂ついにキョウくんを受け入れたんだねー」とか言われます。同どう居きよ、別に隠かくしませんよね？

キョウ：もちろんだ！（笑）

凛々花：あああああ！（笑）




　凛々花と斗月が兄妹きようだい揃そろって（そしてなぜか風見もセットで）キョウの家に同居する、という話は、もはや全校生徒が知るレベルの情じよう報ほうとなっていた。

　無む論ろん、本当の理由を話せるはずもなく、興きよう味み津しん々しんなクラスメイトの追及にも凛々花ははぐらかすのみ。しかし──。




キョウ：余は特に隠かくし事ごとはせぬぞ。「悪い奴やつから凛々花を守るため、一いつ緒しよに住むことになった」と皆みなにもきちんと言わねばなるまい！

凛々花：キョウくんーっ!?

風見：やあ、ますますプロポーズだよね。要するにキョウくんが「この世の恐おそろしいことから凛々花くんを守ってあげたい」って、そう言ってるんだもん。

ラハブ：なるほど。だから前巻のタイトルは「若君[image: †]求きゆう婚こん」だったわけですね。

凛々花：で、でもキョウくんは言うよね……（笑）。

ＧＭ【加納】：そしてクラスメイトは「そうか、それじゃ仕方ないよな！」「がんばって凛々花を守ってあげてね、キョウくん」みたいな感じですんなり納なつ得とくします。

キョウ：うむ、余にすべて任まかせるがよい！　凛々花は余が守るぞ！

凛々花：そっかあ……。他に言いようがないし、なんか言ってもやぶへびな気がするし、守ってもらうこと自体は嬉うれしいので、あまり強く言うこともできないし……。

風見：きっとクラスメイトは超ちようニコニコしてるよ。よかったねーって。

凛々花：ち、違うんだってば……！　せめて否定させてよー！（笑）

ＧＭ【加納】：というわけで、キョウと凛々花のクラスはおおむねいつもどおり。そんな感じで二週間を過すごしております。風見と斗月も、この二週間に何をしていたか、簡かん単たんに言ってもらえるとよいかと。

風見：あ、会長も基き本ほん的てきにはいつもどおりなんだけど、ＵＧＮについては調べておきたい。メイドさんたち、というか鷺乃宮の協力も仰あおいでね。

斗月：……ム。それは確たしかに必要だな。




　前回の事件で、キョウたちに接せつ触しよくしてきた組そ織しき・ＵＧＮ。レネゲイドに関する世界的な組織だということだが、未だどのような組織なのかはわかっていない。

　風見は好こう奇き心しん八割わり、責せき任にん感かん二割で、かの組織についてこの二週間調ちよう査さをしていたのだ。




ＧＭ【加納】：なるほど、了解です。では、ＵＧＮについて通とおり一いつ遍ぺんのこと──二〇年前にレネゲイドが拡かく散さんされる前から今日に至いたるまで、その存そん在ざいを隠いん匿とくし、世界に無用の混こん乱らんを招まねくことを避さけてきた組織だ、というのがわかります。

風見：なるほどねー。あのおでこちゃんが言ってたことが事実だってわかる感じ？

ＧＭ【加納】：そうなります。このあたりの情報はオーヴァード相手に隠す意味がないので、ＵＧＮが教えてくれますね。

風見：なるほどねー。んじゃ、会長の二週間は大体調査だね。

斗月：……ム。俺はまず道場に「しばらく休みます」の貼はり紙がみをする（笑）。で──そうだな。その間、キョウを鍛きたえているというのはどうだろう。

キョウ：なるほど！　それで〈白兵〉レベルが伸のびたわけだな！（笑）

風見：キョウくんが打たれて転びそうになったらメイドが助けにきそうじゃない？（笑）

凛々花：鍛えられない！

斗月：……ム。そういうのはダメだ、キョウの為ためにならん、と追おい払はらおう。

キョウ：そうだな、アンナたちには端はしで正せい座ざしておいてもらおう。むしろ、余の方からお義兄にい様に鍛えてほしいと言い出すぞ！

凛々花：キョウくんから……!?

斗月：……ム。それは中々いい心がけだ。──だが、まだ義兄あにと呼よぶのは許ゆるさん。




　斗月の二週間──。それは道場に休みの告知を出し、鷺乃宮家にある練れん武ぶ場じようでキョウと共に練れん磨まする日々だった。

　メイドたち、そして凛々花も心配する中、思った以上に熱心にキョウは稽けい古こをこなしていく。これもまた、凛々花への愛ゆえであろうか。




凛々花：それはちょっと嬉しいな……。せめてタオルとか、スポーツドリンクとかは持っていくね。いつもお兄ちゃんのぶんは用意するんだけど、キョウくんのぶんもあわせて。

キョウ：（感動して）おお……！　凛々花が優やさしい！　ありがとうお義兄様！（一同笑）

斗月：……ム。その程てい度どでここまで喜ぶのか……（笑）。

ＧＭ【加納】：では、そんな日々が二週間ほど過ぎた時──事じ態たいが動き始めます。




　それは、とある日の夕食後。食堂で談笑していたキョウたちのもとへ、メイド長・美み津づ野のアンナが慌あわてた様子で駆かけ込こんできたのだ。

「みなさま、大変なことになりました」

　何事かと思う隙すきもあらばこそ、アンナは神しん妙みような表情で告つげる──。

「ＵＧＮの特とく殊しゆ部隊、ナイトフォールがこの白しら鷺さぎ市に向かっていると情報が入りました！」




キョウ：ナイトフォール……？

凛々花：それって、前に東雲しののめさんが言っていた──。

ＧＭ【加納】：「はい。隊長の強羅瑠璃以下、ＵＧＮの戦力と共にこの白鷺市に向かっていますわ」

斗月：……ム。瑠璃の名前を聞いて、眉根を寄せる。アンナ、詳しい情報を話せ。

ＧＭ【加納】：「かしこまりました」と、ここでアンナはあなた方にナイトフォールに関する基本的なデータ──メンバーの名前や能力を説明します。

風見：ＵＧＮの精せい鋭えい部隊、か。こりゃ派は手でなことになりそうだよねー。




　──ナイトフォール。

　ＵＧＮの対『遺産』特殊チームの到とう来らいで、白鷺市は風雲急を告げる！







◆Opening 02◆夜が来る


Scene Player ─── 強羅瑠璃ごうら・るり






　ＵＧＮの対遺産特殊チーム、ナイトフォール。強羅瑠璃をリーダーとして集まった四人のエージェントたち。

　彼らに今、新たなる指令が下されようとしていた──。




斗月[image: ]ＧＭ【矢野】：それでは、このシーンは矢野がＧＭになり、『ナイツ』側のオープニングを演出するよ。加納くん、志津香の担たん当とうよろしく。

ＧＭ【加納】[image: ]志津香：かしこまりました。

瑠璃：どういうシーンなの？

ＧＭ【矢野】：場所は『ナイツ』二巻のラストで手に入れたナイトフォールのセーフハウスだ。ここでブリーフィングを行う、というシチュエーションになる。ブリーフィングルームのモニターには、中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんテレーズ・ブルムの姿すがたがある。

志津香：ごきげんよう、テレーズさん。

ＧＭ【矢野】：「ごきげんよう、ナイトフォール」テレーズは挨あい拶さつもそこそこに、今回の任にん務むについて話し始める。「今回の任務は、ひとりの少女の回かい収しゆうよ」

ハウント：……ふむ。

凛々花：く、空気が違う……。

キョウ：これが『ナイツ』のオープニングなのか。随分物々しいのう。

瑠璃：詳くわしい話を聞きたい。その少女はどういう理由で回収しないといけないんだ？

ＧＭ【矢野】：「……順を追って説明するわ」




　テレーズから、少女──藤堂凛々花を回収せねばならない理由が説明される。

　最大の問題は、彼女を巡めぐって行われる神性婚礼と呼ばれる儀式にある。それは一二人の遺産の使い手──自らを神使いと呼ぶオーヴァードたちによるバトルロイヤルだ。




瑠璃：神使い……？

ラハブ：ふむ、そこでワタシは指輪から人の姿になりましょう。神の使い手を名乗るとは、実に傲ごう慢まん。実に不ふ遜そん。気に入りませんね。

瑠璃：その少女を巡って遺産の使い手が殺しあうと？

ＧＭ【矢野】：「そうよ。そして勝利条じよう件けんは、花嫁に選ばれた少女──藤堂凛々花の心臓を抉えぐり出だすこと」

志津香：わたくしはそれを聞いて思わず口元を押おさえますわ。なんておぞましい。

ラハブ：ふむ、シヅカの反はん応のうも無理はない。実に禍まが々まがしい、邪じや教きようの儀式じゃありませんか。

ＧＭ【矢野】：テレーズはプロジェクターに外見写真やプロフィールなど、凛々花のデータを表ひよう示じさせながら続ける。「彼女の心臓そのものも、〝始原の炎プロパテール〟と呼ばれる遺産のようね。それを巡っての戦いだと考えていいわ」

瑠璃：その凛々花という娘むすめの心臓が遺産──いや、心臓の代わりに遺産が入っている、と考えればいいのか？

ＧＭ【矢野】：「そう考えて間ま違ちがいないわ」

瑠璃：……そうか。

志津香：ある意味、瑠璃さんの聖せい杯はいと同じようなものですわね……。

ＧＭ【矢野】：「……説明を続けるわ」




　つとめて機械的にテレーズは説明を続ける。まず、神使いと呼ばれるオーヴァードは例外なく神、と呼ばれるに相応ふさわしい力を持つ遺産を所持していること。選ばれる基き準じゆんは不明だが、自らを神使いであると自覚した参加者が一二人存在し、うち一名は既に白鷺市での戦いで脱落していること──。




ハウント：それだけの力を持ったオーヴァードが争いあうだけでも、ＵＧＮとしては看かん過かできんだろうな。

志津香：でも、ことはそれだけには留まらない。そうですわね？

ＧＭ【矢野】：「ええ。──簡単に言えば、この儀式の勝者は、自らの持つ「遺産」を大おお幅はばに強化してしまうのよ」

瑠璃：「遺産」を強化？

ＧＭ【矢野】：テレーズは頷く。「それこそ、世界のパワーバランスを壊こわすレベルでね」

ラハブ：──フム。




『神性婚礼』の勝利者が得る力は計り知れない、とテレーズは告げる。先せん般ぱんの事件において、世界の数割を炎に包まんとしたバベルの力と同等、あるいはそれ以上。




ＧＭ【矢野】：「かのツングースカ大爆発も、二回前の『神性婚礼』の結果とＵＧＮでは推測されているわ」

志津香：ツングースカの!?　隕石じゃないかとか言われてましたけど……。

ラハブ：あの謎の爆発事件の真相がこんなところで明らかになりましたか。

瑠璃：それってすごい事件だったの？

ハウント：奇跡的にほぼ人的被害はなかったが、同じ規模の爆発が市街地で起これば万単位で被害が出ていただろうな。

瑠璃：放置すればこの世界が危あぶないということか。……理り解かいした。

ＧＭ【矢野】：「──そして」と、次の資し料りようがモニターに表示される。「これが現在藤堂凛々花が保ほ護ごされている財ざい閥ばつ、鷺乃宮家に関するデータよ」

ハウント：──ふむ。では、私はここで鷺乃宮の前当主、〝御ご前ぜん〟こと鷺乃宮玉皇にロイスを取ることにしよう。

ＧＭ【矢野】：おお、なるほど。ハウントなら知っていてもおかしくない！

瑠璃：どういう知り合いなんだろう……。

ハウント：うむ。以前私が金きん獅じ子し騎き士し団だんに居いた時、マガツヒという遺産について御前から相談を受け、所見を述のべていたことにしよう。そこで御前と直ちよく接せつ話したんだ。

ＧＭ【矢野】：ふむふむ。俺は問題ないけど、加納くんはどう？

志津香：（『デイズ』ＧＭの顔になり）こっちも問題ないですよ。御前と金獅子騎士団が個こ人じん的てきにコンタクトを取っていてもおかしくありません。




　鷺乃宮が世界的にも名の知れた名家であるなら、金獅子騎士団は『遺産』を知るものにとって重要なファクターとなり得る組織である。

　かつて白鷺市に存在し、キョウが滅ほろぼした遺産・マガツヒのことについて、御前がコンタクトを取っていてもおかしくはない。

　その時、ハウントは御前と直接話していたのだ。




ハウント：御前の手しゆ腕わんは尊そん敬けいしていたし、個人的にも興きよう味みがあった。その後を継ついだのだから、無論キョウという青年にも興味はある。

志津香：なるほど、さすが少しよう佐さですわ。

ハウント：極きよく論ろんすれば、鷺乃宮家の現げん当とう主しゆが御前より優ゆう秀しゆうであれば、その少女の保護を任まかせても構かまわない、と思っている。口には出さんがね。

キョウ：おお、知らないところで試されておるぞ……（笑）。

ＧＭ【矢野】：さすが稲いな葉ばさん（笑）。では、テレーズがその鷺乃宮についての現げん状じよう説明を続ける。「既すでにＵＧＮからも加か賀が美みあいというエージェントが鷺乃宮の当主に接せつ触しよく、藤堂凛々花の封ふう印いんを持ちかけたけれど、拒きよ絶ぜつされたわ」

瑠璃：加賀美……。志津香さんの関係者？

志津香：ええ、従姉いとこですわ。あい姉さまが行ってらしたのね、と呟つぶやいておきます。

ラハブ：……姉さま？

ハウント：あのおでこが年上なのか（笑）。

ＧＭ【矢野】：マジで？　俺、あいつ中学生くらいだと思ってた（笑）。

志津香：志津香より結けつ構こう年上って設せつ定ていです。まあ、それは今は関係ないので（笑）。

ＧＭ【矢野】：うむ、話を続けよう。「向こうの気持ちもわかるのだけれどね。ＵＧＮとしては、鷺乃宮家に預あずけておけない理由が大きく三つあるわ」




　ひとつ、と、テレーズは指を一本立てて告げる。それは、鷺乃宮キョウが藤堂凛々花を保護する理由がわからないこと。彼がすぐに心臓を抉えぐり出だせばその時点で勝利するはずだが、それを避さけているように見える──。




キョウ：余よが凛々花を殺すわけないではないかー!!

凛々花：落ち着いて、キョウくん（笑）。

ハウント：そのことはこちらにはハッキリとわからんからな。嫁よめにする、と主しゆ張ちようしていても本気かどうかは伺うかがえん。

ＧＭ【矢野】：「他の参加者をすべて倒たおせば、花嫁を殺す必要はなくなるとも言われている。そうなった場合でも、鷺乃宮キョウの持つ遺い産さんの強化は免まぬがれない」

ラハブ：ふむ……。

ＧＭ【矢野】：「それと、彼らはあの遺産破は壊かい者しや──東雲とたびたび接触して、何度か協力関係を結んだこともわかっているわ。これも鷺乃宮を危き険けん視しする理由になるわね」

瑠璃：東雲が……！




　遺産破壊者、東雲。いかなる組織にも属ぞくさず、たったひとり、世界各地で遺産を破壊してまわる謎なぞ多きオーヴァード。ＵＧＮのみならず、様々な組織に危険視されている存在。

　キョウや凛々花にとっては恩おん人じんであり、ある意味では師しのような存在だが、彼らナイトフォールがそれを知る由もない。




瑠璃：東雲も神しん性せい婚こん礼れいとやらの参加者なのか？

ＧＭ【矢野】：「彼は単なる協力者ね。参加者ではないと確かく認にんされているわ」

志津香：それを聞いて少し安あん堵どしておきますわ。

ラハブ：確たしかに、そのようなゲームに参加する人物とも思えませんでしたね。

瑠璃：……わかった。続けてくれ、テレーズさん。

ＧＭ【矢野】：「次にふたつめの理由よ」と、テレーズは二本目の指を立てて言う。「鷺乃宮家のオーヴァードが、とある呪のろい──吸きゆう血けつの衝しよう動どうを受うけ継ついでいることが挙げられるわ」

瑠璃：吸血の衝動を？

ＧＭ【矢野】：「ええ。鷺乃宮のオーヴァードは強い吸血衝動に支し配はいされることが多い。彼がその衝動に吞のまれれば、藤堂凛々花はその場で心臓を抉えぐり出だされてもおかしくない」

ハウント：オーヴァードとして衝動に打うち克かてるかどうか、か。なるほど、難むずかしい問題だ。

ラハブ：歴史上、吸血衝動を受け継ぎ、それを隠匿してきた権けん力りよく者しやは多いですからね。エリザベート・バートリ然しかり、串くし刺ざし公こうことブラド・ツェペシュ然り。

瑠璃：……最後の三つめは？

ＧＭ【矢野】：「これはもっと単たん純じゆんな話よ」と、三本目の指を立てる。




「鷺乃宮が、他の神使いから藤堂凛々花を守りきれるだけの力があるのかわからない」

　つとめて冷れい淡たんにテレーズは言う。もし鷺乃宮キョウが他の参加者──それもジャームに敗北してしまうようなら、やはり彼に藤堂凛々花を任せておくわけにはいかないのだ。




志津香：わたくしたちは前回出てきたグラディウス、既すでに倒たおされたミッショネルについては知っていてもよろしいの？

ＧＭ【矢野】：加賀美あいはその場にいたので、知っていて構かまわないよ。

ハウント：ふむ。つまり判はん明めいしている神使いは三名、うち一名は既に脱だつ落らく。残り九名については情報なし、そういうことか。

ＧＭ【矢野】：「ええ。以上があなたたちに今回の任務を依い頼らいする理由よ」と、そこまで説明してから、テレーズは深く嘆たん息そくする。

瑠璃：テレーズさん？

志津香：どうかなさったの？

ＧＭ【矢野】：「……正直、気が乗らないわ。この作戦」

志津香：理由を聞いてもよろしくて？

ＧＭ【矢野】：「鷺乃宮ともういちど改めて交こう渉しようすれば、いくつかの条件はクリアできるはずなのよ。でも──そうね、強ごう引いんに押おし切きられた形だわ」

ラハブ：彼女はもっと穏おん便びんなやり方をとりたかったようですね。

ハウント：無理もあるまい。彼女はそもそも穏おん健けん派はだ。

志津香：……でも、やらなければいけない。そうですわね？

ＧＭ【矢野】：「……そうね。話としては筋すじが通っているし、緊きん急きゆう性せいも高い。評議員の一部、レドリック評議員や李り評議員からの突つき上あげもあったわ」

志津香：苦々しい顔をしながら、強きよう硬こう派はの顔を思い出してますわ……。

ラハブ：シヅカは『ナイツ』二巻のラストでまさに突き上げを食らってましたからね（笑）。

キョウ：穏健派とか強硬派とか、何の話であろうか？

風見：ＵＧＮも一枚岩じゃないってこと。トップの中枢評議会は、改革すべきとする強硬派と保守的な穏健派で派閥闘争があるんだよ。

キョウ：なるほどのう。

瑠璃：……話はわかった。テレーズさん、藤堂凛々花の回収は決定事じ項こうなのか？

ハウント：そうだな、そこはハッキリさせておきたい。我われ々われに裁さい量りよう権けんはないのか？

ＧＭ【矢野】：「正直に言えば、裁量権はないと言っていいわね」

瑠璃：…………そうか。

ＧＭ【矢野】：「けど、これが強引に進められた計画であることも確かよ。あなたたちがもし、反はん論ろんの材料を持ってきてくれるのであれば、私が責せき任にんをもって上に通すわ」

ハウント：……承しよう知ちした。

瑠璃：──自分はできれば藤堂凛々花自身の意い思しを確認した上で、できれば話し合いの上でＵＧＮに保護したい、という意見だ。




　瑠璃の脳のう裏りに、かつて救えなかった少女の姿すがたが浮うかぶ。スエミという名のその少女もまた、『遺産』に翻ほん弄ろうされていた。瑠璃の中で、藤堂凛々花はスエミと重なる。

　──今度こそ助けてやりたい。それが瑠璃の、ナイトフォールリーダーとしての望みだ。




ラハブ：随ずい分ぶんと肩かた入いれするのですね、ルリ。

瑠璃：……ああ。思い出したんだ──と言って、ここで凛々花のロイスを取ります。会ったことはないけど、彼女の兄から妹について聞いたことがある。

志津香：そういえば、瑠璃さんは藤堂斗月の道場に通っていたのでしたわね。

ＧＭ【矢野】：おお、なるほど。それは問題ないね。ロイスを結べばはっきりと思い出すことができるよ。

瑠璃：白鷺市、藤堂という姓せい、心臓の病やまい、それに関係者として斗月の名前も出てくると思うので、ここで思い出すよ。……心臓を移い植しよくして治ったと聞いていたのに。

ラハブ：助かったかと思えば、それが新たな災わざわいの種だった──か。本当にこの世に奇き跡せきはありませんね。しかもルリ、それがあなたと近しい肉体であり、さらにあなたの知人でもある。運命というのは残ざん酷こくで面白い。

瑠璃：……ほんとうにね。

ハウント：だが、鷺乃宮家を甘あまく見みない方がいい。財ざい力りよくはもちろんのこと、ことホームである白鷺市に関して言えば、様々な形で軍ぐん備びも揃そろっているのだろうな。

ラハブ：つまり、白鷺という土地そのものが我々の敵てきとして立ちはだかってくるというわけですか。なるほど、それは面白い。

瑠璃：……自分は穏便に済すませられるならそのほうがいいと思う。だから、まずは藤堂凛々花に直接コンタクトしてみるよ。

志津香：そうですわね。まずその時点で彼女の意見や希望を知っておく必要がありますわ。

ハウント：瑠璃が斗月経けい由ゆでツテがあるんだったら任まかせよう。展てん開かいによっては私はキョウに接触しようと思っている。

瑠璃：本人の意思は確認したいんだ。それに──回収するのが命令とはいえ、鷺乃宮キョウがどういう人物かも知っておきたい。




「もしも納なつ得とくできなければ。そして、あくまでも鷺乃宮キョウが我々の邪じや魔まをするなら」

　瑠璃の双そう眸ぼうが決意の炎ほのおに揺ゆらめく。

「自分は鷺乃宮の現当主──鷺乃宮キョウを、倒たおす」




キョウ：……!!

凛々花：……（息を吞む）。

ラハブ：ほう、言い切りましたね。

ハウント：だが、必要なことだ。

志津香：……それがリーダーの意志なら、従うまでですわ。

瑠璃：……行こう。まずは藤堂凛々花に接触する！

ラハブ：承知しました。行きましょう、ルリ。

志津香：了解ですわ、瑠璃さん。

ハウント：……うむ。

ＧＭ【矢野】：では、あなた方は白鷺市へと出しゆつ撃げきすることとなります。なお、この任務にはあなた方だけでなく、一〇〇人規き模ぼのＵＧＮエージェントも同行することになります。

瑠璃：そんなに!?

志津香：もはや戦争ですわね……。

ＧＭ【矢野】：彼らは味方ではありますが、アッシュ・レドリックなどが派は遣けんした監かん視しの意味もある、ということがわかります。

ラハブ：随ずい分ぶんと信しん頼らいされていますね。ワタシとしては、ルリがまた聖せい杯はいを使うようなことにならなきゃいい、そう思いますよ。

志津香：あら、随分進歩なさったのね。あなたが瑠璃さんに気を遣つかうだなんて。

ラハブ：友を気き遣づかうのは当然のことでしょう、シヅカ。

志津香：ふふ、そうでしたわね。

瑠璃：……監視、か。志津香さん、場合によってはまたあなたに立場的な迷めい惑わくをかけるかもしれない。

志津香：ふふ、いい加か減げん慣なれましたわ。あなたは隊長として、ご自分の信じるとおりに進んでくださいな。わたくしたちはそれに従したがうまでです。

瑠璃：ありがとう。──改めて。ラハブ、少佐、志津香さん！




「ナイトフォール、出動する！」

　瑠璃の号令のもと、今──夜の部隊が昼の舞ぶ台たいに躍おどり出る！




















ツングースカ大爆発　一九〇八年六月三〇日、現ロシア連邦のポドカメンナヤ・ツングースカ川の上空で起こった爆発。半径三〇キロメートルにわたって森林が炎上した。地球に落下した天体が爆発したと言われているが、現在も原因は特定されていない。

エリザベート・バートリ　ハンガリー王国の貴族。血の伯爵夫人と呼ばれ、若さと美貌を保つために年若い娘を殺害し、その血を浴びていたと言われている。

ブラド・ツェペシュ　一五世紀ルーマニアのワラキア領主。吸血鬼ドラキュラ伯爵のモデルとして知られる。敵対するオスマン帝国の兵を串刺しにして晒したことから串刺し公との異名を持つ。











　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle 01◆邂かい逅こう


Scene Player ─── 藤堂斗月とうどう・とげつ






　斗月と瑠る璃り。藤堂流古こ武ぶ術じゆつ道場の師し範はん代だいと門下生であり、昼に身を置く守しゆ護ご者しやと、夜を駆かける聖せい杯はい。通かよい慣なれた道場の前で、ふたりは違ちがう立場の邂逅を果たそうとしていた。




志津香[image: ]ＧＭ【加か納のう】：では、ここからミドルフェイズ。ＧＭは一いつ旦たん加納に戻もどります。なお、次のシーンからは『デイズ』組と『ナイツ』組、つまり鷺さぎ乃の宮みやＶＳナイトフォールのイベント進行になります。

一同：はーい。

ＧＭ【加納】：では、前のシーンを受けて瑠璃が斗月の道場に向かうというところからはじめましょう。というわけで、シーンプレイヤーは斗月。

ＧＭ【矢野】[image: ]斗月：……ム、了りよう解かい。侵しん蝕しよく率りつを上げておこう。

瑠璃：まずは自分ひとりで会いに行くよ。あ、ラハブは一いつ緒しよかな。

ラハブ：ワタシは指輪の姿すがたで同行していますよ。

ＧＭ【加納】：了解です。シーンプレイヤーは斗月ですが、最初は瑠璃にスポットを当てましょう。あなたがセーフハウスから道場に向かうと、門には「しばらく休業」の貼はり紙がみが。

瑠璃：あああああ、そういえばそんなこと言ってた!!（爆ばく笑しよう）

斗月：だがそれでは話が進まないので、道場の掃そう除じは毎日行っていることにしよう。休みの貼り紙は貼ってあるが、中から人の気配がする。

瑠璃：それじゃ、中に入ってしまおう。（扉とびらを開ける仕草）がらがらがら。

斗月：……ム。すまない、道場は休みなのだが──と言いながら振ふり返かえって、瑠璃を見る。

瑠璃：来たのはいいんだけど……なんて切り出そうかな。

斗月：……ム、ではこちらから先に切り出そう。眉まゆ根ねを寄よせて、厳きびしい声で言う。──遂ついに来たのか、ナイトフォール。凛々花は渡わたすつもりはないぞ。

瑠璃：知られていたのか。──なら、こういう時に自分がやることはひとつだ。《ワーディング》を展てん開かいする!!




　瑠璃──ＵＧＮの精せい鋭えいを前に、斗月は隠かくそうともせず敵てき意いを露あらわにする。その刹せつ那な、瑠璃は反はん射しや的てきにオーヴァードのみが動き得る結界を展開する。斗月が武ぶ術じゆつの達人なら、瑠璃は戦せん闘とうのプロなのだ。




斗月：……ム。警けい戒かいはするが、動じはしない。予想はできたことだ。

瑠璃：（呼よびかける）ラハブ。

ラハブ：すぐさま炎ほのおが渦うず巻まき、その場に実体化しましょう。（じっと斗月を見て）……瑠璃、気をつけなさい。戦闘経けい験けんは少なそうですが、実力はあなたにも匹ひつ敵てきしかねない。

瑠璃：（頷いて）彼の実力はオーヴァードになる以前から知っている。油断はしない。

斗月：……ム。まさか、お前が──日にち常じようの裏うら側がわに関わっているとは、思わなかった。

瑠璃：藤堂。わかっていると思うが、お前の妹について訊ききたいことがある。

斗月：（眉まゆを顰しかめて）…………ム。

瑠璃：彼かの女じよは今異い変へんに巻まき込こまれている。知らないとは言わせない。

斗月：……ム。隠しだてはできんようだな。

瑠璃：加か賀が美みあい──我われ々われＵＧＮから一度接せつ触しよくしたのは知っている。できれば穏おん便びんに済すませたい。お前が妹を救いたいなら、素す直なおにＵＧＮに従したがってくれればいいだけなんだ。

斗月：……ＵＧＮは、妹を──凛々花を助けるために、彼女の封ふう印いんが必要だと言った。

ラハブ：封印とはいってもそんな大げさなものではありませんよ。ただ数年間、我々の施し設せつで過すごしていただくだけです。別に何も強きよう制せい的てきに眠ねむらせるといったことはしません。

斗月：（声を荒あらげて）その数年が、どれぐらい重いと思っている？

ラハブ：ふむ。──たかだか数年のことでしょう？




　軽く肩かたをすくめ、どうということもない──というように、褐かつ色しよくの少年は答える。それは、人ならざるものであるがゆえの無む理り解かいと傲ごう慢まんから発せられたものだ。

　だが、その言葉を聞いていたものが他にもいたのである。




ＧＭ【加納】：今のラハブのセリフは是ぜ非ひ他の『デイズ』メンバーにも聞いておいて欲ほしい。

キョウ：そうだな。《ワーディング》されたのなら、出てきてもよいのではないか？

風見：そうだね。三人揃そろって出てきて構かまわないと思うよ。

凛々花：じゃあ、おうちの片かたづけをしてたら《ワーディング》が張はられたので、あわてて道場に下りてきます。で、お兄ちゃんとナイトフォールの人たちを見て息を吞のむ。

キョウ：余よも駆かけつけるぞ！　凛々花、無事か!?

ラハブ：おや、噂うわさをすれば。求める姫ひめ君ぎみが早速いらっしゃったようですね？

凛々花：あ、あなたたち……。

斗月：……凛々花！　下がっていろ！

風見：思ったより早く接触してきたんだね。会長戦せん慄りつ。

キョウ：貴き様さまら、ＵＧＮの連中か！

瑠璃：……他の人間は無む視しして、凛々花だけを見るよ。

凛々花：っ……。

瑠璃：我々はあなたを保ほ護ごしにきた。




「藤堂凛々花。あなたの直面している問題は、個こ人じんでどうにかなるレベルのものじゃない、という認にん識しきを持ってもらいたい」

　努つとめて淡たん々たんと、無む表ひよう情じようを心がけ、言葉をつむぐ瑠璃。視し線せんだけは凛々花から外さない。

「──だからこそ、我々のような巨きよ大だいな組そ織しきに任まかせて欲しい」




瑠璃：……うわああああ！　自分で言っててすっごい悪い奴やつみたいだよう!!（一同爆笑）

ＧＭ【加納】：若わか林ばやしさんが自分で耐たえられなくなってるじゃないですか（笑）。

瑠璃：だってこういうこと言う奴って絶ぜつ対たい悪い奴じゃん！（笑）

ラハブ：仕方ありませんよ、今回はそういう論ろん法ぽうで行くしかない。考えてみてください。ハウントに任せるともっとひどいことになります（笑）。

ハウント：瑠璃は何も間ま違ちがってない、大だい丈じよう夫ぶだ（笑）。

凛々花：でも──わたし、何も言い返せない。だって、正せい論ろんなんだもん。

キョウ：凛々花、しっかりするのだ！　おぬしは余が守ると言っているだろう！

凛々花：キョウくん、でも──。

瑠璃：……ここは畳たたみ掛かけよう。数年間の辛しん抱ぼうで、あなたも周りの人も危き険けんを避さけられる。

凛々花：………………でも、前に来たＵＧＮの人は──わたしを冷れい凍とう睡すい眠みんさせるか、外界から遮しや断だんされたところに何年も置く、そう言ってました。

ラハブ：ちっ、余よ計けいなことを（爆笑）。

瑠璃：うーん……ここで志津香さんを呼よび出だしたいんですけど。どこかに控ひかえてますよね？

ハウント：表の車で私わたしと志津香が待っている、ということにしよう。

ＧＭ【加納】：では、《ワーディング》が張られたことで志津香もその場に現あらわれます。彼女はまずキョウたちに軽く会え釈しやくし、おでこをキラリと光らせる（笑）。

キョウ：はっ、これはデジャヴ!?（笑）

風見：この輝かがやき、あいくんの関係者かな？（笑）

ＧＭ【加納】：「その節は、従姉いとこがご無礼をいたしました。ＵＧＮエージェント、加賀美志津香と申します」と挨あい拶さつをしてから、瑠璃に向き直ります。

瑠璃：志津香さん、今この子が──藤堂凛々花が言ったことは本当なのか？

ＧＭ【加納】：「一面においては事実ですわ。──凍とう結けつや監かん禁きん、とまではいかなくても、外部に一切出ていただけないのは確たしかですから」

凛々花：…………。

キョウ：凛々花……。

凛々花：……ＵＧＮの人に保護してもらうのが安全なら、そのほうがいいって、わたしも理り屈くつではちゃんとわかってるんです。

キョウ：何を言っておる!!

斗月：……凛々花。




「でも」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、下した唇くちびるを嚙かみ締しめて──絞しぼり出だすような声で凛々花は続ける。

「でも──わたし、一年前にようやく病院を出たばかりなのよ。みんなのためにはそうしたほうがいいってわかってても、でも──」




凛々花：でも…………（言葉に詰つまる）。

キョウ：そうだ！　凛々花はこれまで外に出られなんだ！　余は凛々花の前に出る！

凛々花：キョウ、くん……？

キョウ：凛々花は、これからが青春なのだぞ!!




　凛々花を庇かばうように前に立つキョウ。真まっ直すぐにナイトフォールの面々を見み据すえ、彼は淀よどみなく叫さけぶ。凛々花にも青春を謳おう歌かする権けん利りがあるはずだ、と。

　だが、その言葉を叩たたきつけられた瑠璃は──。




瑠璃：（啞然として）せ、せい……？

ラハブ：青春、ですか。人間の時間は短いですからねぇ。若さと青春を謳歌できる時はさらに短い。……ん？　ルリ、どうかしましたか？

瑠璃：せ、せい、しゅん……。

ＧＭ【加納】：「る、瑠璃さん？　どうなすったの？」

瑠璃：な、なんか、その言葉に、ものすごい、ショックを……。

ハウント：瑠璃にとって最も縁えんのない言葉のような気がするな……（笑）。

ＧＭ【加納】：青春もへったくれもないですからね。血と硝しよう煙えんにまみれております。

瑠璃：（嚙かみ締しめるように）青春？　……青春だと？

キョウ：そうだ、青春だ！　凛々花には青春を謳歌する権利がある！　そのための仲間がおる、友がおる、そして金がある！（一同爆笑）

斗月：……出たな、「金ならある」が（笑）。

瑠璃：………………。

キョウ：それに、余や凛々花の周りにおる友たちはみな、金など関係なく厚い友情で迎えてくれる。そんな青春を凛々花から奪うことなど、余が許さぬ。

凛々花：キョウくん……。

ラハブ：せ、青春に友情……。ルリから最も遠い言葉で攻せめてくるとは！（笑）

瑠璃：………………（俯うつむいて無言のまま）。

ラハブ：あちゃー、これヤバイなー。ルリさんのヤバいスイッチ入っちゃうなー（爆笑）。
















瑠璃：（地の底から響ひびくような声で）────鷺乃宮、キョウ。

キョウ：なんだ!!

瑠璃：世界の平和がかかってるのに、青春？　友情？　何を青いことを……！

ＧＭ【加納】：「る、瑠璃さん、ここは落ち着いて……」

風見：心のやわらかいところにドスドス突つき刺ささった感じだね（笑）。

瑠璃：青春？　青い春？　意味がわからない！

キョウ：余ら若人わこうどにとっては、何よりも大切なものではないか！

ラハブ：それ以上ルリの傷きずを抉えぐるなァーッ!!（爆笑）

風見：青春ってこんなに威い力りよくの高い言葉だったんだね（笑）。

キョウ：だが、そんな小さな幸せを凛々花から奪うばうことなど、余が許ゆるさぬ！

瑠璃：そんな小さな幸せのために、お前たちは世界を危き機きに晒さらすのか!?




「ひとりの少女が小国を救うためにどれだけ痛いたい思いをしたか！　そんなことがあるこの世の中で、たかだか数年自由を奪われるだけで何を甘あまいことを──!!」

　怒いかりと悲しみを瞳ひとみに宿して瑠璃が叫ぶ。スエミは、自分が救えなかった少女は、あんなに苦しんでいたのに。今の瑠璃には、キョウや凛々花の言葉が子こ供どもっぽい我わが侭ままにしか思えない。




キョウ：凛々花を救うためなら、余は世界を敵てきに回す。そう決めたのだ。

凛々花：キョウくん……。

瑠璃：そのために世界が滅ほろびたらどうなる!?　そうなったら、お前たちに生きてる意味が、青春なんて言葉に意味があるのか!?

キョウ：ならば世界は余が守る!!　世界への責せき任にんは余が請うけ負おおうではないか！

瑠璃：──大きく出たな、鷺乃宮キョウ。お前にそれだけの実力があるというのか？

キョウ：やってみせる！

ＧＭ【加納】：……よし、そこでイベントが発生します。ふたりの叫さけびに呼こ応おうするかのように、キョウは右手の神殺しの紋もん章しようが、そして瑠璃は胸むねの聖せい杯はいが、反発するように輝かがやき始める。

キョウ・瑠璃：!?

凛々花：（胸を押おさえ、苦しそうに）これって……！

斗月：……凛々花！

ラハブ：まさか、神を殺す力だというのですか!?　シノノメと同じ──これは、いけない！

ＧＭ【加納】：というわけで、全員ここで衝しよう動どう判はん定ていを行ってください！

斗月：ここでか！




　キョウと瑠璃から放たれる輝きが、あたり一面を真っ白に染そめ上あげる。その光は、オーヴァードたちのレネゲイドを否いや応おうなくざわつかせるほど強きよう烈れつなものだ──。




キョウ＆凛々花＆斗月＆風見：成功!!

瑠璃：……失敗！　暴ぼう走そう！　侵蝕率も16上がった!!（笑）

ＧＭ【加納】：瑠璃が青春に中あてられている（笑）。志津香は成功です。

ラハブ：ワタシも成功しました。ルリ、ひとまず落ち着くのです。

ハウント：私も成功。失敗したのは瑠璃だけか。

ＧＭ【加納】：で、その光の中で何が起こったのかはわからないんですが──ナイトフォールの四人は、このまま神殺しの力と聖杯が共鳴を続けるとまずいことが起こるとわかります。具体的には凛々花が死ぬ、あるいは聖杯が暴走する。

ハウント：なるほどな。それは撤退するしかあるまい。志津香、ゲートは開けるか？

ＧＭ【加納】：「わ、わかりましたわ」と、なんとかゲートを開いて撤退にかかります。

瑠璃：うう……青春、友情……（爆笑）。

ラハブ：いけません、ルリが暴走しています！　このままでは！（笑）

ハウント：瑠璃を摑つかんでゲートをくぐろう。というわけで、我々は撤退だ。

ＧＭ【加納】：了解です。シーンはこのまま続きます。気がつくと、キョウたち『デイズ』組の四人はメイド長に回かい収しゆうされ、鷺乃宮の屋や敷しきに戻もどっている。

キョウ：おお？




　光の奔ほん流りゆうの中、何が起こったのかはキョウたちにはわからない。だが気づいた時にはナイトフォールの面々は姿を消しており、自分たちは屋敷に戻ってきていたのだ。




キョウ：う、うむ……。アンナか。凛々花、凛々花は無事か？

ＧＭ【加納】：「はい、ご無事でございます。ご安心を、若わか君ぎみ」

凛々花：ここにいるよ、キョウくん。

キョウ：そうか、よかった……。

斗月：……ム。気を失っていたのか。

風見：何が起こったんだろ。会長困こん惑わく。

ＧＭ【加納】：「……それにしても」と、アンナが表ひよう情じようを翳かげらせる。「遂に彼らが、ナイトフォールがやってきましたわね。若君、やはり彼らにも凛々花様は渡わたせない、と？」

キョウ：無む論ろんだ。しかし、奴らはなぜいなくなったのかのう？

ＧＭ【加納】：「アンナが若君たちをお迎むかえした時には、もう姿はありませんでした。恐おそらく何らかの理由で撤退したものと思われますわ」

キョウ：……そうか。しかし、恐らくまた現あらわれるのであろうな。凛々花を狙ねらって。

凛々花：ねえキョウくん。キョウくんはわたしたちの高校生活を守るために、あと一〇人の変へん態たいたちと戦うんだよね？

キョウ：もちろんだ！

凛々花：──でも、わたしがあの人たちのところに行きさえすれば、キョウくんはもう戦わなくていいのかな。

斗月：……ム。何を言う、凛々花。

キョウ：そうだぞ、弱気はよくない！

凛々花：でも、守られっぱなしは心苦しいよ……。

キョウ：余が守りたいから、そうしておるのだ！

凛々花：──キョウくん。……（少し俯うつむいて）あり、がとう。

ＧＭ【加納】：「若君──いえ、当主様がそう仰おつしやるなら、我々鷺乃宮に仕つかえるものは付つき従したがうのみですわ。こちらをご覧らんくださいませ！」




　メイド長・アンナの合図と共に、室内に巨大全天周モニターが展開される。そこに表ひよう示じされるのは、白しら鷺さぎ市全体のマップだ。

「ＵＧＮというかつてない強大な敵てきを退しりぞけるため、我わが鷺乃宮メイド部隊が誇ほこる戦せん略りやく班はんが夜なべして策さくを編あみ出だしましてございます、若君！」




キョウ：おお！

凛々花：戦略班？　夜なべ!?（笑）

風見：あっはっはっはっ、派は手でになってきたねえ。

斗月：……ム。

ＧＭ【加納】：「古来より、強大な敵を撃げき退たいするのに使われる戦せん術じゆつといえば、撤てつ退たい戦せんと籠ろう城じよう戦ですわ」と、メイド長は続けます。彼女の説明する戦術は以下の通りです。





・まず市街地で──無む論ろん一いつ般ぱん人じんには被ひ害がいが出ないように──戦闘を展開し、敵の勢いきおいを殺ぐ。

・その後、堅けん牢ろうな城しろである鷺乃宮の本家屋敷に敵を誘さそい込こみ、撤退戦を行うことで敵の勢せい力りよくを徐じよ々じよに消しよう耗もうさせてゆく。

・最終的に敵てき方がたの首しゆ魁かい、強ごう羅ら瑠璃を撃退し、ＵＧＮの撤退を促うながす。






ＧＭ【加納】：「──残念ながら、現げん存そん戦力だけでは彼らＵＧＮ、そしてナイトフォールの戦力を削けずりきることはできません。そこで甚はなはだ本ほん末まつ転てん倒とうではございますが、皆みな様さまにも戦力として作戦に参加していただきたいのです」

キョウ：うむ、苦しゅうない。見事な作戦だ、アンナ。

ＧＭ【加納】：「ああ、若君……！　アンナは光栄ですわ……!!」

キョウ：凛々花、お義兄にい様、会長！　皆、よろしく頼たのむぞ！

風見：はいはーい、任せといてよ。

斗月：……ム。作戦に異い論ろんはない。が、お義兄様は、止せ。

凛々花：……うん。ありがとう、キョウくん、みんな。

キョウ：では、作戦に向かうぞ！　アンナ、用意をせよ！

ＧＭ【加納】：「かしこまりました！　当主様、ご出しゆつ陣じん！」




　こうして、鷺乃宮とナイトフォールの戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　果たして勝利の女神はどちらに微笑ほほえむのだろうか──？




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ【加納】：というわけで、シーンはこれで切れるわけですが。鷺乃宮ＶＳナイトフォールの対決について、もう少しちゃんと説明しますね。

一同：はーい。





・本シナリオでは、「脅きよう威い度ど」というポイントが設せつ定ていされる。初しよ期き値ちは[image: 100]ポイント。この[image: 100]ポイントを削けずり切れば鷺乃宮の勝利となり、ＵＧＮは撤退する。また、１ポイントでも残ればナイトフォールの勝利となり、凛々花は回収されてしまう。







・対決はランダムに決定されるイベントを１シーンにつき一回戦、「市街」エリア２シーン、「本ほん拠きよ地ち」エリア２シーン、「決戦」エリア１シーンの合計五回戦行う。







・「決戦」を除のぞく各シーンには、各チームごとにふたりずつ、合計四人登場する。そこでイベントによって指定された判定を行い、結果に応おうじて減げん少しようする脅威度が上下する。







・イベントの発生は各シーンごとに「シチュエーション」および「ハプニング」の二種類が設定され、それぞれトランプのカードを引いてランダムに決定する。






ＧＭ【加納】：なお、イベントおよびハプニングは自分と矢野さんが何パターンか作成しました。それをランダムに選択して、有利不利を失くすという処理にしております。

風見：なるほどねー。矢野も加納もお互いＧＭでありＰＬだから、それなら公平だね。

凛々花：あれ、でもふたりともシーンに登場する時なんかはどうするんですか？

ＧＭ【加納】：イベントとハプニングのカードを引いてもらって、内容を読み上げて処理してもらうため、富士見書房の方にジャッジをお願いしております。

ラハブ：ほほう、なるほど。とことん公正にやるわけですね。

斗月：うむ、もちろんだ。

ＧＭ【加納】：それと、各チームには「リソースカード」というものが配布されます。





・鷺乃宮チームには四枚、ナイトフォールチームに一枚の「リソースカード」が配布される。これは鷺乃宮の財力や組織力、ＵＧＮの戦力などを表したものである。






ＧＭ【加納】：リソースカードは鷺乃宮チームのものは加納が、ナイトフォールチームのものは矢野さんに作ってもらっています。お互いにチェックしてバランス調整してますけどね。

キョウ：ほほう、我々のほうがリソースカードの数が多いのだな？

ＧＭ【加納】：それはナイトフォールチームのほうが使用経けい験けん点てんが多いのと、戦いの舞ぶ台たいが鷺乃宮のホームだから、という理由です。というわけで、リソースカードを配りますね。なお、これは相手チームには絶対に見せないようにしてください。




『デイズ』チームに配られたリソースカードの内容は図を参照していただきたい。
















　また、ここからは『デイズ』チームに視点を合わせて進行していくため、『ナイツ』チームのリソースカードについてはまだ詳細は伏せておく。読者諸氏にも、どうやって『ナイツ』チームを撃退するかを考えて欲しい。




風見：絶対あると思ったよ、この「金ならあるぞ！」カード（笑）。

凛々花：メイド軍ぐん団だんもそうですよ。

斗月：ああ、この「白鷺市の人々」はいいなあ。『デイズ』らしさがよく出てる。しかしそれより、驚おどろきなのは最後の一いち枚まいだな（笑）。

キョウ：生きておったのか、飛車……（笑）。

ラハブ：それって一巻に出てきたあの執しつ事じ？

風見：会長のかわいい攻こう撃げきを受けてやられたと思ってたのに。

志津香：（デイズＧＭの顔になり）修しゆう理りと治ち療りようとリハビリを終えて帰ってきたのです。

キョウ：なるほどのう。で、あちらはどうなのだ？




　和わ気き藹あい々あいとリソースカードの確かく認にんをする『デイズ』組。一方の『ナイツ』チームは──たった一枚のリソースカードを見ながら、得えも言われぬ空気を醸じよう成せいしていた。




ハウント：あっはっはっはっは！（笑）

ラハブ：素す晴ばらしい。即そつ刻こく使いましょう！

瑠璃：ダメに決まってんだろおおおおおおおおお!!（絶ぜつ叫きよう）

キョウ：な、なんだ!?　なんなのだ!?

ラハブ：（満面の笑みで）いやあ、すばらしい。ワタシのテンションがどんどん上がる！

ＧＭ【加納】：いやあ、ホントにこのカード見た瞬しゆん間かん矢野さんひどいって思いました。

瑠璃：ダメダメダメ、絶対ダメ！　これはホントに最終手しゆ段だんだからね！

斗月：（ＧＭの顔になり）気に入ってもらえてなによりだ。

凛々花：い、いったいどんなカードなんだろう……。




　たった一枚とあって、どうやら『ナイツ』側のリソースカードはまさに切きり札ふだ、というものなのは間ま違ちがいなさそうである。それがどういうものかは──今はまだ語らずにおこう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




◆対決その１──「市街」エリア

ＧＭ【加納】[image: ]志津香：では、ここからはイベント進行をジャッジにお任せします。

ジャッジ：それでは、まずは、「市街」エリアで発生するイベントカードを引きます。




　ジャッジが引いたカードの結果、「市街」エリアで発生するイベントは以下の通り。





▼「市街」エリア：シーンＡ

・イベント：情じよう報ほう戦せん

・内容：位置情報や戦力の隠いん蔽ぺい、あるいは追つい跡せきのために情報戦を行う。

・判定：〈知覚〉ないし〈情報：〉

・脅きよう威い度どの変化：一位から四位までの順位を決定。鷺乃宮チームが何位に入ったかで減少する脅威度が決定する。







▼「市街」エリア：シーンＢ

・イベント：チェイス

・内容：相手チームのターゲットをヴィークルで追う、あるいは振ふり切きる。

・判定：〈運転：〉。ひとりが判定を行い、ひとりがサポートおよび相手の妨ぼう害がいを行う。

・脅威度の変化：達たつ成せい値ちの差分で減少する脅威度を決定する。






凛々花：シーンＡは〈情報〉技ぎ能のうであればなんでもいいの？

ジャッジ：ええ、判定さえできればＯＫです。

風見：〈運転〉は【肉体】かあ。【肉体】が高いのはキョウくんだから、チェイスはキョウくんに行ってもらうとして、情報戦は会長かな。

キョウ：うむ、任まかせろ！　やってやれないことはないぞ！

凛々花：なんか不安だなあ……。わたしはどっちがいいだろう。

風見：あっちに体力バカの瑠璃くんがいるから、凛々花くんはキョウくんとセットになって勝ちを狙ねらったほうがいいんじゃない？　サポートなら凛々花くんでしょ。

キョウ：うむ、そうだな。ではシーンＡは斗月お義兄にい様と会長に任まかせよう！

斗月：……ム。誰がお義兄様だ。

風見：まっかせてよ！




　各シーンに登場──否いや、出しゆつ撃げきするメンバーを決定するキョウたち四人。

　待ち受けるのは最大の敵、ナイトフォール！







◆Middle 02◆開かれた戦端──市街・Ⅰ


Scene Player ─── 雲雀風見ひばり・かざみ






　鷺乃宮ＶＳナイトフォール、第一局面。昼と夜、ふたつの巨きよ大だいな勢力が相争う苛か烈れつな戦いは、街の裏側で静かにはじまろうとしていた。

　メイド軍団と共に情報工作に向かう斗月と風見。ふたりを待ち受ける夜の刺し客かくは──。




ジャッジ：それでは、最初の対決イベント、「市街」エリアのシーンＡです。




　──戦せん端たんを開くにあたって、情報はなにより重要なファクターとなる。襲しゆう撃げきするにせよされるにせよ、相手の位置や戦力を正確に分ぶん析せきすることが第一だ。

　白鷺市といってもその範はん囲いは広く、鷺乃宮の敷しき地ちにも屋敷は数多くある。ナイトフォールはターゲット──凛々花がどこにいるか特定する必要があり、鷺乃宮の面々はナイトフォールがどこから攻せめて来るかを特定しないとならない。




風見：そんなわけで、こっちは会長と斗月くんが出るわけだね。

斗月：……ム。で、相手側は──。

ハウント：こちらは私と志津香が出る。

瑠璃：頼たのんだよ、志津香さん、少しよう佐さ。

志津香：ええ、お任せくださいな。我われ々われは隠おん密みつに侵しん攻こうし、あちらはターゲットの居い場ば所しよを隠かくす、ということですわね。

風見：ま、なるべく街に入れないようにしたいね。メイド軍団と協力して（笑）。

斗月：（大きく頷うなずいて）……ム。

ジャッジ：対決の前にハプニングカードを引きます。──黒、偶ぐう数すう。「ゲリラ戦発生。シーンに登場しているＰＣ全員に４ＤのＨＰダメージ。ガード、カバーリングは可能」

風見：のっけから物ぶつ騒そうだなー！　会長戦せん慄りつ！




　出方を窺うかがいあうはずが、部隊同士がかち合ってしまっては戦せん闘とう行動にならざるを得ない。街の一角に《ワーディング》が展開され、遭そう遇ぐう戦が展開される。

　短時間で戦闘そのものは収しゆう束そくするが、お互たがいに消しよう耗もうは否いなめない──。




斗月：……ム。会長は俺がカバーリングをしよう。会長のロイスを取って、ガードの効こう果かも上げる。《グラビティガード》も使用。自分に来る攻こう撃げきにもエフェクトを使うぞ。

風見：さすが斗月くん、頼りになるね。会長感服！




　潜せん伏ぷくしていたＵＧＮエージェントの苛か烈れつな攻撃が襲おそい掛かかる中、斗月は自らの重力の盾たてで自分と風見への攻撃を防ふせぎ、受けるダメージをわずか８点にまで抑おさえ込こむ。




ハウント：こちらはメイド軍団からの攻撃を凌しのぐイメージか。想そう像ぞうするとなかなかシュールな光景だな……（笑）。

志津香：少佐への攻撃はわたくしが受けますわ！




　斗月同様、ハウントへの攻撃をカバーリングする志津香。

　だがガード値ちを上げるエフェクトを持たない彼女では、二回の攻撃には耐たえ切れない。《リザレクト》を使用し、ＨＰを８点まで回かい復ふくする。




風見：これ、お互い手て勢ぜいを引き連れての遭遇戦っぽいね。会長が高いところに現あらわれてメイド軍団をけしかけると、反はん撃げきされるので斗月くんにかばってもらう（笑）。

志津香：くっ、逃にがしません！（笑）

ハウント：一通り銃じゆう撃げき戦が終わったら一いつ旦たんお互い離はなれる感じだな。……ふむ、思ったよりもあちらはできるようだな。

ジャッジ：では、ハプニングの処しよ理りが終わったので、ここから対決になります。全員で〈知覚〉ないし〈情報：〉の判定を行い、一位から四位までの順位を決めてください。

風見：あ、質しつ問もんだけど、メジャーアクションを使用するエフェクトで支し援えんはできる？

ジャッジ：可か能のうです。その場合、自分の判定の達たつ成せい値は０という扱あつかいになります。

風見：じゃあさ、《女王の降こう臨りん》でセットアップに使用すれば、別に判定してもＯＫ？

ジャッジ：はい、ＯＫです。

風見：んじゃ、《女王の降臨》で《狂きよう戦せん士し》を斗月くんに使うよ。これで次の判定のクリティカル値がマイナス１、ダイスが＋二個だよ。

凛々花：《狂戦士》!?　ってことは、もう侵蝕率が80％を超えてるの？

キョウ：だ、大丈夫なのか？

風見：なんか登場判定でダイスが走っちゃってねー。ま、使えるものは使っちゃうよ。

斗月：……ム、ありがたい。これでダイスは四つになる。

風見：ふっふっふ、そしてここで早速リソースカードを使うよ！　『白鷺市の人々』！　会長の判定のダイスも二個増やしちゃう！

キョウ：おお！

志津香：いきなり使いますの!?

風見：というわけで、学校の友達が協力してくれるんだよ。凛々花くんを狙ねらってる奴やつがいる、って連れん絡らく網もうで回って、みんなで凛々花くんの格かつ好こうをしてもらうよ！（一同爆笑）

凛々花：えええええええええ!?




　風見が不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて合図を送ると共に、街に異い変へんが起こった。

　ごつい凛々花、のっぽの凛々花、色の浅黒い凛々花、特とく徴ちようのない凛々花──！　凛々花の変へん装そうをしたたくさんの学友たちが、ＵＧＮを撹かく乱らんする！




キョウ：（嬉うれしそうに）おお、凛々花が一いつ杯ぱいだ……！

凛々花：そこ、喜ぶところなの!?（笑）

風見：というわけで、会長の達成値は……一回クリティカルして21！

斗月：……ム。凛々花が増ふえてる──のはいいとして、俺も同じく達成値21だ。財ざい産さんポイントを使うかどうかはあとから考えよう。

ハウント：……む、いかんな。ダイスは９止まり、達成値は10だ。

志津香：わたくしはクリティカルして、19……！

ハウント：ではそれに《妖よう精せいの手》を使用する。

志津香：ありがとうございます！　よし、これで達成値は28ですわ！　あい姉さまに連れん絡らくを取って連れん携けいプレイで追おい詰つめましてよ！

風見：28か……。よし、まず会長は財産ポイントを突つっ込こんで達成値を25まで上げよう。そしてここで二枚目のリソースカード、オープン！　来なさい、メイドの諸しよ君くん！

志津香：なんですってえええええ!!




　鷺乃宮が誇ほこるメイド長・美み津づ野のアンナと彼女が率ひきいるメイド軍団の奮ふん闘とうが、ハウントと連携を取って情報工作を行う志津香から決め手を奪うばう！




風見：はっはっはっ、まだまだ甘あまいね。キミの達成値はマイナス５されて23だ！

志津香：よ、よもやわたくしが作ったカードにわたくしが苦しめられるなんて！（笑）

ハウント：いや、向こうに切り札を二枚も切らせたんだ。健けん闘とうと言っていい。

志津香：ううう、ありがとうございます、少佐……。

ジャッジ：では、順位と減少する脅威度は以下の通りです。





・順位

一位：風見（達成値25）

二位：志津香（達成値23）

三位：斗月（達成値21）

四位：ハウント（達成値10）

・脅威度の変化

一位：[image: -15]　二位：[image: -10]　三位：-5　四位：０







・脅威度：[image: 100][image: ]80






風見：ふっふっふ、どうやらあのおでこちゃんは大したことがないみたいだね。でも、仮か面めんの彼はまだ本気を出していないとみたよ？（笑）

志津香：悔くやしいですわ……!!（笑）

ハウント：ふむ、流石さすがは鷺乃宮。やはり侮あなどることはできんな。あの可か憐れんな少年にしてやられた、というところか。

志津香：しょ、少年？　あのかわいい子が？

ハウント：ああ。風見雲雀、随ずい分ぶん可憐だが、れっきとした男だん性せいのようだ。

志津香：な、なるほど。一ひと筋すじ縄なわではいきませんわね……！

風見：よし、ふたりにもかわいいって言わせたぞ（笑）。




　まさに人と街の勝利。絆きずなの力を借りて、緒しよ戦せんは鷺乃宮チームが一歩リードした。

　だが、まだ勝負は始まったばかり。天てん秤びんはどちらに傾かたむくか、それは誰にもわからない！







◆Middle 03◆逃げる鷺、追う狼──市街・Ⅱ


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　市街地での戦い、第二局面。

　逃にげる鷺乃宮、追うナイトフォール。電光石火のチェイスバトル！




ジャッジ：では、「市街」エリアのシーンＢ。チェイスのシーンになります。まずはハプニングカードを引きますが……おや、ジョーカー。

志津香：おお、もうジョーカーが出ちゃったのか。

斗月：……ム？　何かあるのか。

凛々花：なんだろう、嫌いやな予感がひしひしと。

ジャッジ：ジョーカーのハプニングは、チェイスのイベントを解かい決けつしてから、ＧＭを加納さんに交替して処理します。




　互たがいに陽動を潜くぐり抜ぬけ、居場所を摑つかみあう鷺乃宮チームとナイトフォールチーム。振ふり切きれるか追いつくか、命がけの鬼おにごっこが始まろうとしていた。

　いわば、凛々花自身を囮おとりにしてＵＧＮの一部をひきつけ、片かた付づけるという作戦だ。




凛々花：キョウくん、運転だよ。

キョウ：余よは免めん許きよを持ってはおらぬのだがのう。




　少し不安げなキョウを察したか、アンナがタイミングよく連絡を入れる。

「ご安心ください、算出したルートはすべて鷺乃宮の私し有ゆう地ちです。若君を法に触ふれさせるようなマネはいたしませんわ」

「そうか！　ではリムジンを出せい！　余、自らが運転しようぞ！」




凛々花：だ、だいじょうぶ!?

キョウ：やってやれないことはないぞ、凛々花！（笑）

凛々花：ふ、不安だなあ……（笑）。

瑠璃：逃にがさん！　行くよ、ラハブ！　こっちは生身で追いかける！

ラハブ：フフフ、承しよう知ちしました。ワタシは腕を組んだまま宙に浮かび、瑠璃に追随しましょう。

風見：キョウくん、バイクのタンデムだと密みつ着ちやくできるよ？（笑）

凛々花：ちょっと会長!?

キョウ：いや、車の後ろに空あき缶かんをたくさんつけて走りたいのだ（一同爆笑）。

凛々花：なんで結婚式仕様なのよ──ッ!!（笑）

風見：あっはっはっ、そのまま新婚旅行に行っちゃいそうだね！

瑠璃：くっ……どこまで本気なんだ、あいつは!!

凛々花：すみません、キョウくんはどこまでも本気なんです……（爆笑）。

ジャッジ：それではチェイスの判はん定ていを詳くわしく説明したいと思います。





・両チームともひとりが運転、ひとりは支し援えんないし妨害を行う。

・運転を行う場合、〈運転：〉技ぎ能のうで判定。この際さい、自分ないしパートナーの【行こう動どう値ち】が10を超こえるごとに達たつ成せい値に＋１のボーナスを受ける。

・支援を行う場合、〈知ち識しき：〉で目もく標ひよう値10の判定。成功すると、味方の〈運転：〉判定のダイスが＋３個こされる。

・妨害を行う場合、〈射しや撃げき〉または〈ＲＣ〉で目標値10の判定。成功すると、相手側の〈運転：〉判定のダイスがマイナス３個される。

・ダイスや達成値を上下するエフェクトを使用してもよい。






ラハブ：ふむ。では先ほどのカザミ同様、ワタシもセットアップに《加速装そう置ち》を使いましょう。これで行動値が19になり、ルリの判定に＋１です。

瑠璃：いいぞ、ラハブ！

ジャッジ：では、まずは支援側、ラハブと凛々花から判定をしましょう。ここは行動値が高いので、ラハブから先に処理します。

ラハブ：全力で行きますよ。マイナーで《炎ほのおの加か護ご》と《光こう芒ぼうの疾しつ走そう》、さらに《オリジン：レジェンド》を使う。全身が炎に包まれて飛び出しますよ。

凛々花：何か来たっ!?

キョウ：ぬおおおお、追いつかれてなるかあ！

ラハブ：止まりなさい、人間！　《コンセントレイト：サラマンダー》＋《災さい厄やくの炎》！　……お、おや？　ひとつもクリティカルしませんよ？（笑）

風見：天はこういうときのダイス目本当に悪いな……（笑）。

瑠璃：しっかりしろ、ラハブ!!（笑）

ラハブ：だ、大だい丈じよう夫ぶです、固こ定てい値ちが高いので達成値は22。うおおお燃もえ尽つきろ!!（笑）

ジャッジ：妨害成立。キョウくんは判定のダイスがマイナス３されます。

キョウ：ぬうう、このような炎ごときで！

ラハブ：そしてこれでワタシのエフェクトレベルが上がり、行動値が23になりました。ルリの判定へのボーナスが＋２になりますよ。

瑠璃：いいぞラハブ！　このまま追い上げる！

凛々花：そうはさせない！　《導みちびきの華はな》を使います！




　炎と化してリムジンを追い上げ、キョウの進路を妨害するラハブ。だが、炎の魔ま人じんに凛々花の放った白い花か弁べんが絡からみつく──！




凛々花：自動成功なので、キョウくんの次の達成値に＋14だよ。

ハウント：14！　さすがピュアブリード。

ラハブ：くそっくそっ！

斗月：……うむ。うちの妹、すごいだろ（笑）。

キョウ：よおおおし、これなら勝てる！　行くぞ凛々花！　〈運転〉技能はないので、【肉体】のみで判定だ。……うむ、一回クリティカルしたぞ！

凛々花：《妖よう精せいの手》を使うよ！　更さらに振ふり足して、キョウくん！

キョウ：おお、これぞ愛！　……結局ダイス目は39、凛々花の支援を含ふくめて53だ！　ガランガランと空あき缶かんが音を立てながらリムジンが走るぞ（一同笑）。

風見：改かい造ぞうリムジンの後ろからロケットエンジンとか出てきてるね、きっと。

ハウント：なんだその面白リムジンは（笑）。

斗月：鷺乃宮なら、やりかねない……。

ラハブ：くっ、もう勝ったつもりですか。ルリ、教育してやりましょう。

瑠璃：任せろ！　マイナーで《完全獣じゆう化か》して【肉体】の判定のダイスを増ふやす！　銀狼の姿でリムジンを追いかけるよ！　でぇぇぇぇい！（大量のダイスを振ふる）

凛々花：すっごい数だなあ……。

瑠璃：……くっ、18か。ラハブの【行動値】ぶんのボーナスを入れても20。

ジャッジ：その差33。最大の結果が出ましたね。





・脅きよう威い度どの変化

［鷺乃宮チームの達成値］－［ナイトフォールチームの達成値］：脅威度の変化


　15以上：[image: -20]

　６～14：[image: -15]

　１～５：-5

　０以下：[image: ]０









・脅威度：80[image: ]60






ジャッジ：というわけで、最大の結果が出ました。現在の脅威度は60まで減少。

キョウ：爆ばく走そうだあああ！

凛々花：スピード違い反はんとか大だい丈じよう夫ぶなの!?（笑）

ジャッジ：「ご安心ください、前ぜん述じゆつの通り私有地でございますわ」

凛々花：びびってキョウくんにしがみついてよう、わたし。

瑠璃：この期ごに及およんでいちゃいちゃするか！（笑）

凛々花：い、いちゃいちゃじゃないもん！　……そうだ、キョウくん。

キョウ：む、なにかな？

凛々花：あ……あのね、一度聞きたかったの。キョウくんはわたしを守ってくれるって言ったけど──あんなに強くて怖こわい人たちが来ても、やっぱり守ってくれるの？

キョウ：当たり前だ！　あの屋上で一いつ緒しよにサボテンまでしてくれるのは、おぬししか──凛々花しかおらぬ!!（一同爆笑）

凛々花：そ、そこ!?　そこなの!?（笑）

キョウ：……無論だ。余には、凛々花しかおらぬ。

凛々花：（頰ほおを赤くして俯うつむく）…………。




　瑠璃のサイドカーを引ひき離はなしながら、キョウと凛々花が語り合う。いかなる状じよう況きようでも、キョウの答えはブレることはない。凛々花は嬉うれしさと、申もうし訳わけなさ。その他様々な感かん情じようを胸に抱いだいていた。




瑠璃：……ふむ。

ラハブ：おや、どうしました、ルリ？

瑠璃：……ラハブ。鷺乃宮キョウと藤堂凛々花──あのふたり、どういう関係にあるんだろうな。客観的に見て、お前はどう思う？

ラハブ：そうですねえ。……少し前のワタシとあなたのように思えます。

瑠璃：……だよね。自分も同じことを感じていたんだ。




　お互たがいを思い合っているように見えて、その実、自分のことで精せい一いつ杯ぱいな状じよう態たい。どこか歪いびつで、ふとしたことでバランスが崩くずれ、壊こわれてしまう関係。

　かつての瑠璃とラハブはまさにそういう関係だった。

　ふたりから見て、キョウと凛々花もある種そういう歪な関係に見えるのだ。お互いがお互いを思い合っているようには、見えない──。




キョウ：……ふむ。その会話は余らには聞こえんし、なんとも言えぬな。

凛々花：……うん。

瑠璃：どっちにせよ、彼らは正せい常じような関係じゃない。だとすれば。

ラハブ：ええ、まだ打つ手はあるでしょう。──ところでルリ。

瑠璃：なんだ、ラハブ。

ラハブ：このままでは引き離されます。ルリ、ご決けつ断だんを（一同爆笑）。

凛々花：け、決断って何……？

瑠璃：カードは使わないよ!!

ラハブ：むう、それは残念（笑）。

キョウ：いったいなんなのであろうな、あのカード。

風見：わかんないけど、不穏なものだってことは間違いないね。

ジャッジ：それではここでハプニングの処理をします。加納さん、お願いします。

志津香[image: ]ＧＭ【加納】：は、了解です。チェイス終しゆう了りよう直後から状況が発生します！




　爆ぼう走そうするリムジン、それを追いかけるサイドカー。だが、サイドカーの進路は凛々花の花に遮さえぎられ、彼ひ我がの距きよ離りはどんどんと開いていく。

　だが──突とつ然ぜん、リムジンの目の前に、天から降ふってきた巨きよ大だいな剣けんが突つき刺ささる！




瑠璃：なんか出た!?

キョウ：剣だと？　まさか──!!

凛々花：っ、これって……!!（苦しげに胸を押おさえる）

ＧＭ：キョウと凛々花には見覚えがあります。前ぜん巻かんで登場し、東雲しののめによって撤てつ退たいさせられた神使い、グラディウスの持つ軍ぐん神しんマーズの剣です！

凛々花：胸が……っ。まさか、これがハプニングなの……？

ＧＭ【加納】：そのとおり。グラディウスは笑みをたたえたまま、ふわりと突き立った大たい剣けんの上に降おり立たつ。




「くく……いいねえ、この風、このざわめき。闘とう争そうの空気だよ」

　少女の姿には似に合あわぬ、しゃがれた老ろう婆ばの声。愉ゆ悦えつに満ちた表情で、グラディウスは白鷺市を見回す。舌したなめずり、ひとつ。

「だが──まだ足りないね。規き模ぼも、数も、激はげしさも、苛か烈れつさも、痛いたみも、叫さけびも、血も、愉悦も、そして死も──何もかもが足りない!!」




キョウ：貴様、東雲にやられたはず！　性しよう懲こりもなく来おったのか！

ＧＭ【加納】：「ああ、東雲にゃしてやられたねえ。けど、死ななきゃ負けじゃないのさ」そう言って彼女が歪な笑みを浮うかべる。「──それに、今はあいつはいない」

凛々花：東雲さんの不ふ在ざいを狙ねらってきたってこと……!?

ＧＭ【加納】：「半分は当たりだよ。もう半分の理由は──あたしの存そん在ざい理由そのもの、この闘争の空気そのものさ」

キョウ：なんだと……!?

ＧＭ【加納】：「もっとだ。もっと枷かせを外しちまいな！」グラディウスが叫さけんだ瞬しゆん間かん、大剣がドクン、と脈みやく動どうするような錯さつ覚かくに陥おちいり、辺あたり一面が禍まが々まがしいオーラに覆おおわれ始める。──ここでＥロイス〝殺さつ戎かい現げん出しゆつ〟を使用！




　軍神マーズの剣から放たれるのは、闘争を呼よび起おこす瘴しよう気き。それに中あてられたＵＧＮのエージェントや鷺乃宮のメイド部隊が暴走をはじめ、あくなき闘争の果てに一いつ般ぱん人じんまでも巻まき込こみ始める──!!



















凛々花：ええええええ!?

キョウ：くそ、なんということを！

瑠璃：貴様……!!

ラハブ：おやおや、まずいことになっていますね……。

ＧＭ【加納】：さて、ここでグラディウスと〈意い志し〉で対決を行います。負けると、あなた方も暴走し、戦せん闘とう行動を取ろうとし始めます。……こちらの達成値は13！

キョウ：……く、失敗か！　後ろを向いて、奴やつらが敵てきだぁぁぁ！　と叫ぶぞ（笑）。

凛々花：わ、わたしもダメだった。恐きよう怖ふに吞のまれて暴走しちゃいます。

瑠璃：失敗!!　うおおおおお、何が青春だああああ！（爆笑）

ラハブ：ワタシは達成値20で成功したんですが……ねえ（笑）。

ＧＭ【加納】：暴走はマイナーアクションで解かい除じよできますが、対決に負けたラハブ以外の三人は攻撃以外のあらゆる行動の判定でダイスをマイナス３されます。

キョウ：うぐ、まさか何か判定があるのか……？

ＧＭ【加納】：もちろん。周囲のエージェントやメイドたちが一般人に被ひ害がいを与あたえないよう、止める必要があります。

キョウ：なんだと!?

凛々花：なんてことを……！

ＧＭ【加納】：そしてグラディウス自身は楽しげに微笑ほほえみ、「──そうだ。更さらなる闘争を！　果てしのない闘争に身を委ねろ！」と叫んでから姿を消す。《瞬しゆん間かん退たい場じよう》。

瑠璃：くっ、待て……!!

ラハブ：無む駄だです、ルリ。それにしても、厄やつ介かいな置き土産みやげを残していってくれたものですね。彼らを止めねば──。

瑠璃：わかってる！

キョウ：……凛々花、余らもいくぞ！

凛々花：う、うん！




　グラディウスの放つ衝動に吞みこまれ、無差別に戦いを続ける人々。彼らを止め、被害を抑おさえるべく、キョウたちは戦場へ向かう。




ＧＭ【加納】：──では、この惨さん状じようから一般人の被害を防ふせぐため、それぞれに攻こう撃げきの命中判定を行ってください。目標値は30。ひとり一回ずつメインプロセスが可能です。三回成功すれば、鎮ちん圧あつが可能です。

瑠璃：失敗したらどうなる？

ＧＭ【加納】：三回成功するまで判定を行う必要があります。一度も失敗せずに成功すれば、一般人の被害はゼロに抑えられます。

凛々花：これは──意地でも失敗できないね。ナイトフォールの人たちもみんなを鎮圧しようとしてるってわかりますか？

ＧＭ【加納】：勿もち論ろん、それはすぐにわかるでしょう。

瑠璃：自分たちはお前らを無視してエージェントを止めにはいるぞ。

凛々花：なら、あの人たちも援えん護ごする。《要かなめの陣じん形けい》と《導みちびきの華はな》で、キョウくんとナイトフォールのふたりの次の達成値を＋14！

ラハブ：おお、こりゃ勝ったも同然じゃないですか！　あの小こ娘むすめ、やはり厄介ですね。

キョウ：凛々花の青春の花が、あのふたりにも！（笑）

瑠璃：青春がどうしたああああああ!!（一同爆笑）

ＧＭ：では、みなさん判定を行ってください。命中判定ですが、目的が攻撃ではないので、やはり〝殺戎現出〟のペナルティは受けるという裁定にします。

凛々花：みんな、お願い……！

キョウ・瑠璃・ラハブ：おう！




　凛々花の白い花に導かれ、暴走するエージェントたちから人々を守るべく駆かけ出だす三人。

　キョウの拳が、瑠璃の咆ほう哮こうが、ラハブの炎ほのおが、花はな吹雪ふぶきの下で団だん結けつする。




キョウ：《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》と《渇かわきの主》で判定だ！　……よし、凛々花の支し援えんも入れて達成値は41！

ラハブ：《コンセントレイト：サラマンダー》と《災さい厄やくの炎》。達成値は40です。

瑠璃：《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣の力》で30、支援込こみで44だ！

ＧＭ【加納】：では、追いかけっこを一いつ旦たん中ちゆう断だんしたあなた方は、暴走したメイド軍団やＵＧＮのエージェントを鎮圧することに成功します。

ラハブ：……ルリ、どうやら向こうも行動原理は同じようですね。

瑠璃：ああ。腐くさってはいないようだ。

凛々花：ＵＧＮの人が一般人に被害を出さないように──っていうのは、少なくとも噓うそじゃないって納なつ得とくしよう。ＵＧＮが真っ当な組織なんだって初めてちゃんと見た気がする。

キョウ：そうだな。これで凛々花を封ふう印いんなど言わねば仲良くできそうなものなのだがなあ。

ＧＭ【加納】：では、チェイスの結果は鷺乃宮チームの勝利なので、この混こん乱らんの中でキョウと凛々花は本拠地まで撤退できることになります。

瑠璃：ああ、なら去り際にひと言告げておく。──鷺乃宮キョウ！

キョウ：む？

瑠璃：鷺乃宮家をＵＧＮがバックアップする、そういうやり方はないのか。こちらはその意志がある。拒きよ絶ぜつしてるのはそちらだ。今のように、我われ々われの行動理念は共通している。

凛々花：でも──問答無用で封印、って言ってきたのはそっちなんだけど。

キョウ：確たしかにのう。むしろ、本当にそうできるのかと余が訊ききたいくらいだ。

瑠璃：……残念ながら、自分たちＵＧＮも一いち枚まい岩いわじゃない。その意志に反して、自分たちもずいぶんとギリギリのラインを歩いてきてる。

ラハブ：まあよくある話です。上はいつも無理なことを押おし付つけてきます。

瑠璃：──できれば自分は藤堂凛々花の意志を尊そん重ちようして、なるべく穏おん便びんに済すませたい。

キョウ・凛々花：（顔を見合わせる）…………。




　極きよく限げん状じよう態たいの中で聞こえた、瑠璃の本心。キョウと凛々花は垣かい間ま見みえたその一面にわずかな戸と惑まどいを隠かくしきれない。

　だが、その逡しゆん巡じゆんを切きり裂さくように銃じゆう声せいが轟とどろいた。




ＧＭ【加納】：そこで一発の銃声が轟き、凛々花の頰を銃じゆう弾だんが掠かすめる。ＵＧＮのエージェントが発はつ砲ぽうし、「藤堂凛々花を捕とらえろ！」と言って殺さつ到とうしてきます。

凛々花：そ、それは…………。

キョウ：ぜんぜん穏便ではないではないか!!

ラハブ：ですから、一枚岩ではないと言ったでしょう。

瑠璃：く、待て、お前たち！　くそ、エージェントたちがついていたのはこういうことか！

ＧＭ【加納】：もちろん、そのための強きよう硬こう派はエージェントです。

凛々花：これは逃にげざるを得ないよね。

キョウ：……うむ。もう少しあのふたりとは話したいが、やむを得ん。

ＧＭ【加納】：では、キョウと凛々花が逃げ延のびたところでシーンを切りましょう。「市街」エリアでの対決は終了。

瑠璃：あ、一いち応おうここでの情じよう報ほうはすぐに少佐と志津香さんに伝えておくからね。

凛々花：あ、こっちもお兄ちゃんと会長に伝えておかなきゃ。

ＧＭ【加納】：了解です。では、シーンの合間に情報共有を済ませたということで、次からは「本ほん拠きよ地ち」エリアでの対決なんですが、その前にイベントシーンを挟はさみます。








《炎の加護》　炎と同調し、自在に操ることでダイスを増加するサラマンダーのエフェクト。

《光芒の疾走》　弱い光によって目くらましをかけ、その間に移動するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《オリジン：レジェンド》　噂話や都市伝説、神話伝承などから生まれたレネゲイドビーイングであることを表すエフェクト。

《災厄の炎》　体表から直接火炎を噴き上げ、大火力の攻撃を行うサラマンダーのエフェクト。

《完全獣化》　全身を獣の姿に変化させるキュマイラのエフェクト。

殺戎現出　その場の全員に闘争の衝動を植え付け、暴力の支配する空間へと変容させる「衝動：闘争」のＥロイス。

《獣の力》　人間には不可能なほど巨大な力で攻撃を行うキュマイラのエフェクト。











◆Middle 04◆衝しよう動どうを超こえて


Scene Player ─── 藤堂凛々花とうどう・りりか






　グラディウスの力によって引き起こされた騒そう乱らんは、鷺さぎ乃の宮みやとナイトフォールの一時的共きよう闘とうによって惨さん劇げきを免まぬがれた。

　だが、これで戦いは終わったわけではない。それどころか、ナイトフォールのほかにもグラディウスという懸け念ねん材料が増ふえたことになるのだ。

　不安を胸むねに、キョウと凛々花は本ほん拠きよ地ちである鷺乃宮邸ていに向かっていた。




ＧＭ【加納】：では、このイベントシーンは引き続き加納がＧＭを担たん当とうします。シーンプレイヤーは凛々花、キョウくんは自動登場。先ほどのシーンの直後、瑠る璃りとラハブを振ふり切きったところからになります。

凛々花：はーい。……じゃあ、キョウくんとふたりか。

キョウ：凛々花よ、リムジンはあの騒さわぎで最早使い物にならぬので、手を繫つないでいこう。

風見：しっかりしてるなあ（笑）。

ＧＭ【加納】：お、ならそこでイベントを発生させよう。凛々花に手を差さし伸のべた瞬しゆん間かん、キョウくんの目の前が真っ赤に染そまる。

キョウ：なんだと!?

凛々花：え……？

ＧＭ【加納】：では──キョウくんは衝動判はん定ていを行ってください！

キョウ：なんだとおおおお!!

凛々花：キョウくんっ!?




　視し界かいと思考が真しん紅くに染まる。吸きゆう血けつの衝動が、不意にキョウの全身を蝕むしばむ。

　目の前には、愛するものの白い肉。その下に流れる紅あかく熱く甘あまい液えき体たいへの渇かつ望ぼう──。




キョウ：うおおおお、これは失敗できぬ！　た、達たつ成せい値ち14!!　成功だ[image: !!!!]

凛々花：よ、よかった……のかな。

キョウ：しかし、なぜいきなり……。

ＧＭ【加納】：今の衝動は、これまでのものとは質しつが違ちがうと感じます。もちろん行動は起こさずにすみますが、無む性しように喉のどが渇かわき、目の前の凛々花がひどく魅み力りよく的てきに見える。今すぐその胸を搔かっ捌さばいて心しん臓ぞうをつかみ出したい、鮮せん血けつを啜すすりたい──そういう欲よつ求きゆうに苛さいなまれる。

キョウ：い、いやだ……。余よは絶ぜつ対たいにそのようなことはせぬぞ……!!




　歯を食いしばり、必死にかぶりを振ふって衝動を抑おさえ込こむキョウ。誰だれに言われずとも、この衝動がどういうものなのか、彼かれにはわかっていた。

　──その身に眠ねむる、鷺乃宮の〝呪のろい〟。グラディウスの持つ『神』、軍神マーズの力に引き起こされたか、吸血の衝動がたまらなく強く高ぶる。




凛々花：キョウくん、しっかりして……。

キョウ：だ、大だい丈じよう夫ぶ……だ。余は絶対に負けぬ……。

ＧＭ【加納】：しかし、キョウにとって今の凛々花は愛する人であると同時に、この渇きを癒いやす最高の甘かん露ろにも見える。無む意い識しきに手を伸ばしてしまうほどに。

キョウ：り、りりか…………。

ハウント：ＧＭ、この光景を見ておきたい。登場しても構かまわないか？

ＧＭ【加納】：もちろんです。むしろここでナイトフォール側の誰だれかに出てもらおうと水を向けるつもりでしたが、さすが稲いな葉ばさん。

ハウント：ありがたい、侵しん蝕しよく率りつも上げておきたかったのでな。では登場する。

ＧＭ【加納】：一いつ旦たん志し津づ香かと別行動を取り、鷺乃宮の足取りを追っていたハウントは、血走った目で凛々花を見つめるキョウを見つけます。

ハウント：……ふむ。撃うつしかないか？　いや、ここはあえて静観だな。──彼が御ご前ぜんと同じになるかどうか、ここでわかる。




（さて、見せてもらうぞ。鷺乃宮キョウ）

　これは、ひとつの試金石になる──。

　そう判はん断だんしたハウントは、あえて姿すがたを見せずに静観する。

　そして──キョウは、必死に己おのれの中の衝動と戦っていた。




凛々花：もう、わたしから見てもあきらかにキョウくんの様子がおかしいですよね。肩かたを摑つかんでこっちを向かせます。キョウくん、しっかりして！

キョウ：り、凛々花……。余は……。

凛々花：キョウ、くん……？

キョウ：余はどうやら、凛々花のことが今まで以上に好きになっているようだ……。

凛々花：はいっ!?

風見：な、なるほど。そういう解かい釈しやくか。面白い（笑）。

斗月：……ム。強いというかなんというか。




　熱に浮うかされたような声でそう言うと、キョウは凛々花の手を摑む。

　荒あらい吐と息いきと共に半歩前に出て、ぐっと迫せまる顔。近づく唇くちびる　──。




凛々花：（慌あわてふためき）きょ、きょきょきょきょきょ……っ！

キョウ：……だ、だが！　こんな──こんな何かに操あやつられるようなかたちで凛々花に触ふれとうはないのだ！　血が出るまで下した唇くちびるを嚙かみ締しめて耐たえる！　余は耐えるぞ!!

凛々花：え……？　キョウくん……。

キョウ：……すまぬ、凛々花。怖こわい思いをさせたな。だが、余は──余は頑がん張ばる！

ハウント：──ふむ。どうやら彼はこれまでの鷺乃宮の当主とは違うようだな。

凛々花：もうキョウくんは大丈夫そう……？

ＧＭ【加納】：ゆっくりと衝動が収おさまっていくような感覚ですね。

キョウ：いつの間にかぼろぼろ涙なみだを流しておる。唇も切っちゃって痛いたいしのう。

凛々花：……ありがとう、キョウくん。頑張ってくれたんだね。

ＧＭ【加納】：その瞬間「……足りないみたいだねえ」と、しゃがれた老ろう婆ばの声が聞こえる。

一同：!!




「引ひっ張ぱられて『こっち側』に来ると思ったんだけどねえ」

　いつの間にそこに居いたのか──。キョウたちの後方で、軍神マーズの剣けんを肩に担かついだグラディウスは笑っていた。




ＧＭ【加納】：「衝動に吞のまれちまえばよかったんだよ。そうすりゃ、あんたもあたしと同じ、神しん性せい婚こん礼れいの真っ当な参加者になれたってのにさ」

キョウ：真っ当、だと？　おぬしのどこが真っ当だというのだ！

ＧＭ【加納】：「少なくともあんたよりゃ真っ当さね。いいかい？　そもそも神性婚礼とは、神使いがその衝動によって花はな嫁よめを求めるものだよ」と、舐ねぶるような視し線せんをキョウと凛々花に向ける。「──あんたにゃそれが足りないのさ」

凛々花：っ……！　キョウくんをあなたたちと一いつ緒しよにしないで！

ＧＭ【加納】：「同じだね。片へん鱗りんは見せてもらった。──鷺乃宮の坊ぼうや、その娘むすめ、花嫁は死ぬ。あんたが吸血の衝動に踊おどらされて殺す」

キョウ：っ……。一いつ瞬しゆん危あやうかったので、思わず言葉に詰つまってしまう。

凛々花：キョウくんはそんな風にならないわ。今だってちゃんと耐えてくれたじゃない！

ＧＭ【加納】：「ははっ、それもいつまで保もつやらねえ？　ま、あんたが耐えても同じさね。そうなったら花嫁はあたしか、他の神使いが殺すのさ」

凛々花：……わたしは、キョウくんに殺されるつもりもなければ、あなたたちみたいな変な人に殺されるつもりもないわ！

ハウント：そろそろ私も登場するとしよう。……そのくらいにしておけ、グラディウス。随ずい分ぶんと久ひさしぶりだが、会わないうちに醜しゆう悪あくさに磨みがきがかかったな。

キョウ：おぬしは、ナイトフォールの……。

凛々花：知り合い──なの？

ＧＭ【加納】：「おやおや、これはこれは……。久しいねえ、坊や」と、グラディウスは懐なつかしむようにハウントを坊やと呼よぶ。「随ずい分ぶん落ちぶれたもんだねえ。何の用だい？」

ハウント：どうやらその少年──鷺乃宮キョウは、これまでの当主とは違うようだ。お前の思う通りにはいかんかもしれんぞ、グラディウス。

凛々花：今までとは違う……？　あなた、何か知ってるんですか？

ハウント：ああ。──これまで鷺乃宮の血けつ統とうで、その衝動に耐えたものなどいない。

凛々花：どうしてそんなことを……。

ハウント：私わたしはかつて〝御前〟と話したことがある。そう言えばわかってもらえるかね？

キョウ・凛々花：…………!!

ハウント：彼は──鷺乃宮玉ぎよく皇おうは、鷺乃宮家の業を私に見せた。眠ねむり続ける自らの妻つまの姿と共にな。




　御前──鷺乃宮家先代当主・鷺乃宮玉皇の妻は、御前その人の吸血衝動の犠ぎ牲せいとなり、今もなお若わかき日の姿のまま、鷺乃宮家の地下で眠り続けている。

　凛々花を手にかけようとしたキョウの姿は、ハウントにとって在ありし日の御前の姿と重なる部分があった。違うのは、キョウはその衝動を耐え抜いたこと。




ハウント：──鷺乃宮キョウは、我われ々われの予想を超えてくれる可か能のう性せいがある。

凛々花：そうなんだ……。ちょっと安心しちゃうかも。

ＧＭ【加納】：「この先どうなるかはわからないよ」と、嘲ちよう笑しよう混まじりにしゃがれ声で言うグラディウス。「なにせ、すぐそばに花嫁がいるんだからねえ」

ハウント：ふむ。……ではどうする？　私はこの場でやりあっても構かまわんのだがね。

ＧＭ【加納】：「言うじゃないか、坊や」




「けど今は──この街全体にいい空気が漂ただよってる。闘とう争そうの空気だ」

　愉ゆ悦えつに満ちた表ひよう情じよう。醜悪で、独どく善ぜん的てきで、悪意と殺意と闘争本ほん能のうに満ちた笑えみ。




ＧＭ【加納】：「この空気をもっと味わいたいんでねえ。坊やたちとの勝負は預あずけるよ」そう言って大きく飛び退すさり、大たい剣けんを引きずりながら立ち去ります。彼かの女じよの衝動は「闘争」なので、より長く戦いを愉たのしみたいようです。

ハウント：退ひくならば後は追わん。──鷺乃宮キョウ、藤堂凛々花。キミたちも今のうちに戻もどりたまえ。

キョウ：……見み逃のがしてくれるのか？

ハウント：それは違うな。私ひとりでキミたちふたりには勝てない。見逃してもらうのは私のほうだよ。そう言って背せを向ける。

凛々花：……ありがとうございます。

ハウント：礼には及およばない。次に会う時はやはり敵てき同どう士しだよ。

キョウ：……ハウントの背せ中なかを見送ってから、今度こそ凛々花の手を引いて屋や敷しきに戻もどろう。行こう、凛々花。

凛々花：うん──キョウくん。




　戦いの渦か中ちゆうにある街を、手を繫つないで走るキョウと凛々花。

　ほどなくして、彼らはメイド長のアンナに見つけられ、鷺乃宮の屋敷へと戻もどる。

　──ナイトフォールとの戦いは、新たな局面を迎むかえようとしていた。







◆Middle 05◆鷺乃宮邸内の死闘──本拠地・Ⅰ


Scene Player ─── 藤堂斗月






　戦いは市街を抜ぬけ、鷺乃宮の敷地から屋敷内へと侵しん攻こうしていく。

　迎げい撃げきに向かう藤堂兄妹きようだいの前に現あらわれる刺し客かくは一体──？




ジャッジ：それでは、ここからは「本拠地」エリアでの対決。まずは本拠地エリアで発生するイベントを決めます（カードを引く）。




◆対決その２──「本拠地」エリア


▼「本拠地」エリア：シーンＡ

・イベント：侵入作戦

・内容：ナイトフォールが鷺乃宮の敷地に入り、本丸に乗り込む。

・判定：以下の判定を連続で行う。


　・強行突破：エフェクトの命中判定。目標値20

　・隠密潜入：〈知覚〉。目標値12

　・経路判断：〈知識〉。目標値12

　・買収・説得：〈交渉〉。目標値12

　成功回数によって順位を決め、脅威度減少を算出する。同数の場合、ナイトフォールチーム有利とする。









▼「本拠地」エリア：シーンＢ

・イベント：敷地内での正面衝突

・内容：鷺乃宮の屋敷内での正面衝突。

・判定：各自が命中判定を行い、その達成値の合計を比べあう。

・脅威度の変化：達成値の差分がそのまま減少する脅威度となる。ナイトフォールチームが上回った場合、脅威度は減少しない。






キョウ：これまでの二戦とも余らが勝っておる！　このまま畳み掛けるぞ！

凛々花：うん……がんばろう！

ラハブ：まあ、我々にはいつでも勝つ手段がありますがね。

瑠璃：こらーっ!!（笑）

凛々花：い、一体なんなんだろう、あっちのリソースカード……。

キョウ：嫌な予感しかせぬのう。

風見：ま、わかんないものは気にしても仕方ないよ。それより、どう振り分ける？

凛々花：うーん……わたし、こういう判定だと全然ダメだからなあ。

斗月：……ム。俺は比較的能力値が平均的だから、侵入に回るのは手だな。

キョウ：余は正面衝突に向かうしかないであろうな。

風見：そうだね。命中判定となると実は斗月くんより会長なんだよなあ。

斗月：……ム。なら、侵入は俺と凛々花で請け負おう。正面衝突はふたりに任せる。

キョウ：うむ、任されたぞ。

風見：オッケー、任しといてよ。

ジャッジ：では、本拠地エリアのシーンＡから演出していきます。




　　　　＊　　　＊　　　＊




凛々花：がんばろうね、お兄ちゃん。

斗月：……ム。当然だ。ここから先には一歩も通さん。

ハウント：……さて、そう巧うまくいくかな？

志津香：ええ、先ほどの雪せつ辱じよく戦せんですわ。今度こそ、やられるわけには参りません！

ジャッジ：では、ハプニングカードを引きます。「ＵＧＮと鷺乃宮、双方の戦いが加速。シーンに登場しているＰＣは侵蝕率が１Ｄ上昇する」です。




　市街を突とつ破ぱし、民間人を巻まき込こむ心配がなくなったことで、双そう方ほう共に戦力の展てん開かいが始まっていた。ＵＧＮは多た脚きやく戦車や戦せん闘とうヘリなどの機き動どう兵器を投入し、迎むかえ撃うつ鷺乃宮も戦闘用設せつ備びで迎撃する。

　戦いは加速し、戦場の様相は刻々と変化していく──。




斗月：……ム。機動兵器とは穏おだやかじゃないな。

ハウント：それだけ世界が危あぶない、こちらの強きよう硬こう派はの連中はそう判断しているんだろう。

ラハブ：もはや戦争ですね、これは。

凛々花：どんどん戦いが激げき化かしていってるのね。

ジャッジ：それでは、改めて判定方法を確かく認にんします。





　全員、以下の四つの判定をすべて行う。


　・強行突破：エフェクトの命中判定。目標値20

　・隠密潜入：〈知覚〉。目標値12

　・経路判断：〈知識〉。目標値12

　・買収・説得：〈交渉〉。目標値12



　成功回数によって順位を決定する。






凛々花：これは必ずこの順番に判定する必要があるんですか？

ジャッジ：そうです。まず命中判定、次に〈知覚〉、という感じですね。では、強行突破の判定から順番に処しよ理りします。




▼強行突破

　飛び交う銃じゆう弾だん、闊かつ歩ぽする機動兵器、戦闘車両。戦場と化した鷺乃宮の敷地内で繰くり広ひろげられる一大決戦。

　斗月と凛々花はＵＧＮの繰くり出だす戦闘兵器に立ち向かい、一方攻せめ手のハウントと志津香は鷺乃宮の迎撃システムに正面から戦闘を挑いどむ。




凛々花：命中判定とかはじめてだよ……。武ぶ器きも持ってないのに。あーん、やっぱり失敗！

斗月：……ム。俺は凛々花のサポートをしながらなんとか成功。

ハウント：達成値34、危あぶなげなく成功だ。プロとしての面めん目もく躍やく如じよというところだな。

志津香：当然です。市街戦での汚お名めいを返上させていただきますわ！　わたくしも《コンセントレイト：バロール》に《瞬しゆん速そくの刃やいば》を組み合わせて、達成値は36！





【判定結果】

・凛々花　：成功回数０

・斗月　　：成功回数１

・ハウント：成功回数１

・志津香　：成功回数１






▼隠密潜入

　激げき戦せん区く域いきを抜け、対決の舞台は鷺乃宮の屋敷内部へと変わっていく。ハウントと志津香は気づかれずに潜入するため、斗月と凛々花はＵＧＮエージェントの攻こう撃げきの手を逃のがれるため、それぞれ別ルートから屋敷内へと潜入していく──。




ジャッジ：それでは、次に隠密潜入の判定です。〈知覚〉で目標値は12。

凛々花：イージーエフェクトの《地じ獄ごく耳みみ》があるんですが、【精せい神しん】で判定してもよろしいでしょうか！

ジャッジ：許きよ可かしましょう。

凛々花：でも、【精神】は３なんですよね。……うう、失敗。《妖よう精せいの手》は……いいや、まだここでは温おん存ぞんしておこう。

ハウント：私も《地獄耳》は持っている。達成値は18で成功。

志津香：うう、わたくしは達成値６で失敗でしてよ。

ハウント：志津香のフォローをするとしよう。

志津香：面目次第もございませんわ……。

斗月：達成値16で成功。……ム。凛々花、こっちだ。

凛々花：あ、ありがとう、お兄ちゃん！





【判定結果】

・凛々花　：成功回数０

・斗月　　：成功回数２

・ハウント：成功回数２

・志津香　：成功回数１






▼経路判断

　迷めい宮きゆうのように広い鷺乃宮の屋敷内。この内部では、ナイトフォール側はあらゆる手段、知識を駆く使しして正しい道みち筋すじ──最深部への最短ルートを算出しようとするだろう。斗月と凛々花はそれを迎え撃つべく、邸てい内ないを駆かけ巡めぐる！




ジャッジ：では三つ目の判定、ここは〈知識：〉技ぎ能のうでの判定です。種類は問いません。

志津香：あああああ！　折角クリティカルしたのに11で失敗ぃぃぃぃ!?（笑）

瑠璃：し、志津香さん……（笑）。

風見：そんなに負けなくてもいいのに……（笑）。

ハウント：……彼女の分は私がフォローをしよう。ひとつクリティカルして13で成功だ。

凛々花：さ、３…………（笑）。

斗月：……ム。ここもクリティカルしたな。13で成功だ。

ハウント：私と斗月がイーブンか。

ジャッジ：はい、同数の場合はナイトフォール側有利です。

ハウント：なら、次で成功すれば最低でも一位は確かく保ほできる。

凛々花：そしてわたしのビリも確かく定てい……（笑）。

志津香：少佐がいてよかった！（笑）





【判定結果】

・凛々花　：成功回数０

・斗月　　：成功回数３

・ハウント：成功回数３

・志津香　：成功回数１






▼買収・説得

　本拠地深部。ここまで来るとお互たがいの戦力もある程てい度ど消しよう耗もうしてきている。

　ここで一手先んじるため、彼らは財ざい力りよくによる買収や取引、あるいは交渉や威い圧あつによって敵てき対たい勢力を殺そごうと試み始める。




志津香：ここはマイナーでジェネシフトを行いますわ！　侵蝕率が８上がって86、これでダイスが三つになりましてよ。……７！　失敗です!!（笑）

ハウント：……ジャッジ、私はエキストラに無む条じよう件けんで言うことを聞かせるイージーエフェクト《超ちよう越えつ者しやの眼がん力りき》を持っている。これは使用できないか？

ジャッジ：可能とします。

ハウント：〈意い志し〉判定だったな。……達成値19。無む駄だな戦闘にならなくてなによりだ。

志津香：さすがですわ、少佐！

風見：志津香くんは何しに来たの？（爆ばく笑しよう）

志津香：い、一回は成功してますわよ！

凛々花：そしてわたしはやはり失敗。いいんだ……。わたし、自分で判定するのは苦手なんだもん……（笑）

風見：凛々花くんがこんなにできない子だったとは（笑）。

凛々花：今までもお兄ちゃんに助けてもらってたんだなあって実感しました……。

キョウ：だ、大丈夫だ！　余もついておるぞ！

斗月：……ム、だが俺も失敗。まずいな。しかしどうせ二位だから同じか……。

凛々花：……いえ、リソースカードをここで使い切っちゃいましょう。まずは一いち枚まい目め、「金ならあるぞ！」を使います！　お兄ちゃん、振ふりなおして！

キョウ：遠えん慮りよなく使ってくれ！　金ならあるぞぉぉぉぉ!!（一同爆笑）

斗月：……ム。わかった、やってみよう。……おお、今度は14で成功！




　一いつ般ぱん人じんからは無む限げんとも感じられる鷺乃宮の財力！

　その財力を余あますところなく活用し、決して交渉上手じようずとはいえない斗月がＵＧＮの末まつ端たんを寝ね返がえらせることに成功する！




凛々花：で、このままだと成功数が同じだから負けなんですが……ジャッジ、ここで最後のリソースカードを使います！

キョウ：おお、ヤツが出るのだな！（笑）

凛々花：そう、カードを見たときこちらの全員が驚おどろいた、鷺乃宮家最強の執しつ事じ、〝飛ひ車しや〟！　彼に判定してもらって、その成功数をお兄ちゃんに足す……できます？

ジャッジ：はい、大丈夫です。

瑠璃：これで成功したら、飛車が勝負を決めるわけですね（笑）。

ハウント：なるほど。……久ひさしぶりだな、飛車。

風見：知り合いなのか！（笑）

志津香：そうか、少佐は御前と面めん識しきがあるんですし、飛車とも面識があってもおかしくありませんわね（笑）。




「お久しぶりです、ミスタ・ハウント。敵てきとして相見あいまみえたくはありませんでした」

　慇いん懃ぎんな態たい度どで、男はハウントに恭うやうやしく一礼する。

「ですが、一度は弓引いた私を再ふたたび登用してくださった若わか君ぎみ様の御ご恩おん、命に代えても報いるべしと心得ておりますれば」

　執事服を着こなした長身のサイボーグ執事。メイド長・アンナに並ならぶ鷺乃宮家使用人軍ぐん団だんの筆頭、〝飛車〟。文ぶん武ぶに長たけた彼の手しゆ腕わんが斗月のサポートを行う！




凛々花：じゃあ、わたしが判定しますね。（ダイスを振り）……よし、クリティカルしてるよ！　達成値17!!

ハウント：……してやられたか。だが、ひとり最下位にしただけでもよしとしよう。

志津香：口惜しいですわ……！　もう少しわたくしがしっかりしていれば！

斗月：……ム。こちらもリソースをかなり切らされた。これが後々どう響くかだな。





【判定結果】

・凛々花　：成功回数０

・斗月　　：成功回数４＋１

・ハウント：成功回数４

・志津香　：成功回数１







・順位

一位：斗月（成功回数５）

二位：ハウント（成功回数４）

三位：志津香（成功回数１）

四位：凛々花（成功回数０）







・脅威度の変化

一位：[image: -15]　二位：[image: -10]　三位：-5　四位：０







・脅威度：60[image: ]45






ジャッジ：では、本拠地エリア・シーンＡはこれで終しゆう了りようになります。脅威度は残り45です。




　本拠地はじわじわとＵＧＮに侵攻されているが、鷺乃宮側の反はん撃げきによってエージェントや機動兵器の数も徐じよ々じよに減少している。戦力はほぼ拮きつ抗こう状じよう態たいだ。

　対決は更さらなる局面を迎むかえようとしている──。








《瞬速の刃》　重力によって操る武器の速度を増大させるバロールのエフェクト。

《超越者の眼力》　オーヴァードが持つ超常的な迫力で一般人を無力化するイージーエフェクト。











◆Middle 06◆キョウVS瑠璃、第一局面──本拠地・Ⅱ


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　本拠地──鷺乃宮家の屋敷最深部で、ナイトフォールを待まち構かまえるキョウと風見。

　激はげしい戦いの痕あとを駆かけ抜ぬけ、真まっ直すぐにそこへと向かう瑠璃とラハブ。

　戦いはいよいよ終しゆう盤ばん戦せん。昼と夜、互たがいの意地をぶつけ合う瞬間が近づいてきていた。




ジャッジ：では、本拠地エリアの戦い、シーンＢです。

キョウ：余は、凛々花を守る！　そのためなら死んでも負けんぞ！

瑠璃：こちらはそろそろ後がない。ここでなんとしても勝つ！




　ナイトフォールおよびＵＧＮは屋敷に侵攻、凛々花と斗月はそのまま本拠地深部に撤てつ退たいしていた。一方、屋敷内ではメイド部隊と共に待機していたキョウと会長の前に、瑠璃とラハブがＵＧＮエージェントを引き連れて現れる。

　激げき突とつの時間まで、あとわずか。




瑠璃：……ひとつ納なつ得とくいかないな。ＵＧＮエージェントの勝手な戦闘行動は許ゆるされるのか？

ハウント：許されるんだろう。そもそも連中は強きよう硬こう派はから派は遣けんされている。

ラハブ：穏おん便びんに済すまそうとしているのはテレーズやルリ、それにシヅカたちだけですよ。

瑠璃：…………納得できないな、やっぱり。

ラハブ：レドリック配下のＵＧＮエージェントなど、不幸な事じ故こを装よそおって焼いてしまいたい、と正直なところ思っていますよ、ワタシは。

瑠璃：……気持ちはわかるよ。

ラハブ：ですがルリ、今は先にやるべきことがある。さて、そろそろ行きましょうか。

瑠璃：……うん。

キョウ：来るか……！

風見：気合入ってるね。会長ちょっと緊きん張ちよう。

ジャッジ：それではハプニングカードを引きます。「戦せん闘とうの激げき化か。シーンに登場しているＰＣ全員に５ＤのＨＰダメージ」。

キョウ：なんだとー!?

斗月：それ、例によってカバーリングやガードはできるんだよな？

ジャッジ：可能です。

凛々花：お兄ちゃんも志津香さんもいないのに！（笑）




　最前線のキョウや瑠璃に構わず、血気に逸はやったＵＧＮエージェント、そして戦闘メイド軍団が戦いの口火を切り始める。乱らん戦せんに次つぐ乱戦の中、徐じよ々じよに消しよう耗もうしていく一同。

　あるいは、これもグラディウスの『遺い産さん』、闘争の衝動を呼よび起おこす剣けんの力の影えい響きようが残っているがゆえであろうか？




ジャッジ：では、順にダメージを出していきます。まずはキョウに……15点。

キョウ：むう、その程てい度どではびくともせんが、どうせなら今侵蝕率が98だし、《リザレクト》してしまいたかったのう。

風見：ならキョウくんには《波は紋もんの方ほう陣じん》を使うよ。会長が振ふりまく弾はじけるレモンの香かおりにうっとりして、攻撃の手が弱まる。……うん、15点なら全部防ふせいだ。

キョウ：おお、すまぬ会長！

ジャッジ：では、風見には24点のダメージ。

風見：あぶなーい！　メイド服の装そう甲こう値ちぶん、３点残ったよ（笑）。《波紋の方陣》は自分には使えないからねー。

ジャッジ：それでは瑠璃へのダメージ。……34点です。

瑠璃：ひゅー！　ぎりぎり３点残ったー！

ハウント：むしろ瑠璃のＨＰ、37もあるのか。そっちの方が驚おどろいた（笑）。

ジャッジ：では最後、ラハブへのダメージいきます。……27点。

ラハブ：お、ワタシもぎりぎりで残りましたよ。雑魚ざこの分ぶん際ざいで結けつ構こうやりますね。

瑠璃：よくやるなあ。メイドめっ！

ジャッジ：ハプニングの処理が終わったので、ここからイベントの処理です。命中判定を行い、達成値の合計を比べます。ダメージは無関係です。




　精せい鋭えい同士の激げき戦せんを潜くぐり抜ぬけ、遂ついに対峙するキョウ・風見と瑠璃・ラハブ。

　視線を交わした瞬間、互たがいの全力をもって相手を蹴け散ちらさんと疾しつ駆くする！




キョウ：まずはマイナーアクションで《骨ほねの爪つめ》。これで侵しん蝕しよく率りつが３上がって、[image: 101]だ。メジャーは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《渇かわきの主》！　貫つらぬけぇっ!!

瑠璃：こちらはマイナーで《完全獣じゆう化か》！　メジャーは《コンセントレイト：キュマイラ》＋《獣けものの力》だ！　がるるるるるるっ!!

ラハブ：《オリジン：レジェンド》をマイナーで使用し、メジャーは《コンセントレイト：サラマンダー》＋《災さい厄やくの炎ほのお》です。焼き尽つくしてあげましょう！

風見：会長も行くよー？　《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐きよう怖ふ》。ようやくキミたちにも会長のかわいさを教えてあげる時が来たようだね？




　激突は一瞬──。

　翼つばさ持つ白き槍やりが貫き、

　銀の毛皮持つ狼おおかみが吠ほえ、

　紅ぐ蓮れんの魔ま人じんが炎を放ち、

　可か憐れんなる生徒会長は馥ふく郁いくたる香りに蕩とろかす。



















ジャッジ：それでは、順番に達成値を申しん告こくしてください。

キョウ：余は32だ！

風見：こっちは大分クリティカルしたよ。なんと41！

ラハブ：ほほう、やりますね。ワタシもカザミと同じく41なのです。

瑠璃：………………ダイスが振ふるわなかった。28、だ。

ジャッジ：その差４。僅きん差さでしたが、わずかに鷺乃宮チームの勝利。しかし、減少する脅威度はわずか５に抑おさえられます。

キョウ：くっ……もう少し粘ねばれたものを！

風見：ま、上出来だよ。

瑠璃：勝てなかったか……!!

ラハブ：悪くありません。これまで20や15削けずられていたのが、５で済すみましたよ。





・差分：脅威度の変化


　15以上：[image: -20]

　６～14：[image: -15]

　１～５：-5

　０以下：[image: ]０









・脅威度：45[image: ]40






凛々花：残りの脅威度は40かあ……。これを後一回で削りきらないといけないのね。

キョウ：ぬうう……できるのかのう。

ジャッジ：では、本拠地での戦いはこれで終了です。




　メイド軍団、ＵＧＮエージェント共に消耗しきり、傷きずついた人員は次々撤退していく。しかし、勢いきおいは未だＵＧＮにある。

　結果、鷺乃宮のものたちは最深部──かつて御前が使っていた研究施し設せつまで撤退を余よ儀ぎなくされていた。




斗月：……ム、あそこか。

凛々花：御前と戦ったところ……ですよね。

志津香：それより奥おくは地下にあるご先せん祖ぞ様が眠る部屋になってしまいますので。

キョウ：確たしかにのう（笑）。しかし、もうあとはないわけだな。

風見：差は40かあ……。結構厳きびしい気がするね。

瑠璃：…………。




　鷺乃宮とナイトフォールの戦いは、遂に最終局面を迎えようとしている。

　ぶつかりあうのは、世界と敵てき対たいしてでも愛する人を守るという鋼はがねの意志と、世界を理り不ふ尽じんな脅威から守るという鋼の意志。

　昼と夜。

　天てん秤びんはどちらに傾かたむくのか？







◆Middle 07◆夜を往くものたちの声


Scene Player ─── 強羅瑠璃ごうら・るり






　鷺さぎ乃の宮みやの屋や敷しき、深しん層そう部ぶ。これまでの戦いを経へて、ほぼすべてのＵＧＮエージェントが何らかの理由で脱だつ落らくしていた。ここにいるのは、ナイトフォールの四人のみだ。

　最さい深しん部──鷺乃宮キョウたちの待つ場所へ向かうごとに、ひんやりと空気が冷えていくようにさえ感じられる。




斗月[image: ]ＧＭ【矢野】：では、ここでＧＭを交替。決戦の前に、それぞれのチームで会話するシーンを入れます。まずは『ナイツ』からということで、ＧＭは私わたし、矢野が担たん当とう。

志津香：お願いしまーす。

瑠璃：自分たちはもう最深部に向かってる、ってことでいいのか？

ＧＭ【矢野】：うん、現げん在ざい地下へと下っている最中だね。激げき戦せんに次ぐ激戦で、最早ここに残っているのはキミたち四人のみだ。

ハウント：つまり、邪じや魔まな雑魚ざこが消えたってことだな。

志津香：随ずい分ぶんと気楽になりましたこと。

ラハブ：やれやれ、ようやくゆっくりと話ができます。

瑠璃：……そうだな。

ＧＭ【矢野】：その状じよう況きよう下、秘ひ匿とく回線でテレーズから通信が入る。

瑠璃：テレーズさんから？　なんだろう、じゃあ自分が出るよ。

ＧＭ【矢野】：「状況は？」

瑠璃：ぎりぎりだ！（爆ばく笑しよう）

ラハブ：鷺乃宮の小こ僧ぞうどもによる青春攻こう撃げきでルリがいろいろとぎりぎりです（笑）。

志津香：ええと、搔かい摘つまんで状況を説明しますわ（笑）。

ＧＭ【矢野】：ありがとう（笑）。

瑠璃：で、なんですかテレーズさん！

ＧＭ【矢野】：「私の予よ測そくなら、そろそろ鷺乃宮の本ほん拠きよ地ちに入っているころで、他のＵＧＮエージェントが脱落しているころだと思うんだけれど」

ラハブ：ほほう、ぴしゃりですね。さすがは天才少女。

志津香：ご慧けい眼がんですわ。

ＧＭ【矢野】：「それじゃ、そういう状況ってことで話を進めるわね」




「単刀直入に訊きくわ。鷺乃宮キョウ、そして藤堂凛々花という人物──どう思った？」

　言葉どおり率そつ直ちよくに、テレーズはナイトフォールに──瑠璃に、印象を尋たずねた。




瑠璃：……きちんと話し合えば、何とかできると思う。けど、味方の妨ぼう害がいで交こう渉しようのテーブルにつけないというのが現げん状じようだ。

志津香：話し合う余よ地ちはありそうでしたわね。

ハウント：そうだな。我われ々われが協力すれば、鷺乃宮家と友好関係を築きずき、鷺乃宮キョウの衝しよう動どうをコントロールすることは不ふ可か能のうではないように思える。

ＧＭ【矢野】：「つまり、信用するに足る、ということ？」

志津香：信用……そうですわね。信しん頼らいできるかどうかはともかくとして、信用はできるかもしれません。少なくとも、悪人ではないようでした。

瑠璃：そうだな、悪人じゃない。──経けい験けんがなさ過すぎて、机き上じようの空くう論ろんで理想を述のべているようにも見えるけれど。

ラハブ：フフ、ルリはうまいことを言いますね。

ＧＭ【矢野】：「机上の空論、ね」テレーズはくすりと笑う。「年ねん齢れいや経験で言えば、私も人のことは言えないわけだけど」

ハウント：そうだ、これは言っておかないとな。なぜかは知らないが、鷺乃宮キョウには、藤堂凛々花を殺そうとする意思がないように見える。いや、むしろ──。

志津香：ええ、彼かれは必死で彼かの女じよを、藤堂凛々花を守ろうとしているように見えましたわ。

ラハブ：そうですねえ。端たん的てきに言えば、妻つまを守ろうとする夫の姿すがたにも見えました。

ＧＭ【矢野】：「……なるほどね」

ハウント：ただし、彼には衝動をコントロールするための経験と知ち識しきが足りない。──そこは我々ＵＧＮで何か働きかけられるのではないか？

ＧＭ【矢野】：「──そうね。鷺乃宮は古くからレネゲイドに関わってきたとはいえ、研究やその他の面においては我々に利があると考えているわ。少しよう佐さの言うとおり、協力できることはあるかもしれない」

瑠璃：…………。

ＧＭ【矢野】：「不服そうね、瑠璃」

瑠璃：……彼と交渉するのはやぶさかじゃない。

ＧＭ【矢野】：「なら、瑠璃」と、テレーズは咳せき払ばらいをひとつしてから、改めて言う。「あなたの手でもう一度、鷺乃宮キョウという人物を試ためしてもらえないかしら」

瑠璃：…………試す？

ＧＭ【矢野】：「ええ。口だけじゃ納なつ得とくできないんでしょ？」




　鷺乃宮キョウ。彼がどうしてあそこまで藤堂凛々花にこだわり、守ろうとするのか。これがまずわからない。そして彼は、守る方法──あるいは敵てき、つまりはレネゲイドについてあまりに知識がなさすぎる。瑠璃の懸け念ねんは大きくこの二点から来ているのだ。




瑠璃：……そうだな。彼の決意や覚かく悟ごを確かく認にんできるなら、それが一番だ。

ラハブ：（楽しそうに）ほほう。

志津香：瑠璃さん……。

瑠璃：テレーズさん。もし自分が彼を試し、その上で彼に藤堂凛々花を任まかせても問題ない、そう判はん断だんしたとしたら──あなたは、どうする？

ＧＭ【矢野】：「言ったでしょう？　あなたたちが反はん論ろんを持ってくれば、そこから先は私が戦うところよ」つまり、テレーズが上じよう層そう部ぶに交渉する、ということだね。

瑠璃：なるほど。彼が信用するに足る、という報ほう告こくをすればいいってことだな。

志津香：強きよう硬こう派はの方に「藤堂凛々花を強ごう引いんに連れて行く以外にも方法がある」、ということがきちんと主しゆ張ちようできる交渉材料が必要。そういうことですわね。

ＧＭ【矢野】：「ええ。もちろん、彼の決意や決心は重要よ。でも、それもすべてその決意を貫つらぬき通とおすだけの力があってこそのこと」




　念を押おすように、テレーズは瑠璃に告つげる。

「鷺乃宮キョウの力、あなたが確たしかめてちょうだい、瑠璃」




ハウント：他の神使いを退しりぞけ、花はな嫁よめを守れるだけの力が果たして彼にあるのか。それを測はかれということだな。

瑠璃：そして、彼女を守る固い意い志し。そのふたつを試せ──そういうことだな。

ＧＭ【矢野】：「ええ。任せたわよ、瑠璃」そう言って、通信は終しゆう了りようする。

瑠璃：試す──試す、か。




　テレーズとの通信を切り、瑠璃は口の中でその言葉を反はん芻すうする。

　ふと、彼女は最も信しん頼らいできる仲間たちに、ある問いを投げかけた。




瑠璃：──少佐。あなたは人を試す時、相手の何を見ますか？

ハウント：人を試す時、か。




「──極きよく限げんまで余よ裕ゆうを奪うばい取とること。そうすれば、そいつの本ほん性しようが見える」

　仮か面めんの奥おくに覗のぞく瞳ひとみが暗い輝かがやきを湛たたえる。




瑠璃：余裕を奪う──。なるほど。じゃあ、志津香さん。あなたなら、人を試す時はどうしますか？

志津香：目を見て話しますわ（きっぱり）。

瑠璃：……目を見て、話す。

志津香：そう、しっかりと目を見て正直に話す。それしかありませんわ！

ハウント：志津香はいい子だな……（笑）。

志津香：わたくし、性せい善ぜん説せつを信じてましてよ。

瑠璃：そっか、ありがとう志津香さん。──じゃあ最後に、ラハブ。お前ならどうする？

ラハブ：ワタシですか？　そうですね、友に訊ききます。

瑠璃：……？　だから、今訊いてるじゃないか。

ラハブ：違ちがいますよ、ルリ。その者の友に訊く、より正せい確かくに言えば、その者の友を見るのです。信頼できる友がいるのであれば、その者も信頼できるでしょう。逆ぎやくもまた然しかり。

瑠璃：……なるほどね。その人の友を見る、か。




　三者三様の答えを胸むねに、瑠璃は決意を固める。




瑠璃：……よし。




「行こう、みんな。鷺乃宮キョウの決意は、自分たちが試す」

　歩みを進める瑠璃。その視し線せんは、ただひたすら真っ直ぐ先だけを見み据すえていた。







◆Middle 08◆日を浴びるものたちの決意


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　かつて御ご前ぜんと死し闘とうを繰くり広ひろげた、鷺乃宮本家地下にある実じつ験けん施し設せつ。内部は綺き麗れいに修しゆう復ふくされ、あの戦いの爪つめあとはすっかり消え去っている。

　だが、再ふたたびこの場所が戦場になろうとしているのを、この場にいる誰だれもが予感していた。




ＧＭ【矢野】[image: ]斗月：では、加か納のうくんＧＭを頼たのむ。

志津香[image: ]ＧＭ【加納】：はーい、了りよう解かいです。それでは、『デイズ』のイベントシーンです。現在あなた方は『デイズ』一巻かんのクライマックスの舞ぶ台たい、鷺乃宮本家の地下実験施設でＵＧＮがやってくるのを待まち構かまえています。

キョウ：ここには何人くらいおるのかのう。

ＧＭ【加納】：アンナをはじめとしたメイドたちは何名か控ひかえていますが、戦せん闘とうに耐たえられるのはあなた方四人だけです。

凛々花：そっか……。みんな頑がん張ばってくれてたんだね。

風見：何気に会長【ＨＰ】３点しかないんだけど、治ち療りようとかしてもいいの？

ＧＭ【加納】：構かまいません。〈調ちよう達たつ〉判はん定ていはできませんが、持っている分を使用するのはＯＫ。これはナイトフォールチームも同じ。

風見：それじゃ一いち応おう自分のを使っておこう。表ひよう情じようは笑顔だけど、服とか結けつ構こう破やぶれちゃってるから着き替かえたりしてる。

凛々花：会長、大だい丈じよう夫ぶ？

風見：会長はね。それより凛々花くんのほうこそ大丈夫かい？

凛々花：え……。

風見：気にしてることがあるなら言ってごらんよ。ぶちまけちゃうだけでも結構楽になるもんだよ？

凛々花：……うん。（俯うつむいて）みんな──たくさん怪け我がしてるのに。わたしは、みんなに守られるばっかりで、怪我ひとつしてないの。




　本拠地に近づくにつれ、戦いは激げき化かの一いつ途とを辿たどった。死し亡ぼう者しやや行方ゆくえ不明者こそ出ていないものの、重じゆう軽けい傷しよう者しやはそれこそ数え切れない。

　凛々花の見る限かぎり、周りは怪我人だらけだ。斗月も負ふ傷しようしているし、キョウや風見も戦いの中で大小の傷きずを負っている。

　──これもすべて、凛々花を守るためのものなのだ。




凛々花：キョウくんも、会長も、お兄ちゃんも、メイドの人たちも……それだけじゃなくて、ＵＧＮの人たちもいっぱい怪我してて。それが全部私を確かく保ほするためなんでしょ？（項垂れて）……それが、すごくつらい。

風見：つまり凛々花くんは、この怪我人とか今の状況とかが、全部自分のせいだと思って気にしてるわけなんだ。

凛々花：全部って言うか──そりゃ、いきなり攻せめてくるなんて理り不ふ尽じんだってわたしも思ってるよ。でも、きっかけがわたしにあるのは否ひ定ていできないもの……。

風見：確たしかにね。きっかけって言うなら、全部凛々花くんのせいとも言えちゃうね。と、この際さいだから凛々花くんをわざと怒おこらせて、心しん情じようを吐と露ろさせたいな、会長は。

凛々花：っ…………。

斗月：……ム。だが、さすがにその発言にはカチンと来るな。

キョウ：……止せ、会長。それに凛々花よ。

凛々花：キョウくん？

風見：おや、キョウくん。




　じっと黙だまって聞いていたキョウが、普ふ段だんからは想そう像ぞうもつかない低いトーンで話す。顔を上げ、凛々花や斗月、風見、そしてメイドたちを見回し──最後にもう一度凛々花を見る。

「──余よのほうこそ、自分を止められぬのかもしれぬのだから」




凛々花：それって──。

キョウ：ついさっきのことだ。凛々花を見て、止められぬ何かが、どす黒い感かん情じようが余の心の中で渦うず巻まいて、出てきてしもうた。

斗月：……吸きゆう血けつの衝しよう動どう、か。

風見：会長は黙だまって聞いてる。

キョウ：余のせいで、もしかしたらこんなことになっているのかもしれぬ。あるいは、いつかは余も御前のように──。

凛々花：（さえぎって）そうじゃないでしょ!?　だって、キョウくんは頑張ってくれてるじゃない！　好き勝手してるのは何も知らない人たちで、キョウくんは、ちゃんと衝動だって抑おさえてくれて……！

キョウ：凛々花…………。

斗月：…………ム。凛々花。

風見：斗月くん、抑えて。ここはだまって聞くよ。（得心したように）──なるほどね、凛々花ちゃんの鍵かぎもやっぱりキョウくん、か。

凛々花：キョウくん、わたしを守るって言ってくれた。そのとおりに、傷ひとつなくわたしを守ってくれてるよ。




　いつになく落らく胆たんするキョウの様子に、凛々花の中でなにかが弾はじけた。自分が何か言われるのはいい。でも、キョウは誰だれよりも精せい一いつ杯ぱい頑張ってくれている──間近でキョウを見てきた凛々花にとって、それは何にも代えがたい真実なのだ。




凛々花：でも、あのＵＧＮの人たちは勝手なことばっかり言ってる。

風見：向こうからすればキョウくんはお金持ちのボンボンでしかないんだよね。今は衝動を抑えていても、いつ暴ぼう走そうするかわからない。

斗月：……ム。あるいは、他の神使いに敗やぶれる。そう思っているのだろう。

キョウ：う、うむ……。わかっていても、言われると凹へこむのう（笑）。

凛々花：わたしはそれが失礼だって、腹はらが立つって思うの！




「キョウくんが負けちゃったり暴走したりする可か能のう性せいと同じくらい、きちんと衝動を抑えて、わたしを守りきってくれる可能性だってあるはずなんだよ。それなのに──」

　拳こぶしを握にぎり、いやいやをしながら、振ふり絞しぼるように凛々花は叫さけぶ。



















凛々花：それなのに、最初から無理だって決めてかかるなんて、おかしいよ。わたし、ＵＧＮになんて行きたくない。こんな戦いをする人たちのところより、みんなと一いつ緒しよがいい。

キョウ：……あ、あ、あたりまえだ！　凛々花がそう言ってくれるなら、余は何に代えても凛々花を守るぞ!!

斗月：……ム。最初から、凛々花を誰だれかの手に渡わたす気はない。

風見：それ、キョウくんも含ふくめてないかい？（笑）

斗月：…………ム。どうだろうな。

キョウ：お、お義兄にい様!?（笑）

斗月：……誰が義兄あにだ。

凛々花：うん。やっぱり、ここがいい。キョウくんやお兄ちゃんや会長のいる、ここがいいよ、わたし。

キョウ：うむ！　あとはナイトフォール……あやつらがどう出るかだな。

凛々花：わたしたちの話を聞いてくれる、とは言ってたよね。

斗月：……ム。俺は、強羅瑠璃、という人間をよく知っているつもりだ。

風見：そっか、道場の門下生なんだっけ。

斗月：……ああ。奴やつは、人をないがしろにするような人間では、ない。

凛々花：そうだよね。厳きびしそうな人だけど、ひどい人には見えなかったよ。

斗月：もちろん、やつにはやつの事じ情じようがあるだろう。今の命令に心から従したがっているのかもしれないが……俺もお前の言っていることに賛さん成せいだ。あいつは、瑠璃は、こんなに怪我人をたくさん出すような戦いを簡かん単たんに起こすような者には思えない。

凛々花：瑠璃さんは「ＵＧＮも一いち枚まい岩いわじゃない」って言ってた。だとしたら、キョウくんは、ＵＧＮとも協力できるならしたほうがいいって思う？

キョウ：もちろんだ。ただし、凛々花を冷れい凍とうだの封ふう印いんだのすると言うのであれば、問答無用でＮＧだ！

凛々花：こくんと頷きます。そんなの、わたしだってイヤ！

風見：瑠璃くんは、たかだか数年眠ねむったり閉とじ込こめられていることと、世界の危き機きは引ひき換かえにはならないって言ってたけど、それはどうなの？

凛々花：世界規き模ぼの話をされても、ピンとこないのが正直なところかな。そんなことより、周りの人が確かく実じつに不幸になる方がわたしはイヤ。

風見：じゃあ、キョウくんはどう思う？　世界がもしピンチになるんだったら、何年か閉じ込められていたほうがマシだっていうのは、その通りだと思うけど？

キョウ：そんなものは決まっておる！




「世界がピンチになったあとに、世界を助ければよいのだ！」

　即そく答とう。

　凛々花と話して迷まよいを吹ふっ切きった今、キョウの答えにブレはない。




凛々花：……うん！　そうだよね！

斗月：……ム。幼よう稚ちだが、賛成だ。こちらの力を見せて、その数年を犠ぎ牲せいにしなくてもいいと、やつらにわからせてやろう。

凛々花：……ねえ。会長は、どう思ってるの？

風見：知りたい？　──ふふ。青春の日々より価か値ちのあるものなんて、ないよ。

凛々花：ときめいた！（笑）

風見：にこにこしながら続けるね。凛々花くんが一番怒おこってるのは、キョウくんが強くて優やさしいっていうことを、みんながわかってくれないからなんだよね？

凛々花：う、うん……。そうハッキリ言われると、照れるんだけど（一同笑）。

ハウント：何かいいこと言ったー（笑）。

志津香：いいこと言ったねぇ（笑）。

風見：ま、でもこっちの言うことをわかってもらうためには、いっそリーダー同士のタイマンで、キョウくんがあの瑠璃くんを負かさないといけないよね。できそう？

キョウ：うむ、望むところだ！

ＧＭ【加納】：……は、さすがやにおさん。次の決戦はＰＣ①同士のタイマンです（笑）。もちろん、色々と介かい入にゆうはできますけどね。

風見：他の子を説得しても意味はないしねー。

斗月：……ム。話はまとまったな。

キョウ：うむ。




「凛々花は渡わたさぬ。余も暴走せぬし、神使いなどには負けぬ。そのことを、ナイトフォールに余の力をもって証しよう明めいして見せよう！」

　ぐっと拳こぶしを突つき上あげて、キョウは強く決意を叫さけんでいた。







◆Middle 09◆決戦


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　白しら鷺さぎ市に住まう四人のオーヴァード、鷺乃宮キョウ、藤堂凛々花、藤堂斗月、雲雀風見。

　そしてＵＧＮの対『遺い産さん』特とく殊しゆチーム、ナイトフォールの四人。強羅瑠璃、ラハブ・アブド＝アルマリク、ハウント、加賀美志津香。

　鉄の扉とびらを隔へだてて、対たい峙じする昼と夜。

　──決着の時は、近い。




ジャッジ：では、ミドルフェイズ最後のシーン、対決のシーンです。




　キョウたちの待つ鷺乃宮本家最さい深しん部ぶに、ナイトフォールの四人が向かう。既すでにＵＧＮの手て勢ぜいはなく、キョウたちの周りにも戦せん闘とう可か能のうなメイドはいない。

　四対四、ハンデなしのぶつかり合いだ。




キョウ：……こちらも四人、あちらも四人か。

風見：文字通りの最終決戦だね。会長緊きん迫ぱく。

斗月：……そうか。頷うなずいてからキョウを見る。話を通すのなら、絶ぜつ好こうの機会だな。

キョウ：うむ。このようなチャンスを余も待っておったぞ。

凛々花：キョウくん。

キョウ：なんだ？

凛々花：あの人──瑠璃さんとぶつかり合うことになるみたいだけど、わたしはキョウくんのこと、信じてるから。




　じっとキョウの目を見て凛々花が言う。

「本音でぶつかれば、きっとわかってもらえる。そんな気がするの」




キョウ：……うむ。できることだけを、できる限かぎりの全力で、ぶつかってみる。

凛々花：うん。お金の力よりも、そっちのほうがかっこいいよ。

キョウ：はっはっはっはっ！　だが、お金はあるから仕方ないのだ（一同笑）。

凛々花：キョウくんらしいね。




　いつもどおりの言葉と笑顔で凛々花に答えるキョウ。

　そして、彼らに着々と近づく最強の敵てき、ナイトフォール──。




ラハブ：ルリ、これでもう邪じや魔ま者ものはいません。あなたの問いをぶつけてみなさい。

瑠璃：ああ。ありがとう、ラハブ。

ラハブ：（微笑んで）礼には及およびません。




　扉が開く。天てん井じようまで約一〇メートル、奥おく行ゆき一〇〇メートル、幅はば六〇メートルの広大な空間。これが、かつて御ご前ぜんと呼よばれた男がレネゲイドや遺産を研究するために造った施し設せつの、最も広い部屋だ。

　踏ふみ込こむナイトフォール。待まち構かまえる鷺乃宮の関係者たち。




瑠璃：来たぞ、鷺乃宮キョウ。

キョウ：待っておったぞ、強羅瑠璃。




　誰だれが言うともなく、キョウと瑠璃が一歩ずつ踏ふみ出だして対峙する。




凛々花：ふたりとも気合ばっちりだね……。

ハウント：……さて、まずは私が口火を切るとしよう。

瑠璃：少佐？

ハウント：せっかくだ。余よ裕ゆうを奪うばう、というところから始めようじゃないか。そう言って私はひとつのアタッシュケースを出す。

凛々花：な、なにが出てくるんだろう……。

ハウント：さて、鷺乃宮キョウ。キミは藤堂凛々花を守る覚かく悟ごがあると言ったな？

キョウ：ああ、言ったぞ。

ハウント：それは、どんなものと引き換えにしても構かまわない、ということか？

キョウ：当たり前だ！

ハウント：さて。ここにアタッシュケースがひとつある。

キョウ：む？　アタッシュケース？




　ケースを開くと、そこには薄うすいガラスで覆おおわれた赤いボタンがひとつあるのみ。

　そのボタンを全員に見せてから、ハウントは続ける。

「これはキミたちが我われ々われの説得に応おうじなかった場合──他に手しゆ段だんがなくなった場合に使用するようにと預あずけられている、いわば最終手段だ」




キョウ：なんなのだ、それは。

風見：もう見た目からして怪あやしすぎる！（笑）

ハウント：では、ここで我々が持つリソースカードをキミたちに公開しよう。ちなみに使用するわけではない。あくまでも見せるだけだ。

キョウ・凛々花・風見：…………おお？





リソースカード（ナイツ）：最終指令ラストオーダー

　いつでも使用できる。

　このカードの使用を宣せん言げんすると、ＵＧＮが用意した空くう爆ばく部隊が出しゆつ撃げきし、白鷺市を焼き尽つくす。市民の五割わり以上が死し亡ぼうする。ただちにクライマックスに移うつること。






ハウント：このボタンを押おすと、一〇分後に白鷺市に高高度爆ばく撃げき機きが数十機飛来し、すべてが灰かい燼じんに帰することとなる。

キョウ・凛々花・風見：えええええええええええええええええええええ!?

凛々花：ひどい！　これはひどすぎる!!

キョウ：あ、ありえない……（笑）。

斗月：（『ナイツ』ＧＭの顔になり）すみません、書いたのは俺です（笑）。

志津香：わかりますか!?　平和なデイズ用のリソースカードと、この殺さつ伐ばつとし切ったナイツ用のリソースカードの差が！（笑）

キョウ：これはひどい（笑）。

凛々花：わたしたち、住んでるシリーズが違ちがうなあ……（笑）。

風見：あなたがた、こんなものを使ったら、もうＰＣには戻もどれませんよ（一同笑）。

瑠璃：つまり、だ。──藤堂凛々花。

凛々花：わ、わたし？　……はい。




「お前はこの街の市民半分を犠ぎ牲せいにしても、自分の青春を謳おう歌かすることができるか？」

「…………！」

　瑠璃の厳きびしい視し線せんに晒さらされ、過か酷こくな現げん実じつを突つきつけられ、凛々花は思わず言葉を失う。




瑠璃：そして鷺乃宮キョウ、お前にも聞かねばならない。

キョウ：……う、うむ。

瑠璃：（じっと目を見て）お前は、市民が半分いなくなっても、その女ひとりを守る価か値ちがあると思っているのか？

キョウ：（息を吞のんで）それは──。

ハウント：鷺乃宮キョウくん、自覚をしてほしい。キミという存そん在ざいは、それだけ恐おそれられている。可か能のう性せいだけを危き険けん視しし、一部の人間にこのような手段を取らせようとするほどにね。

キョウ：だからといって、このような──罪つみもない人々を大量に殺すような命令が許されるはずがなかろう！

瑠璃：最初から、話し合いたいと言っていたはずだ。そもそもこんな脅きよう迫はくめいたモノ、出せるならば最初から出している。でも、それを自分たちが止めていたんだ。

凛々花：じゃあ……あなたたちは、そのボタンを押おそうとは思ってないの？

瑠璃：……お前たちの答え次第だ。

ハウント：他の選せん択たく肢しがなくなれば、押すことも十分考えられる。

ラハブ：それぐらい危き険けんなのですよ、あなた方は。

瑠璃：だが、自分はできればお前たちを助けたい。争うことなく終わればそれでいいんだ。

キョウ：……だが、おぬしらに凛々花を預あずければ、封ふう印いんされてしまうのだろう？

瑠璃：それが彼女と、この世界のためになるならな。

志津香：我々が封印という手段を取るのは、彼女を他の神使いの手から守るためですのよ。

凛々花：本当に守りきれるの？　あなたたちに、わたしのことが。

瑠璃：──それを今、自分たちは鷺乃宮キョウに問うている。

凛々花：……問われるばかりじゃ、不公平でしょう？　あなたたちにできる保ほ証しようはあるの？　わたしを守って、他の神使いをどうにかできるの!?

瑠璃：できる。




「自分にはその力がある」

　自らの胸に手を当て、瑠璃は力強く頷うなずく。彼女の身体こそは、聖せい杯はいと呼ばれる遺産がもたらす奇き跡せきの体たい現げんそのものに他ならない。




ラハブ：あなた方にはわからないでしょうが、我々には奇跡の力があるのです。事実、ワタシは世界を破は壊かいする化ばけ物になりかけていたのをルリに救われましたからね。

瑠璃：……そもそも、自分がそうだ。遺い跡せきの暴ぼう走そうによって、獣けものとなりかけていた自分を救ってくれたのがＵＧＮだ。




「そして自分はひとりの戦士として、ＵＧＮで生きる道を見つけることができた。お前たちを助けることができるだけの力も、実じつ績せきもある。神使いが現あらわれようとも、同じような遺産使いをそれこそ掃はいて捨すてるほど倒たおしてきたんだ」

　自信と経験に裏うら打うちされた言葉を武ぶ器きに、瑠璃は主張を続ける。




瑠璃：……今のＵＧＮ上層部は一枚岩じゃない。今回強きよう硬こう手段に走ったのとは別の、穏おん健けん派はのグループもある。自分たちはどちらかといえばそちら側の人間だ。

キョウ：……穏健派のおぬしらであれば、安全に凛々花を守れると言いたいのか？

瑠璃：……そうだ。そちらはどうだ？　藤堂凛々花を守り抜くことができるのか？　神使いから、そして何よりも自分の衝動から。

キョウ：無む論ろんだ！　余は何があっても凛々花を守る！　それに余が凛々花を守るといえば、鷺乃宮のものは皆みな、凛々花を守る！

凛々花：キョウくん……。

斗月：……ほう、少しは当主っぽいことも言うのだな。

凛々花：──うん。わたしはキョウくんだったら、何とかしてくれると思うの。

風見：……凛々花くんってさ、キョウくんのこと疑うたがったことがないんだよね。

斗月：……ム。

凛々花：……そういえば、そうね。自分でも不思議。

風見：凛々花くんは、キョウくんが自分のことを守ってくれる、っていうことと、それを成なし遂とげること自体を、一度も疑ったことがないんだよね。




「だから、きっとうまくいくんじゃない？　青春には、ハッピーエンドがつき物だよ」

　かわいらしくウインクしながら、風見はふたりを評ひようしてそう言った。




風見：ま、キョウくんのことが信用できないのはよくわかるけどね。パッと見ぼんくらだから。でも、ふたりでいる限り、彼らは無む敵てきだよ。

瑠璃：キョウ。お前はどうして、そこまで彼女を守りたいと思う？

凛々花：…………な、なんだか聞くのが怖こわいな。

キョウ：最初は、一目ぼれだった。

瑠璃：（呆あつ気けにとられた顔で）……は？

キョウ：一目ぼれだった！（一同笑）

瑠璃：あ、うん。……なるほど、ひとめぼれね。

キョウ：最初はそうだった。だが、オーヴァードに覚かく醒せいしてから一いつ緒しよに過すごしていく中で、これほど一緒にいたい、一緒に未来を築きずいていきたいと思ったのは、凛々花だけなのだ。

凛々花：………………[image: !!!!]（真っ赤になって突つっ伏ぷしている）

瑠璃：ならば、キョウ。この白鷺という地がなくても、その女を守ったのか？

キョウ：当たり前だ！

瑠璃：ほう。あの並なみいるメイドや、この豪ごう邸ていがなくても、その女を守るのか？

キョウ：余はずっと、凛々花のことしか想っておらぬ。その凛々花のためならば、この身ひとつで守り抜くことになんのためらいもないぞ！

瑠璃：……なぜ、そこまで言い切れる？

キョウ：無論、愛の力だ！　余は、愛を信じているからだ！

瑠璃：（啞然として）あ、愛……？

ラハブ：……ルリ。人はしばしば我が身を犠牲にしてでも愛する者を救います。以前のナイトフォールがあなたを救ったようにね。

瑠璃：……!!（はっとした顔になる）




　二年前、瑠璃を助けるためにその身を犠牲にした大切な仲間たち。

　かつてナイトフォールを名乗っていた六人の仲間。彼らが自分に対して行ったことを、キョウと凛々花の間に感じる。




瑠璃：ははっ……そうか。うん、納なつ得とくした！　納得したぞ、キョウ、凛々花！

キョウ：納得したなら何よりだ！

瑠璃：ずっと疑ぎ問もんだったお前たちの関係に納得がいった。ついこの間、自分とラハブも同じような関係になったからな（一同爆笑）。

凛々花：ええ!?　そ、そうだったの……って、その言い方だと誤ご解かいしちゃうんだけど（笑）。

瑠璃：誤解……されるかな？（笑）。

キョウ：（ラハブに握あく手しゆを求めて）そうか、おぬしも結けつ婚こんしたのか。祝い金を包もうではないか！（爆笑）

ラハブ：カ、カネだ！　ルリ！　彼は信頼できます！　いわばスルタンです！　王です！

瑠璃：わかったから黙だまってろ!!（笑）　そうじゃなくて、ふたりにはちゃんと離はなれたくない絆きずながあるってことだ。

キョウ：うむ！

凛々花：それは……うん、否定はしないよ。

瑠璃：それが事実なら、我々ＵＧＮはお前たちに協力し、藤堂凛々花の保ほ護ごを任まかせることはできるのかもしれない。

キョウ：であろう？

瑠璃：だが、まだ足りない。まだお前を信用し、協きよう力りよく体たい制せいをとるのに足りないものがある。

キョウ：足りないものだと？

凛々花：一体なんなんです？

瑠璃：それは──鷺乃宮キョウ、お前の強さだ！　「ＵＧＮにて封印する必要なし」と答えるためには、お前がこの場で、お前自身の実力を示しめしてもらう必要がある！

ラハブ：ただ蹂じゆう躙りんされるだけでないという価値を、見せてほしいのです。

凛々花：そっか……今得心が行った感じ。結構がっつり来られたから、びっくりしてたんだけど……そっか。悪い人たちじゃないんだよね。

ラハブ：おや、今頃気づいたのですか？

キョウ：……いいだろう！




「ならば余の全力で応おうじてやろうではないか！」

　じっと自分を見み据すえる瑠璃に、真まっ直すぐな視線で返すキョウ。

　その姿は、瑠璃にある種の満足感を与あたえた。




キョウ：……お前たちは、悪者ではないと余は思う。ならば、認みとめてもらうように力を尽つくしてやろうではないか。

瑠璃：……自分たちは自分たちの正せい義ぎを信じ、救いたい人を救う。それが時には悪ととらえられるかもしれない。

キョウ：……うむ。

瑠璃：だからただ、信じて欲ほしい。

キョウ：そうだな。お前たちなら、信じられる気がする。

ラハブ：キョウ、ルリ、我々は実に近しい存在です。ただ昼を歩いているか、夜を歩いているかの違ちがいにすぎません。

斗月：それはかっこいいな。……ム、と頷うなずいておこう。

キョウ：……では、次は余の力を信じてもらう番だな！

瑠璃：ああ！　お互たがいに手て加か減げんは抜ぬきだ!!

キョウ：うむ！　何を壊こわしても構かまわんぞ！　金ならある!!




　お互いのすべてをぶつけ合う問答の末、わだかまりや誤ご解かいを出し尽くしたふたり。

　すっきりと、からっぽの頭のまま、全力をぶつけ合う！




ジャッジ：では、最後の対決です。『決戦』エリアのルールはシンプルに、ダメージの比くらべ合いです。キョウと瑠璃が全力で殴なぐり合い、ダメージを算出してください。その差がそのまま脅きよう威い度どに影えい響きようします。なお、キョウは《神殺し》が使えます。

キョウ：なんだと!?　……そうか、相手は聖せい杯はいだからか！




　瑠璃の身体に宿る聖杯もまた、遺産のひとつ。であれば、キョウの持つ力──あらゆる遺産を喰らい、消滅させる神殺しの力もまた、有効なのだ。




ジャッジ：なお、この判定には他のＰＣもできる支し援えんは行って構いません。

斗月：……任まかせたぞ。俺にはなにもできることはない。

ラハブ：残念ながらワタシもそうです。まあ、ルリには必要ないでしょうけどね。

風見：メジャーアクションで支援のエフェクトを飛ばすのはありなの？

ジャッジ：許可します。

キョウ：それは助かるのう。だが、あとはもう正面からの殴り合いなのだな。

瑠璃：そのくらいシンプルな方が自分はやりやすい。

ジャッジ：では、セットアップから処理を開始します。

瑠璃：《フルパワーアタック》！　全力で力を溜ためるッ!!

斗月：……ム。腕うでを上げたな、強羅瑠璃、と呟つぶやいておく（笑）。

凛々花：キョウくん、信じてる。……勝って！　《導みちびきの華はな》で次の判定の達たつ成せい値ち＋18！

風見：会長は《狂きよう戦せん士し》。次のメジャーアクションのクリティカル値ちがマイナス１、ダイスが四個こ増ふえるよ。

キョウ：……うむ、力が湧いてくるようだ！

ハウント：構わん、全力で行け。サポートはしてやる。

ラハブ：ワタシはあなたを信じていますよ、ルリ。

志津香：思いっきりぶつかってしまいなさいな。

瑠璃：ラハブ、少佐、志津香さん……。よし！　いってくるッ!!

ジャッジ：では、瑠璃[image: ]キョウの順番でダメージの算出を行います。まずは瑠璃からどうぞ。

瑠璃：よおっし！　マイナーアクションで《完かん全ぜん獣じゆう化か》＋《破は壊かいの爪つめ》ぇっ!!




　瑠璃の体が銀色の美しい狼おおかみのそれに変わる。

　己おのれの中に秘ひめる獣けものを飼かい馴ならし、大地を走る美獣！




瑠璃：メジャーは《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》のみ！　いっくぞおおお！（ダイスを振ふる）…………46!!

ハウント：《妖よう精せいの手》だ！

瑠璃：ありがとう少佐！　妖精に導みちびかれたかのように、不ふ規き則そくかつ軽やかな動きで爪と牙きばを叩たたき込こむ！　達成値は57！

ハウント：《勝利の女神》も使おう。その達成値に更さらに＋18だ。

瑠璃：ってことは……75！　ダメージダイスが８Ｄで──87点!!

凛々花：はちじゅうなな!?

斗月：さすがにデカイな……！

風見：これに勝つには[image: 127]点必要なのか……。

キョウ：……やってやれないことはなかろう！　行くぞ!!




　銀の獣に視線をあわせ、キョウの右手に日にち輪りんが輝かがやく。

　白い鳥を思わせる異い形ぎようの爪に刻きざまれた日輪。それは、神を滅ほろぼす力。



















キョウ：まずはマイナーで《骨ほねの剣けん》！　メジャーは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《爪そう剣けん》＋《ブラッドバーン》＋《神殺し》[image: !!!!]

ラハブ：おおお、いい出目！

凛々花：すごーい！

キョウ：ダイス目は55、か……。

凛々花：わたしも《妖精の手》を使うよ！

キョウ：すまぬ、凛々花！　60、70……72に〈白兵〉レベルと《導きの華》を足して、96!!

瑠璃：96!?

ラハブ：これが恋こいの力ですか。素す晴ばらしい（笑）。

キョウ：ダメージは10Ｄに《神殺し》を入れて14Ｄ！

凛々花：そこに《力の法ほう則そく》も使うよ。キョウくん、ダメージに＋８Ｄ！

ハウント：ダメージダイスが22Ｄか。中々聞いた事のない数だな（笑）。




　仲間の力を一身に受けて放つ一いち撃げき。それこそが、キョウの全力に他ならない。

　日輪の輝きを帯びたその一撃は────。




キョウ：ダメージ……[image: 144]点!!　これが！　余の！　全力だぁぁぁぁぁっ!!　叫んで、思いっきり頭ず突つきをかまします!!（一同爆笑）

瑠璃：自分もあわせて頭から突っ込こむ！　で、激げき突とつ！




　轟ごう音おんと共に、銀ぎん狼ろうと化した瑠璃の頭部と、光を纏まとったキョウの頭部が激突する。

　ふたり、ほぼ同時に満足げな笑えみを見せ──、




瑠璃：…………お前の勝ちだ、鷺乃宮、キョウ！




　ずるりと、人の姿すがたに戻もどった瑠璃が大地に倒たおれた。




ラハブ：そのルリはワタシが支ささえましょう。お見事です、ふたりとも。

キョウ：くぅぅぅぅ……痛いたかったぞ！

凛々花：お疲つかれ様さま、キョウくん……！　駆かけ寄よって支えるよ。

瑠璃：きゅう～って目を回してるよ（笑）。

ハウント：志津香、瑠璃を起こしてやれ。

志津香：あ、は、はい！　瑠璃さん、起きてくださいな。そう言って軽くぺちぺちほっぺを叩たたきますわね。

瑠璃：う？　う、う～ん……。

キョウ：……どうだ、瑠璃。余の勝ちであろう？

瑠璃：……そうだな。自分もまだまだ未み熟じゆくだ。そう呟いてにやりと笑う。今の頭突きに免めんじて、ナイトフォール現げん隊たい長ちようの名において、全力でこちら側の上層部を説得する。

ラハブ：確かに。最強精せい鋭えい部隊ナイトフォールの一番を、ただ一度の頭突きで打うち払はらったのですからね（一同笑）。

瑠璃：あんな威力の頭突きが「ただの」であってたまるか……まったく（笑）。

キョウ：脳のうと脳のぶつかり合いだぞ！（一同笑）　つまり思いと思いのぶつかり合いだ！

凛々花：それにしても、と脱だつ力りよくしちゃうかな。……ありがとう、キョウくん。

キョウ：うむ!!　勝ったぞ、凛々花！　そう言ってハイタッチしておこう（笑）。

ラハブ：まあ、こちらも聖せい杯はいを使わせるはめにならなくてよかった。

ハウント：待て。これだけは確認しなければならない。鷺乃宮キョウが、ＵＧＮと協力する意志があるかどうか。我々の手をとるなら、ＵＧＮはキミが凛々花嬢じようを守るという好意に対して協力する意志がある。

風見：つまり、「上層部を説得してきたら、今度は協力してくれるよね？」っていうことに対して、オッケーをもらいたいってことだよね？

ハウント：その通り。

キョウ：それはもう、もちろんだ！　むしろこっちから、それをお願いしたいくらいだ。

ハウント：いい返事がもらえて嬉うれしい。我々には、君の衝しよう動どうを抑おさえるための手助けができる。

キョウ：おおっ！　それは余にとっても嬉しい情じよう報ほうだ！　ぐっと握あく手しゆをしよう。

ジャッジ：では、そこでイベントが発生します。──というわけで、ここからＧＭを加納さんに交代しますね！

志津香[image: ]ＧＭ【加納】：はーい。キョウと瑠璃の決着がついたその瞬しゆん間かん、突とつ如じよ天てん井じよう部分にひびが入り、瓦が礫れきと共に何かが降ふってきます！

瑠璃：なに!?

キョウ：何者だ！




　キョウと瑠璃の真しん剣けん勝負が終わり、昼と夜の戦いに決着がついたその時──。

　闘とう争そうの行方ゆくえをひとり見守っていた、巨きよ大だいな悪意が姿を見せる！




ＧＭ【加納】：まず最初に降ってくるのは巨きよ大だいな剣けん。それが地面に突き立つと、続いてその柄えの上にドレス姿の少女──グラディウスがふわりと降おり立たちます。ハヌマーンのイージーエフェクト《軽けい功こう》があるので、体重を感じさせない動きですね。

ハウント：ふん、年とし甲が斐いもない。

ラハブ：この女も見た目どおりの年ねん齢れいではないようですが、いくつくらいなのです？

ＧＭ【加納】：七〇歳さい前後、という設せつ定ていです。精せい神しん性せいは年とし相そう応おうの老ろう婆ばのそれに近い。

ハウント：騎き士し団だんより長生きってわけではないのか。

ＧＭ【加納】：そういうことです。──彼女は不満そうにあなた方を見回すと「足りないねえ」と吐はき捨すてるように呟つぶやき、舌した打うちをする。「まるで足りないよ。まさかお前たち、たったこれだけで闘争を終わらせるつもりじゃないだろうね？」

瑠璃：……どういうことだ？

キョウ：何を言っている、お主。

ＧＭ【加納】：彼女は落らく胆たんしたようにキョウを見る。「殺しに来た相手と手打ちだって？　血ち塗ぬられた鷺乃宮の当主たるものが、生なま温ぬるいったらありゃしないよ」

キョウ：なんだと!!

瑠璃：貴様…………。

ＧＭ【加納】：「もっとだ！　もっと激はげしく、もっと容よう赦しやなく戦え！　あんたの中の衝動をより強く顕けん現げんさせるんだよ！」

キョウ：そんなことをしたら凛々花と結婚できぬではないか！（一同爆笑）

凛々花：そ、そこなの!?（笑）

瑠璃：この期ごに及およんでそれか……。

ＧＭ【加納】：「やれやれ。やはり──」とグラディウスは凛々花を見る。「あたしの望む世界をつくるには、あんたの心しん臓ぞうが必要みたいだねえ」

凛々花：……渡わたす気は、ないよ。

ＧＭ【加納】：その答えに、にぃっと嬉うれしそうに笑う。「そうさ、それでいい。抵てい抗こうしてもらわなきゃ、戦えないからねえ……」

ハウント：……変わらないな。

ラハブ：どこまでも闘争を求めますか。

ＧＭ【加納】：グラディウスは地面に突き立った大たい剣けんの柄に立っているわけですが、その刀身がうっすらと光り始めます。「折角ここまで仕上げたんだ。鷺乃宮とＵＧＮの闘争で生まれた力、我わが遺い産さん──戦いの神マーズの力を今こそ見せてやる！」




　グラディウスが叫ぶと、その大剣を中心にマーズ──火星を司つかさどるシンボルマークが浮うかび上あがる。それは輝かがやきを放ちながら天井をつきぬけ、薄うす曇ぐもりの空に同じ形の巨大なシンボルを刻きざみ込こんだ。

「今一度起き上がれ！　戦うために生み出されたモノたちよ！」




瑠璃：何が起こってる!?

風見：ま、ただ事じゃないことだけは確たしかだね……！

ＧＭ【加納】：外ではＵＧＮや鷺乃宮が使用している、あるいは破は壊かいされた兵器や戦せん闘とう車両がありますが、それらにマーズのシンボルが刻まれていく。すると破壊されたものは再さい起き動どうし、動かしていたものは操そう作さ不ふ能のうになり、次々とマーズに支し配はいされていく。

ラハブ：兵器を支配……それがこの遺産の力ですか。

ハウント：……兵器だと？　まずい、外には『アレ』がある！

瑠璃：『アレ』？　少佐、それはまさか──！

ＧＭ【加納】：気づいたようですね。──そう、ナイツ側の最終指令カードで使用される予定だった爆ばく撃げき機きにもマーズのシンボルが刻まれる！

一同：えええええええええええええええ[image: !!!!]

ＧＭ【加納】：マーズによって乗っ取られた兵器たちはどんどん上空へと舞まいあがり、互たがいに分ぶん解かい・再さい構こう成せいして新たな姿に組くみ替かえられていきます。

風見：合体してるってこと？

ＧＭ【加納】：その通りです。やがて、それは巨大なローマ戦車の姿に組み上がります。

キョウ：ローマ戦車？

凛々花：えっと、馬が曳ひいてる奴やつ？　タロットの戦車に描えがかれてるような……。

ＧＭ【加納】：そうです。機械の巨きよ馬ばが嘶いななき、鋼はがねの戦車が上空を駆かけ始めます！




　白鷺市の上空に響ひびき渡わたる鋼の嘶き。威い容ようの鉄戦車たちは、その針路を鷺乃宮家へと向け、進軍を開始する。そしてそのうちふたつの戦車には、最終指令で使用されるはずのミサイル二基きが搭とう載さいされている──！




ＧＭ【加納】：なお、あなた方はその一部始終を鷺乃宮の監かん視し衛えい星せいから送られる映えい像ぞうで確認可能です。鉄の戦車がこちらに向かってきていることもわかります。

瑠璃：衛星まで持ってるのか、鷺乃宮家……（笑）。

ラハブ：なるほど、すさまじい力です。こちらに向かっていますか……。

風見：大分派は手でなことになっちゃってるね。会長驚きよう愕がく。

ハウント：……何をするつもりだ、グラディウス。

ＧＭ【加納】：「無む論ろん、闘争を。──さらなる闘争を！」

ハウント：民間人まで巻まき込こんで無差別破壊をするつもりか……。

ＧＭ【加納】：「何を言う。闘争の引き金を用意したのはお前たちＵＧＮだろう？　お前たちが使わないなら、あたしが有効利用させてもらうさ」




「闘争に次ぐ闘争のために。我が剣にさらなる力を与あたえるために。そして──」

　しゃがれた笑い声を上げ、グラディウスは凛々花をねめつける。

「花はな嫁よめの心しん臓ぞうをいただくためにねえ」




瑠璃：勝手なことはさせない！　ＵＧＮが持もち込こんだ火種なら、それを止めるのも自分たちＵＧＮの責せき任にんだ！

ラハブ：ワ、ワタシはちょっとワクワクしてしまってるんですが（一同爆笑）。

瑠璃：ラハブぅぅぅぅぅぅ!!　お前は自重しろ！（笑）

ラハブ：いやあ、元々滅ほろびの炎ほのおなものでこういうのを見ると……（笑）。

風見：……しかしこの神使いたちって、凛々花くんを凝こった方法で殺そうとしてるんだけど、何か理由でもあるのかな。

ＧＭ【加納】：簡かん単たんに言えば、衝動に支配されているんですよ。『遺産』が強すぎるためにジャーム化しており、衝動に基もとづいた殺害をしようとする。彼女の場合は闘争です。

キョウ：そうか、それで余は、鷺乃宮家は吸血の衝動に……。

凛々花：キョウくん……。

ＧＭ【加納】：さて、状況が整ととのったところでグラディウスはふわりと地面に降おり立たつ。「さあどうする？　ＵＧＮ、そして鷺乃宮の」

キョウ：知れたこと！　おぬしを倒し、あのミサイルも止めてみせる！

ＧＭ【加納】：「いい気き迫はくだねえ。ミサイルが落ちるまでにあたしを止められるかい？　そもそも、あたしを倒したからってアレが止まる保証はないけどね」

凛々花：どっちも止めなきゃいけないのね……。

風見：なら今からだったら迎げい撃げきが間に合うかもしれないんだね。

キョウ：会長？

瑠璃：ＧＭ、テレーズさんに連れん絡らくは取れない？　ＵＧＮからも街の人の避ひ難なんや被ひ害がいを防ふせぐために動いてもらいたい。

ＧＭ【加納】：では、志津香が「先ほどからその連絡をしています！」と。

瑠璃：うん、お願いするね、志津香さん。

ハウント：ああ。我々の目的は爆ばく撃げきを止めることに変へん更こうする、構わないな？

瑠璃：もちろん！

ＧＭ【加納】：では、そこでアンナがキョウに声をかけます。「若わか君ぎみ、こちらからも迎撃機を出す用意があります」

キョウ：無論だ！　ここで手をこまねいているわけにはいかんぞ！

ＧＭ【加納】：「ですが──武ぶ装そうした航空機はすべてマーズの支配下です。残っているのは兵へい装そうのない航空機のみです」

ラハブ：いいえ、兵装ならあります。

キョウ：なんと？




「──我々が兵装になればよいのです」

　不ふ敵てきに笑ったラハブが両手に炎ほのおを纏まとわせる。その炎ならば、あるいは──。




ハウント：確かにな。武器が使えないなら我々が直ちよく接せつ攻こう撃げきすればいいだけだ。

ＧＭ【加納】：さすが天さん。ここでぶっちゃけますと、クライマックスはふたつに分かれます。ひとつは迫せまり来くる戦車を上空で迎撃するチーム。こちらは移い動どうができないので、射しや撃げき攻撃ができるＰＣが出撃し、近づかれる前に倒たおす。

風見：なるほどねー。

ＧＭ【加納】：もうひとつは、この場に残ってグラディウスと直接対決するチームです。なお、凛々花は必ずこちらのチームになります。

凛々花：そっか、わたしの心臓を狙ねらってるから……。

キョウ：ならば余もこちらだな。遺産を倒たおせるのは、余しかおらぬ。




　キョウの右手に宿る、神殺しの力。

　それは『遺産』を、神を完全に滅ほろぼし尽くす唯ゆい一いつの力だ。この力なくして、グラディウスへの完全勝利はありえない。

　右みぎ拳こぶしを固く握にぎり締しめ、キョウはグラディウスをねめつける。




キョウ：なにより、凛々花を守るのは余の役目だ！

瑠璃：くっ、中あてられる……（笑）。そうだＧＭ、ＵＧＮからは何も手出しできないの？

ＧＭ【加納】：いえ、ＵＧＮからも増ぞう援えんが出ていますが、何しろ武装や兵器はすべて一定範はん囲いに入るとマーズに支配されてしまうので──。

ハウント：なるほど、エフェクトなら問題ないとは言え手出しはしにくいな。

瑠璃：そっか。……じゃあ、

ＧＭ【加納】：なお、グラディウスはそうやってあなた方がチームを分けるのをじっと待っています。なぜなら、そうやって闘争が拡かく散さんすることこそ彼女の望みだからです。

ラハブ：じゃあチーム分けしますんで、しばらく待っててくださいね（笑）。

瑠璃：こらこら（笑）。

キョウ：そうだな。……アンナ、動けるメイドと動かせる機を確認せよ。

ＧＭ【加納】：「……飛行船が一機と、それを動かす人員が精せい一いつ杯ぱいですわ」

キョウ：……うむ、わかった。それでよい。

瑠璃：なるほどね。そうやって命令したりしてるのを見て、少しは当主としての自覚が出てるのかなって思っておこう。──で、こっちはアイコンタクトだけでチームを分ける。




　瑠璃、ラハブ、ハウント、そして志津香が視し線せんを送りあう。

　初めに動いたのは瑠璃。拳を握り締め、グラディウスに対たい峙じすべくキョウの隣となりへ。その瑠璃と一度だけ視線を交こう錯さくさせ、ラハブは飛行船へと足を向ける。

　すれ違ちがいざま、ふたりは軽く拳をあわせ、微笑ほほえみあった。




凛々花：かっこいい……！

キョウ：あのふたり、信しん頼らいしあっておるのだな。

ラハブ：ワタシは迎撃側ですね。離はなれた相手や複ふく数すうの相手はお手の物です。

ハウント：妥だ当とうだな。私も迎撃側に行こう。

風見：だね。射撃攻撃できる会長とラハブくん、ハウントくんは迎撃側で決まり。

凛々花：わたしとキョウくんは、グラディウスだね……。

瑠璃：自分もグラディウスだ。接せつ近きん戦せんしかできないからな。

ＧＭ【加納】：あとは志津香と斗月ですが、どちらに行くかでクライマックス１と２のＧＭを自分と矢野さんどっちがやるか変わります（笑）。

凛々花：な、なるほど（笑）。

斗月：……ム。俺のほうが比ひ較かく的てき防ぼう御ぎよよりだな。上空に行っても志津香じゃ攻撃能のう力りよくが活いかせないので、残るほうがいい気がする。

瑠璃：そうだね。そうなるとどっちもデイズふたり、ナイツふたりになるし。

ＧＭ【加納】：それでは、チーム分けは完かん了りようですね。

瑠璃：うん。キョウと凛々花の前に立ってグラディウスに視線を向けるよ。

ＧＭ【加納】：志津香も肩かたにかかる髪かみを払はらい、ハンマーを地面に突つき立たてて瑠璃の隣となりに立ちます。

凛々花：頼たのもしいなあ！

キョウ：味方にすると心強いことこの上ないのう！

瑠璃：改めて自分から会長と斗月さんに言おう。ここは自分たちに任まかせて欲しい。

ＧＭ【加納】：「妹さんはわたくしたちにお任せください。あなた方は空を頼たのみますわ」

斗月：…………ム。では、残る側の四人を順に見て──キョウに言おう。凛々花を、頼む。

キョウ：……勿もち論ろんだ!!

凛々花：気をつけてね、お兄ちゃん。

斗月：……ム（大きく頷く）。行くぞ、会長。

風見：オッケー。会長はかわいく飛行船に乗のり込こむよ。

ラハブ：やれやれ、我々は子守をせねばなりませんね、ハウント。そう言って身体を炎の矢に変え、上空に飛んでいきます（笑）。

ハウント：私は飛行船に乗り込む前にグラディウスに声を掛かけよう。

ＧＭ【加納】：ニヤニヤとあなた方の様子を見ていますが、ハウントの視線を察してぴくりと眉まゆを動かします。「何か言いたげだねえ、坊ぼうや」

ハウント：随ずい分ぶん自信があるようだが──勝ち目はないぞ、グラディウス。お前は聖せい杯はいに戦いを挑いどんだ。

ＧＭ【加納】：「ほう……？」




「──今のお前に言ってもわからんだろうがな」

　聖杯そのものである瑠璃に勝てるはずはない──。そう確かく信しんしたがゆえの言葉をかつての同どう志しに叩たたきつけ、ハウントは飛行船に乗り込む。




ＧＭ【加納】：「帰ってこれたら相手をしてやるよ、坊や」とだけ答え、グラディウスは再び視線を凛々花に向けます。「……準備はそろそろいいようだね？」

凛々花：瑠璃さん、志津香さん。……わたし、守られるだけのつもりはありません。きちんとお役に立ちますから。

瑠璃：これまでの戦せん闘とうでそれはよくわかった。けど、あなたを守りたいって人たちが居いるんだ。それを忘わすれず、絶ぜつ対たいに身を捨てるな。

ＧＭ【加納】：「くれぐれも無理はなさらないように」と志津香も言います。

凛々花：うん、よろしくお願いします！




　自分たちと変わらぬ年でありながら、プロフェッショナルの風ふう格かくを漂ただよわせるふたりの少女。その背せ中なかを見て、凛々花は心が高ぶるのを感じていた。

「頼もしいよね、キョウくん」

「うむ！　──負ける気がせぬぞ！」




キョウ：グラディウス、貴様の思い通りにはいかんぞ！　この余が指一本触ふれさせぬ！　凛々花にも、この街にもだ！




　キョウの檄げきと共に離り陸りくする飛行船。

　その瞬間、二箇か所しよで同時に展てん開かいする攻こう防ぼうの火ひ蓋ぶたが切って落とされた──！








《勝利の女神》　適切な戦術指揮により、仲間を勝利へ導くノイマンのエフェクト。











　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax 01◆決戦、白しら鷺さぎ市上空


Scene Player ─── ハウント






　白鷺市上空を駆かける巨きよ大だいな鋼はがねのローマ戦車。グラディウスに支し配はいされ、街を火の海にすべく進軍するそれを迎むかえ討うつべく、鷺乃宮の飛行船が往ゆく──！




ＧＭ【加納】：それでは、クライマックスその１！　グラディウスによって操あやつられた爆ばく撃げき機きを迎げい撃げきする、というシーンになります！

風見：その飛行船って、やっぱりあのイラストがついてるのかな。二巻についてたポストカードと同じのが（笑）。

斗月：……なんて恥はずかしい……。

ラハブ：中々愉快な飛行船ですね、これは（笑）。

ハウント：で、敵てきの数や戦場の状じよう況きようを知りたい。

ＧＭ【加納】：了りよう解かいです。まず爆撃機が変化したローマ戦車が二機、そして司し令れい塔とうと思われる一ひと際きわ巨大な戦車が一機。それらがすべて三機ずつの護ご衛えいに守られています。

ラハブ：フフフ、大量にいるなら倒たおし甲斐がいがあるというものです。

ＧＭ【加納】：そういえば、ラハブはシーン攻こう撃げき取ったんですね……。

ラハブ：（満面の笑えみで）フフフ、こんなこともあろうかとね！

斗月：……で、俺おれたちは飛行船の上にいるわけか。

ＧＭ【加納】：そうなります。というわけで、あなた方は敵てきが爆撃ポイントに来るまでに倒たおす必要があります。この戦せん闘とうにおけるレギュレーションは以下です。





・ＰＣはいかなる手しゆ段だんを使っても移い動どうができない。

・戦闘開始時、敵との距きよ離りは[image: 200]メートル。ラウンドの最後に敵は[image: 100]メートル接せつ近きんする。２ラウンド目の最後に距離は０メートルになる。

・２ラウンド目終しゆう了りようまでに司令機が生き残っていた場合、爆撃が実行される。






ハウント：２ラウンドで片かた付づける必要があるということか。

斗月：……ム。爆撃が実行されたら、どうなるんだ。

ＧＭ【加納】：戦闘は司令機を倒すまで続行されますが、クライマックスその２でキョウや瑠る璃りが不利になったり、なにより白鷺市そのものがただではすまないでしょう。具体的にどうなるかは秘ひ密みつということで。

斗月：……ム。

ラハブ：なるほど、気が抜ぬけませんね。

風見：ひゃー、こりゃ大変だね。会長戦せん慄りつ。

ハウント：失敗は許ゆるされん。──行くぞ。

ＧＭ【加納】：では、あなた方を感知した司令機が空一面に響ひびき渡わたる嘶いななきをし、戦闘の開始を告げます。衝しよう動どう判はん定ていを行ってください！




　闘とう争そうの権ごん化げが生み出した、鋼はがねの巨きよ馬ばが大きく嘶く。天空に轟とどろく衝しよう撃げきは、迎撃に向かった四人のレネゲイドを震ふるわせ、その衝動を喚起する──！




風見：会長は17で成功！　侵しん蝕しよく率りつは[image: 142]まで上がっちゃった。

ラハブ：ワタシも17で成功。侵蝕率は……うおお、19も上がって[image: 127]！　このチンケな街ごと滅ほろぼしてやるぞおおお！（一同爆ばく笑しよう）

瑠璃：落ち着けラハブ！（笑）

斗月：……ム、危あぶなかったが、達たつ成せい値ち10で俺も成功だ。問題は侵蝕率が86しかない……。

風見：斗月くんは逆ぎやくに低すぎるねー。

斗月：……ム。なんとかしよう。《時の棺ひつぎ》が使えないのは厳きびしいかもしれんからな。

ハウント：私わたしも衝動判定は10で成功だ。

ＧＭ【加納】：おお、全員成功ですね。では、戦せん闘とうを開始します！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ【加納】：では、まずはセットアップ。こちらは行こう動どう値ち28で司令機が《限げん界かい突とつ破ぱ》を使用し、《援えん護ごの風》の使用回数を増ふやします。

斗月：……ム。支し援えんしてくるのか。

風見：会長は《女王の降こう臨りん》で《狂きよう戦せん士し》を自分に使うよ。テンションを上げる香こう気きが会長の周囲を漂ただよい、かわいさを演えん出しゆつする。

斗月：《サポートデバイス》だ。両りよう腕うでに籠こ手てを顕けん現げんさせて装そう着ちやく。

ラハブ：ワタシは《原初の黄：加速装そう置ち》を使用。これで行動値は＋20されて27です。

ＧＭ【加納】：では、司令機が行動値28で行動します。《エンジェルヴォイス》《風の渡わたし手》を使用し、自身と爆撃機二体、そして自分の周りにいる護衛機の次に行う判定のクリティカル値を下げます。というわけで、次は行動値27のラハブです。

ハウント：司令機は援えん護ごをしてくるか……。

風見：勝利条じよう件けんでもあるし、アレに集中攻撃すべきだね。

ラハブ：しかし今のワタシに数など関係ありません。マイナーで《オリジン：レジェンド》《炎ほのおの加か護ご》、メジャーはアージエフェクト《原初の灰：万ばん軍ぐん撃げき破は》に《プラズマカノン》その他を組み合わせて攻撃！




「神の信徒たるワタシの前で神を名乗るとはなんたる不ふ遜そん！　滅ほろびなさい！」

　ラハブの姿すがたが少年のそれから本来の姿──炎の魔ま人じんへと変わる。その全身から放たれる紅ぐ蓮れんの炎は、天空を真しん紅くに染そめ上あげ、鋼の巨馬へと躍おどりかかる！




ラハブ：そしてマーズへのロイスを取得。即そく座ざにタイタスにし、クリティカル値ちを１下げます。これで……お、おおおお？

風見：（口元を押さえて）うそ、ラハブのダイス目、低すぎ……？（笑）

ハウント：《妖よう精せいの手》だ。それを10にして振ふりなおせ。

ラハブ：おお、感かん謝しやしますよハウント！　では……ダイスが61で、達成値は79！　焼き尽つくして差し上げます！

ＧＭ【加納】：護衛機は全員《イベイジョン》なので回かい避ひ失敗。ですが、各エンゲージで二体ずつ《カバーディフェンス》と《献けん身しんの盾たて》を使用。司令機および爆撃機と、護衛機の内一体をかばいます。

ラハブ：くう、わかっていたとは言え面めん倒どうな。ダメージは84点、装そう甲こう無む視しです。この破は滅めつの炎を喰くらいなさい！

ＧＭ【加納】：それはひとたまりもない。合計６体の護衛機が焼き尽くされ、バラバラと地上に落下していく。

ハウント：これで残りは爆撃機が二体と司令機、護衛機が合計三体か……。

風見：次は会長だね。今はまだ《マシラのごとく》は抜ぬき、《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》《風の渡し手》その他を組み合わせて攻撃！　達成値は……おお、ダイス目すごーい。96！




　ウインクと投げキッス──いつもどおりに愛あい嬌きようを振ふりまく生徒会長・雲雀風見ひばり・かざみ。

　心なき兵器でできた闘争の化身でさえ、それからは逃のがれられない。戦場に芳かんばしく弾はじけるレモンの香かおりが、鋼の巨馬の機き能のうにノイズを走らせる。



















風見：ダメージは47点、装甲は無視だよー。

ラハブ：なるほど、ただの美び童どうというわけではないようですね。

ＧＭ【加納】：それで護衛機は全ぜん滅めつ！　しかし次は行動値10で二体の爆撃機が行動する。マイナーアクションを使用して攻撃の対象を範はん囲いにし、飛行船を砲ほう撃げき。司令機が《援護の風》も使用して、達成値は合計で30！

ハウント：《束そく縛ばくの領りよう域いき》を使う。《勝利の女め神がみ》も使って達成値はちょうど30だ。その攻撃自体を失敗させる。




　爆撃用の戦車が大きく嘶き、飛行船目め掛がけてその火力を解かい放ほうする。数多の銃じゆう火か器きや誘ゆう導どう兵器が変化した槍やりが、ローマ騎き兵へいの攻撃のごとく降ふり注そそぐのだ。

　だが、その槍のことごとくが仮か面めんの男に支し配はい権けんを掌しよう握あくされ、飛行船に届とどくことなく落下していく──。




ＧＭ【加納】：くっ、だがもう一体も同じ攻撃をしてくる！

斗月：……ム。それは俺がＤロイスの〝守しゆ護ご者しや〟を使って引き受ける。両腕から重力を発生させ、攻撃をこちらひとりに絞しぼり込こませるぞ。

ＧＭ【加納】：おお、なるほど。では達成値は32、再ふたたびローマ兵士のファランクス戦法のごとく、火器が変化した槍が降り注ぐ！

ラハブ：フフフ、懐なつかしい光景です。しかしこれをひとりで受けるとは、やりますねトゲツ。

風見：頼たのんだよ斗月くん！

斗月：……ム。《グラビティガード》を使用してガードだ。

ＧＭ【加納】：ダメージは……うおおお、４Ｄで37!?　ダメージは52点、装甲は有ゆう効こうです。

斗月：ダメだ、14点しか防ふせげない。《リザレクト》して、ＨＰ１点で起き上がる。

ＧＭ【加納】：了解です。では、次は行動値７で斗月とハウント。

斗月：……ム。俺は攻撃手段がないな。ここはジェネシフトして、メジャーアクションは放ほう棄きする。……うむ、15点上じよう昇しようして、侵蝕率は[image: 112]だ。

ハウント：さて、あとは爆撃機を無視して司令機を狙ねらえばいいな。《コントロールソート》《マルチウェポン》その他を組み合わせて攻撃。……達成値は35だ。

ＧＭ【加納】：こちらは《イベイジョン》なので命中。

ハウント：強化した銃じゆうの威い力りよくを試してみるか……。ダメージは48だ。

ＧＭ【加納】：装甲で15点、防ぼう具ぐの能のう力りよくで５点軽けい減げん。28点のダメージを受ける。まだまだ健けん在ざいです。

斗月：……流石さすがに硬かたいな。

ＧＭ【加納】：では、最後に敵が全員[image: 100]メートル移動してラウンド終了です。




　ハウントの二に挺ちよう拳けん銃じゆうが司令機の身体を穿うがつが、致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。確かく実じつに数を減へらしながらも、鋼の戦車は刻こつ々こくと近づいてくる──！




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ【加納】：それではセットアップ。司令機は再び《限界突破》を使用し、《援護の風》の使用回数を増やします。

斗月：……ム。もう《サポートデバイス》の意味がないな。何もしない。

ラハブ：ワタシは《加速装置》を使用しますよ。侵蝕率が[image: 150]を超こえたので、行動値は31！

ＧＭ【加納】：おお、では司令機よりもラハブが先せん攻こうする！

ラハブ：これで落とせればいいのですがね……。マイナーは《炎の加護》、メジャーは《原初の赤：振しん動どう球》《プラズマカノン》その他を使って攻撃です。……お、おや？　ダイス目が16……？

ハウント：……最後の《妖精の手》だ。

ラハブ：うおおおおハウント！　信じていましたよ!!（笑）　達成値は56です!!

ハウント：駄だ目め押おしをしたほうが良いだろう。《勝利の女神》も使って達成値＋18だ。

ＧＭ【加納】：こちらはどうせ《イベイジョン》なので、回避は失敗。

ラハブ：それなら達成値は74で、ダメージは──82点、装甲無視！

ＧＭ【加納】：５点軽減して77、累るい計けいダメージ[image: 105]点──まだ生きている！　そして司令機の行動ですが、爆撃機の片かた方ほうに《エンジェルヴォイス》を使用。




　ラハブの炎にその身体のほとんどを焼かれながら、鋼の戦車はまだ進軍を止めない。

　だが、風見がそのあとに続く──！




風見：畳たたみ掛かけちゃうよ？　《風の渡し手》はもう使えないけど、さっきの攻撃に《マシラのごとく》も組み合わせて──うええええ!?　達成値９!?

ＧＭ【加納】：こちらの《イベイジョン》は達成値が自動的に20になるので、それだと回かい避ひ成功になりますね……。

斗月：──いや、まだだ！　その《イベイジョン》で発生するはずの回避判定を《時の棺ひつぎ》で失敗にする！

一同：おおおおおおおお!!




　風見の香こう気きを潜くぐり抜ぬけて進軍しようとする司令機。その刹せつ那な、斗月は雄叫おたけびと共に重力の力りき場ばを発生、司令機の動きを止める。

　一いつ瞬しゆん無む防ぼう備びになった司令機に、風見の香気が強きよう烈れつな振しん動どうと共に司令機を揺ゆらした！




風見：ダメージは47点、装そう甲こう無む視しだよー。

ＧＭ【加納】：５点軽減して累るい積せきダメージ[image: 147]……。司令機、未いまだ健在!!　そして爆撃機が動く！　まず《エンジェルヴォイス》を受けているほうが範はん囲いに攻撃して、達成値は27！

斗月：……ム、俺は《グラビティガード》を使用してガードだ。

風見：回避は失敗。ま、どうせもう攻撃できないし、ここは倒たおれておこう。

ラハブ：ワタシも回避失敗です。ハウント、トゲツ、あとは頼たのみましたよ。

ＧＭ【加納】：ダメージは29点、装甲は有効。爆撃機の槍が再び飛行船にいるあなた方に降り注ぐ。

斗月：ダメージは７点まで抑おさえたが、残りＨＰ１ではダメだ。ナイトフォールをタイタスにして起き上がる。

ハウント：──《ラストアクション》。




　槍に穿うがたれ倒たおれる刹せつ那な、ハウントは全身を無理矢理賦ふ活かつさせて最後の攻撃を行う。極きよく限げん状じよう態たいでの集中力をすべて銃じゆう弾だんに込こめ、ありったけ叩たたき込む必殺の早はや撃うち！




ハウント：達成値は24。《イベイジョン》が達成値20なので命中だな。ダメージロールにＤロイスの《復ふく讐しゆう者しや》を使用だ。最終的なダメージは──68点。

ＧＭ【加納】：20点軽減して48点、累積ダメージ[image: 195]。こちらのＨＰは[image: 180]！　それで落ちる！

斗月：……ム。

風見：ひゅー、やるねえハウントくん。さすがはプロってところかな。会長感服。

ラハブ：フフ、中々見事なものです。




「……状況終了だ」

　ハウントの言葉と同時に司令機が沈ちん黙もくする。その瞬しゆん間かん、爆撃機もその姿が解とけ、元の兵器の残ざん骸がいに戻もどってバラバラと落下し始める。

　街への被ひ害がいは未然に防ふせがれた。しかし、まだグラディウス本人が残っている──！








《限界突破》　一定時間、限界を超えた速度で行動するハヌマーンのエフェクト。

《援護の風》　風を操り、他人の行動をサポートするハヌマーンのエフェクト。

《原初の黄》　他のシンドロームのエフェクトをコピーするウロボロスのエフェクト。

《加速装置》　瞬間的な反応速度を上げ、先手を取るブラックドッグのエフェクト。アージエフェクト　サプリメント『レネゲイズアージ』で追加されたエフェクト。自らの衝動（アージ）にあえて身を任せることで強大な力を発揮する。

《原初の灰》　自分の衝動と合致したアージエフェクトを取得することができるウロボロスのアージエフェクト。

《万軍撃破》　「破壊」の衝動を持つノイマンのアージエフェクト。ひとつの武器、ひとつの技で多くの目標を撃破する。

《プラズマカノン》　あらゆる物体を蒸発させるプラズマ球を生み出して攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《カバーディフェンス》　身を挺して他者を庇うエフェクト。

《献身の盾》　トループがカバーリング可能になるエネミーエフェクト。

《束縛の領域》　対象の攻撃行動を阻害するオルクスのエフェクト。

《コントロールソート》　思考で身体を制御するノイマンのエフェクト。

《マルチウェポン》　複数の武器を同時に使用するノイマンのエフェクト。

《原初の赤》　他のシンドロームのエフェクトをコピーするウロボロスのエフェクト。

《振動球》　振動波を打ち出して敵を攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《エンジェルヴォイス》　聞く者の全身を震わせ、鼓舞する声を出すハヌマーンのエフェクト。

《時の棺》　一瞬だけ時間を止め、相手の行動を阻害するバロールのエフェクト。

《ラストアクション》　倒れる間際に強引に行動を取るノイマンのエフェクト。











◆Climax 02◆軍神


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　白鷺市上空で始まった迎げい撃げき戦せんと時を同じくして、ここ鷺乃宮家の邸てい宅たくでは、花はな嫁よめ──そして白鷺市の命運を懸かけた一戦が始まろうとしていた。

　敵は軍神の加か護ごを持つ闘とう争そうの権ごん化げ。迎むかえ撃うつは、昼と夜の代表者たち！




ＧＭ【加納】[image: ]志津香：さて、ここからはＧＭを矢野さんにバトンタッチして、クライマックスその２、グラディウスとの戦闘になります。矢野さんよろしくお願いします！

斗月[image: ]ＧＭ【矢野】：うむ、さっきのシーンに斗月が出たからね。加納くんの作ったＮＰＣを俺が担たん当とうすることになるが（笑）。

志津香：まあ、そこは今回の仕様上仕方ありません。事前に相談したぶんでもありますし。

ＧＭ【矢野】：そうだな。では、始めるとしよう。

瑠璃：しまった、ＨＰが３しかない……！

凛々花：さすがに応おう急きゆう手当キットを使う時間はない……？

ＧＭ【矢野】：そこまではグラディウスも待ってくれないね。というわけで、登場する四人は侵しん蝕しよく率りつを上げてくれ。

凛々花：ですよねー。えと、わたしは[image: 120]です。

キョウ：余よは[image: 123]だ。

瑠璃：自分は[image: 117]。

志津香：[image: 103]ですわ。わたくしだけ少し低めですが、まあすぐに上がりますしね。

ＧＭ【矢野】：では時間は少し戻って、キミたちが他の四人と別れた直後。飛行船が飛び立つのを見送ったグラディウスは、地面に突つき立たてていた剣けんを手にとってブン、と一度振ふる。




　剣圧がキョウたち四人の頰ほおをビリビリと叩たたく。同時に、周囲に散らばっていた武ぶ器き、兵器の残ざん骸がい──メイドたちやＵＧＮが使っていたものだ──にマーズのシンボルが刻きざまれ、それは瞬しゆん時じに組み上がって鋼はがねの兵士へと変わっていく。




凛々花：グラディウスひとりじゃないの!?

ＧＭ【矢野】：うむ。現あらわれるのは、武ぶ具ぐの残骸で組み上げられたローマ兵士たち。トループが二グループ登場することになる。

キョウ：メカローマ兵か……（笑）。

志津香：数の上での有利が一気になくなりましたわね。

瑠璃：有う象ぞう無む象ぞうがいくら増ふえても同じことだ！

ＧＭ【矢野】：「ははっ、ちょうどいい数になったね」と唇くちびるを歪ゆがめて笑い、大たい剣けんを肩かたに担かつぐ。「始めよう。闘争の果てに、花嫁の心しん臓ぞうを頂いただこうか」

瑠璃：お前の力で何でも思い通りになると思うな！　ここでグラディウスにロイスを取る。

ＧＭ【矢野】：「大きな口を叩たたけるのもいつまでかね──？」ここでグラディウスは《ワーディング》を使用する。衝しよう動どう判はん定ていだ！

キョウ：来たか！




　グラディウスから放たれる圧あつ倒とう的てきな闘争の衝動。まるで無数の剣を突つきつけられるかのような錯さつ覚かくに陥おちいり、キョウたちのレネゲイドがざわめき始める──！




キョウ：うむ、成功だ！

凛々花：わたしも成功！

瑠璃：失敗しちゃったー！　青春で心に傷きずを負ったので暴ぼう走そうする（笑）。侵蝕率も[image: 130]まで上がっちゃったよー。

風見：そんなにショックだったのか……（笑）。

志津香：あ、あぶない。ギリギリですが成功しましたわ。

ＧＭ【矢野】：瑠璃だけが暴走か。よし、では戦闘を開始する！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ【矢野】：では、まずはセットアップ。グラディウスの行動値は比ひ較かく的低くて11だが、この中だと一番早い。というわけで、Ｅロイス〝殺さつ戎かい現げん出しゆつ〟を使用！




「さあ、楽しい楽しい闘争の始まりだ！」

　グラディウスの担いだ大剣──軍神マーズがぬらりと光る。それは、レネゲイドに闘争の衝動を励れい起きさせる忌いまわしい光！




ＧＭ【矢野】：〈意い志し〉で対決してもらおう。敗北すると闘争の衝動に吞のみ込こまれ、暴走を受けた上に、攻撃以外の判定にペナルティを受ける。こちらの達たつ成せい値ちは21だ！

瑠璃：21!?　絶対無理だよ！　……うん、失敗。暴走した！　青春なんか許さん！（爆笑）

キョウ：うおおおお、達成値20！　１足りなんだ！　余も暴走だ！　許さぬ！

凛々花：わたしも失敗して暴走……！　心臓を押おさえてグラディウスを睨にらみつける。

志津香：く、わたくしも失敗して暴走しましたわ。ですけれど、変へん異い暴走のおかげでダイスが減へるだけで済すみましてよ。

瑠璃：志津香さん、ただでさえダイス少ないのに……（笑）。

志津香：か、カバーリングができるから大だい丈じよう夫ぶですわ！（笑）

ＧＭ【矢野】：全員暴走か。ではさらにＥロイス〝唯ゆい我が独どく尊そん〟を使用し、このセットアップにさらに《ヴァイタルアップ》を使用する。




　闘争の衝動に中あてられ、レネゲイドの暴走に身を焦こがすキョウ、瑠璃たち四人。

　そのさまを見てグラディウスは満足げにほくそ笑えみ、レネゲイドを活かつ性せい化かさせていく──。




ＧＭ【矢野】：ちなみに教えておこう。グラディウスの侵蝕率は[image: 250]％だ。

凛々花：高いっ!?

瑠璃：つまりＨＰが[image: 150]増ふえたってことか……。

志津香：最低[image: 200]、ひょっとしたら[image: 300]、ってところですわね。

キョウ：恐おそろしい奴やつだのう……。

ＧＭ【矢野】：グラディウスは舌したなめずりをする。「時間をかけるほどこの街は闘争に吞まれ、あたしは更さらなる力を得る。それまでにあたしと軍神マーズ、両方倒たおせるかい？」

キョウ：させぬ、とさっき言ったはずだ！

瑠璃：キョウ！

凛々花：キョウくん……。




「ここには余の仲間たちも、そして敵てきながら見事な力と結束を見せた瑠璃たちもおる！　おぬしの好きにはさせぬぞ、グラディウス！」

　湧わき上あがる衝動と戦いながらも、グラディウスを睨にらみつけて一いつ喝かつするキョウ。こんな相手にこの街を、そして凛々花を好きにさせるわけにはいかない──！




ＧＭ【矢野】：「くっくっ、言うじゃないか。それじゃ、愉たのしませてもらおうか！」というわけで、こちらのセットアップは終了！

凛々花：《支配の因いん子し》を使います！　このラウンド、敵の攻こう撃げき力りよくが35下がる。

ＧＭ【矢野】：35か……！　さすがに大分下がるな。グラディウスはともかく、トループはほぼ無力化されたようなもんだな。

凛々花：領域が広がって花びらが舞まい、刃やいばに絡からみ付いて切れ味を鈍にぶらせます。

キョウ：余は特にないぞ。

志津香：わたくしもありませんわ。

瑠璃：《フルパワーアタック》！　舞まい散ちる花びらの中、身を深く沈しずめて攻撃態たい勢せいをとる！

ＧＭ【矢野】：ではセットアップは終了。次にグラディウスの行動だが──。

キョウ：イニシアチブに《異い形ぎようの転てん進しん》で余が前に移動、頭を押おさえるぞ！　一瞬身体が消えたと思うと、すぐにグラディウスの目の前に現れる。

ＧＭ【矢野】：了解。では、グラディウスの行動だ。「ひとりでやってくるとは、わざわざ首を差し出してくれる気かい！」と喜き悦えつを浮うかべるが……く、範囲攻撃を防がれた。仕方ない、ここは《神速の鼓こ動どう》その他を組み合わせてシーン攻撃！

志津香：そうはさせませんわ！　六星崩ほう壊かい！　《時の棺ひつぎ》！




　キョウを眼がん前ぜんにしたグラディウスが大剣を大きく振ふりかぶると、その周囲に激はげしい風が巻まく。広こう範はん囲い殲せん滅めつのための攻撃と見て取った志津香は、己おのれが操あやつる白い魔ま眼がん──『星』のうち六つをぶつけあい、崩壊させて超ちよう重じゆう力りよくを発生、その攻撃を押おさえ込こんだ！




ＧＭ【矢野】：では攻撃は失敗だ。どのみちこのラウンドは攻撃力が落ちてるし、切り札を先に打たせただけよしとしよう。

志津香：そうするしかなかったとはいえ、思おも惑わく通りに動かされたようで悔くやしいですわね。

凛々花：次はわたしが動きます！　《要かなめの陣じん形けい》と《導みちびきの華はな》のいつもの組み合わせに、アージエフェクト《恐きよう怖ふの加か護ご》！　キョウくん、瑠璃さん、志津香さんの次の判定の達成値＋18、攻撃力＋15、クリティカル値ちマイナス１だよ！

キョウ：うむ！　いつもより強く凛々花の力を感じるぞ！

瑠璃：すごーい!!

志津香：普ふ段だんＧＭとして苦しめられてる凛々花の支し援えんが味方になるとこうも心強い（笑）。

ＧＭ【矢野】：い、意味がわからん。なんだその支援能力（笑）。

凛々花：キョウくん。わたし、今でも怖こわい。けど──わたしの怖いって気持ちはキョウくんや瑠璃さん、志津香さん、別の場所で戦ってるお兄ちゃんや会長たちが薄うすめてくれてる。




「だから──キョウくんの恐おそれは、後ろでわたしが引き受ける。何も怖くないからね！」

　恐怖の衝動が生み出す、新たな力。それは仲間に恐怖を克こく服ふくする勇気を与あたえる！




凛々花：応おう援えんしてるから……！

キョウ：くうううう、凛々花の気持ちを感じるぞ！　ありがとう凛々花！　その気持ちだけで余は何倍でも強くなれる！

瑠璃：青春してるなあ……。

志津香：まぶしいですわ。

キョウ：これぞ余の花道！（笑）　《ジャイアントグロウス》とアージエフェクト《ソウルスティール》その他で、達成値は──ダイス目だけで[image: 102]！　合計で[image: 126]だ！

一同：おおおおおおおお！

ＧＭ【矢野】：避さけられるかそんなもん！　ドッジしてみるが……うん、全然ダメ。

凛々花：《力の法ほう則そく》を使うよ！　ダメージに＋７Ｄ！

キョウ：全部で22Ｄだな！　……ダメージは[image: 177]点、装甲無視！




　凛々花の華に導かれ、白き異い形けいの槍やりと化したキョウの右みぎ腕うでがグラディウスとその尖せん兵ぺいに突とつ貫かんする。その一いち撃げきが敵を薙なぎ払はらうまさにその瞬間、恐れや逡しゆん巡じゆんを振ふり払はらうかのように、凛々花の手がそっとキョウに添そえられたような気がした──。




キョウ：余の手に花びらがひとつ触ふれると、それが凛々花の手のぬくもりを与あたえてくれる。もはやこれはケーキ入刀のようなもの！（笑）

凛々花：なんで!?（笑）

瑠璃：そんな青春してる場合かぁぁぁぁ!!（一同爆笑）

志津香：どこまでも揺ゆるぎませんわね、この若わか君ぎみは！　瑠璃さんも静まって（笑）。

ＧＭ【矢野】：グラディウスへのダメージはＤロイス〝機械化兵〟で10点、ＦＨバトルアーマーで５点軽減して[image: 162]か。トループは何もできないまま全滅だな。

キョウ：《ソウルスティール》の効こう果かで余のＨＰも40増えたぞ。

ＧＭ【矢野】：「どこからこの力が……！」とグラディウスは目を見開く。

志津香：次はわたくしですわね。その前に、イニシアチブで《マグネットムーブ》を使用。星のひとつが引力を発生し、グラディウスをこちらに引ひき寄よせますわ。

ＧＭ【矢野】：ほほう、了解。ではグラディウスはそっちのエンゲージに入る。

瑠璃：志津香さん、相手は範囲攻撃を持ってるんじゃ……。

志津香：考えがありますの、大丈夫ですわ。では、改めてわたくしの行動。マイナーで深しん呼こ吸きゆうして暴走を解かい除じよ、メジャーは《バリアクラッカー》《ＭＡＸボルテージ》その他全部を組み合わせて攻撃！　達成値は78ですわ！

ＧＭ【矢野】：78か！　ドッジは当然失敗！

志津香：ダメージは装甲無視で75点。ハンマーに星を纏まとわせ、加速して叩たたきつけますわ！

ＧＭ【矢野】：〝機械化兵〟で10点、防具で５点軽減して60か。かなり痛いたい……！

志津香：やっぱりこれじゃ落ちませんわね。……瑠璃さん！

瑠璃：任まかせろ！　暴走したままマイナーは《完かん全ぜん獣じゆう化か》《獣けものの爪つめ》。暴走はしてるけど、凛々花の優やさしい心を受けているので穏おだやかな目のまま変化していく。

凛々花：きれい……。

瑠璃：鷺乃宮キョウ。お前がどれだけ強いかは、この額ひたいの痛いたみと今の一撃でわかった。

キョウ：……うむ。

瑠璃：さっきの約束、必ず守らせてもらう。──そのためにも、グラディウスは必ず倒す！




　咆ほう哮こうとともに、瑠璃の姿が美しい銀の狼おおかみへと変わっていく。怒いかりに燃もえる銀ぎん狼ろうの瞳ひとみが、爪そう牙がが、キョウと志津香の攻撃でわずかにぐらついたグラディウスの身体に叩たたき込こまれる！




瑠璃：メジャーは《獣の力》《コンセントレイト：キュマイラ》《吠ほえ猛たける爪》のみ！　達成値は96だ、わおーん！

ＧＭ【矢野】：96!?　やはりドッジは失敗！

志津香：では、ダメージロールに《暴ぼう食しよくの魔ま王おう》を使いますわ。瑠璃さんの身体に星を纏わせ、その突とつ撃げきを加速します！　ダメージに＋５Ｄしてください！

瑠璃：ありがとう志津香さん！　[image: 125]点、装甲無視！




　きらきらと輝かがやく星を纏い、流星のように瑠璃が疾しつ駆くする。すれ違ちがい様に叩たたき込こんだ爪牙は、グラディウスの身体を大きく傾かしがせるに十分な威い力りよくを持っていた。




凛々花：ダメージのインフレがすごいことになってるなあ……。

志津香：おおむねあなたのせいですわ（笑）。

キョウ：さすが余の嫁だ！

ＧＭ【矢野】：「……楽しいねえ！　こんなにギリギリなのは久ひさしぶりだ！」Ｅロイス〝修しゆ羅らの世界〟を使用、戦闘不ふ能のうを解除してＨＰ１で復ふつ帰き。全身ボロボロになりながら、グラディウスはなおも闘争の愉ゆ悦えつに身を浸ひたしている。

瑠璃：しぶとい……！

キョウ：やはり、余の神殺しの力で倒たおさねばならぬか！

ＧＭ【矢野】：ここで全員行動終了か。では最後のイニシアチブで《マグネットムーブ》を使用、キョウをこちらのエンゲージに引ひき寄よせておく。

キョウ：強羅瑠璃のパワーに驚きよう嘆たんしながら引き寄せられるぞ！（笑）

凛々花：次のラウンドで全員まとめて攻撃する気ね……。

ＧＭ【矢野】：その通り！　では、第一ラウンド終了！




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ【矢野】：では次のラウンド！　セットアップ、こちらは何もなし！

瑠璃：《フルパワーアタック》は必要ないな。何もしない！

ＧＭ【矢野】：ではイニシアチブプロセス。こちらは《加速する刻とき》を使用！　《獅し子し奮ふん迅じん》その他を組み合わせ、範囲に攻撃する！

志津香：そうはさせませんわ！　《ミスディレクション》で対象を単体に変へん更こうします。グラディウスに星をまとわりつかせ進路を阻そ害がい！

ＧＭ【矢野】：それなら──まずはキョウを狙ねらおう。「花嫁はあとでゆっくり料理してやるさ！　まずはお前だ、鷺乃宮キョウ！」達成値は47！

キョウ：ドッジはできぬな……。

志津香：かばったほうがよろしいですか？

キョウ：いや、余には《ソウルスティール》で増えたＨＰがある！　受けてみせるぞ！

ＧＭ【矢野】：ダメージは59点、装甲無視！

キョウ：残りＨＰ16！




「重いな……。だが、これでは余は斃たおれぬ！」

　大剣の一撃をまともに受け、血を流しながらもキョウは倒たおれない。両足で大地を踏ふみしめ、その目は瞬まばたきひとつせずにグラディウスを見み据すえている。




ＧＭ【矢野】：「しぶといねえ……！」では行動値11で再びグラディウスの行動。先ほどの組み合わせに《ライトスピード》を組み合わせて二回攻撃する！

志津香：やらせないと言ったはずです！　どちらも《ミスディレクション》で単体に変えます！　ハンマーを地面に突き立て、両手に三つずつ纏まとった星でそれぞれ攻撃を逸そらします。

ＧＭ【矢野】：侵しん蝕しよく率りつが[image: 160]超こえたからあと二回使えるのか！　では、両方ともキョウを狙って攻撃しよう。まずは一回目、達成値76！

キョウ：くっ……！

志津香：やらせません！　《マグネットフォース》でかばいますわ！

ＧＭ【矢野】：ダメージは69、装甲無視だ。

志津香：それはたまらずボロ雑ぞう巾きんみたいになって転がりますが、グラディウスのロイスをタイタスにして昇しよう華か、起き上がりますわ。

ＧＭ【矢野】：「邪じや魔まをしやがって！」と吐はき捨すてるように言いながら志津香を斬きり、返す刀でもう一度キョウを狙う。達成値は72だ。

志津香：なら、今度はメジャーアクションを放棄して……！

瑠璃：──いや、ここは自分がかばう！

志津香：瑠璃さん!?

瑠璃：こいつらを倒すには鷺乃宮キョウの力が必要なのだろう？　なら、これが最善だ。

志津香：……わかりました。わたくしも限界ですし、お願いしますわね。

キョウ：おぬしら……！

瑠璃：そういうわけだ。今度は自分がにやりと笑って割わり込こむ。

ＧＭ【矢野】：ダメージは82！　キョウを殴なぐったときこのダメージが出ていれば！（笑）

瑠璃：うん、ひとたまりもないね（笑）。グラディウスのロイスをタイタスにして昇華。

ＧＭ【矢野】：「マーズの刃やいばが──届とどかないだと!?」

瑠璃：夜はここで終わり、お前は夜明けを見ることになる──グラディウス。

凛々花：《導みちびきの華はな》と《恐きよう怖ふの加か護ご》をキョウくんに。侵蝕率が[image: 150]％を超えたので、次の達成値に＋20、ダメージに＋18、クリティカル値マイナス１だよ！

瑠璃：ここで決めろ、鷺乃宮キョウ。お前の力、私たちに見せてみろ！

志津香：まだ切きり札ふだを持ってる可か能のう性せいがありますわ、手て加か減げんは禁きん物もつです！

キョウ：……うむ！　ここで終わらせるぞ、グラディウス！　《神殺し》も含ふくめすべて組み合わせて攻撃だ！




　瑠璃と志津香は身を挺ていしてグラディウスの兇きよう刃じんを受け止め、凛々花は白い花を舞まわせてキョウの往ゆくべき道を指し示しめす。

　三人の期待を一身に背せ負おい、キョウの右手──夜明けをもたらす日にち輪りんの紋もん章しようが光る！



















凛々花：《妖よう精せいの手》も使うよ！　ここで決めて、キョウくん！

キョウ：任まかせよ！　達成値は90！　ここで終わりだぁぁぁぁっ!!

ＧＭ【矢野】：こちらはドッジだ。《リミットリリース》でクリティカル値マイナス１、ダイスは22個こ。……《空そら疾はしる爪つめ》を四回使って＋40するが、達成値68！

一同：おおおおおおおおおおおお！（どよめく）

瑠璃：あ、あぶない。支援なしだとかわされてたな。さすがは金きん獅じ子し騎き士し団だんのルーク。

凛々花：ダメージ軽減が怖いので《力の法則》も乗せます！

志津香：わたくしも《暴食の魔王》を使いますわ。討うち損そこねるわけにはいきませんのよ！

キョウ：ふたりの支援で＋12Ｄされて……合計は[image: 199]点！

ＧＭ【矢野】：うおおおおおお！　《電でん磁じ反はん応のう装そう甲こう》を五回使って[image: 100]点軽減しても99ダメージ!?　それはひとたまりもない！




「余よの拳こぶしは必ず太陽を摑つかむ──！」

　日輪の輝かがやきを放つ右拳に、凛々花の花と志津香の星が更さらなる輝きを添そえる。昼と夜、両方の輝きを受けた一いち撃げきは、軍神マーズの剣けんとともにグラディウスを打うち砕くだく！




キョウ：……ま、余にとっての太陽は凛々花なのだがな。

凛々花：きょ、キョウくん！

瑠璃：はいはい、わかったわかった。

志津香：ブレない方ですわね……。

ＧＭ【矢野】：「あたしが……こんなところで……」グラディウスがよろめき、次の瞬間にその剣が砕くだけ、キョウの日輪に吸すい込こまれていく──というところで、シーン終了だ。








唯我独尊　傲慢で醜悪な自負と自我を持つジャームであることを表すＥロイス。

《神速の鼓動》　振動波を利用してエフェクトを拡大するハヌマーンのエフェクト。

《恐怖の加護》　「恐怖」の衝動を持つオルクスのアージエフェクト。領域内の仲間の恐れを自身が引き受けることで勇敢さを授ける。

《ソウルスティール》　「吸血」の衝動を持つブラム＝ストーカーのアージエフェクト。血液を媒介に魂さえ吸い尽くし、自らの生命力に変える。

機械化兵　肉体の大半が機械化されていることを表すＤロイス。

ＦＨバトルアーマー　ＦＨが開発した対オーヴァード用バトルスーツ。

《マグネットムーブ》　磁力で相手を引き寄せるブラックドッグのエフェクト。

《吠え猛る爪》　振動波を伝達させ、装甲を無視するハヌマーンのエフェクト。

修羅の世界　あらゆる不利な状況を振り払い、全力で戦う状態に持ち込む「衝動：闘争」のＥロイス。

《ミスディレクション》　光学的な囮を作り出し、広範囲の攻撃から身を守るエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ライトスピード》　高速で連続行動するハヌマーンのエフェクト。

《リミットリリース》　神経加速により限界を突破するハヌマーンのエフェクト。

《空疾る爪》　「闘争」の衝動を持つハヌマーンのアージエフェクト。戦場に吹く風を足場にして有利を得る。

《電磁反応装甲》　瞬間的に電磁バリアを形成し、攻撃を軽減するブラックドッグのエフェクト。











　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ【矢野】：ではバックトラックです。ＧＭは便べん宜ぎ上矢野がそのまま続けますね。こちらのＥロイスは、全部合わせて七つ。では、順番に確かく認にんしていきましょうか。

キョウ：おお、Ｅロイスだけで40も下がったぞ！　現げん在ざいの侵しん蝕しよく率りつは[image: 130]。ロイスは六つ残っておるし、これはダイスを増ふやさなくてもよさそうだのう。……おや？

凛々花：そ、そのダイス目あぶなくないです？

キョウ：ま、待て待て計算しよう。出目が……31。最終侵蝕値ち99！　危あぶなかった！（笑）

風見：ギリギリだなあ（笑）。あ、会長は96で帰き還かんしたよー。

凛々花：わたしも大だい丈じよう夫ぶです。最終侵蝕値は87。

志津香：わたくしは二倍振ぶりになりましたが、帰還は成功ですわ。

瑠璃：Ｅロイスでこれだけ下がれば一倍で大丈夫かな。……うん、88まで下がって帰還！

ラハブ：ワタシもダイスは増やさず帰還成功です。実は99でギリギリでしたが（笑）。

ハウント：私わたしは普ふ通つうに振って80で帰還だ。

ＧＭ【矢野】：よし、斗月も85で帰還成功。では、エンディングに移うつりましょう！







◆Ending 01◆黄昏たそがれ


Scene Player ─── 強羅瑠璃






　砕くだけ散ちった軍神マーズの剣けん、滅ほろび行ゆく自らの肉体。爆ばく撃げき作戦も阻そ止しされ、グラディウスは完かん膚ぷなきまでの敗北を味わっていた。その顔が驚きよう愕がくと屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。

　だが、女戦士はまだ足搔あがこうとしていた──。




ＧＭ【矢野】：ここからエンディングになる。最初はクライマックスの直後からだ。キョウの一いち撃げきがグラディウスの剣を粉ふん砕さいし、ほどなくして迎げい撃げきに出ていた四人が戻もどってくる。

キョウ：おお、皆みな！　無事であったか！

凛々花：お兄ちゃん、会長、みんな！

風見：やっほー、そっちも終わったみたいだね。

ラハブ：フフフ、こちらは楽勝でしたよ（笑）。

瑠璃：ボロボロじゃないか！（笑）

ハウント：……私はグラディウスに視し線せんを向けよう。言ったとおりになったな。

ＧＭ【矢野】：「バカな……。東雲ならともかく、お前たちなんぞに、このあたしが……」グラディウスは奥おく歯ばをギリッと嚙かみ締しめ、あなた方を睨にらみつける。

キョウ：負けを認みとめよ、グラディウス。もはや何をしても無む駄だだぞ。

志津香：ええ。こうなってはあなたもおしまいですわ。

ＧＭ【矢野】：「まだだ！」ボロボロの身体でグラディウスは声を張はり上あげる。「スナッチャー！」

瑠璃：えええええええええ!?

ラハブ：なに？

ＧＭ【矢野】：「スナッチャー！　ナイトフォールを貸かせ!!」

瑠璃・ラハブ・ハウント・志津香：[image: !!!!]




　ナイトフォール──。

　かつてＵＧＮで対たい遺い産さんのエリートチームとして勇名を馳はせたオーヴァードたち。そして、瑠璃にとって二年前に失ったはずの大切な仲間たち。その彼かれらが、今になって金きん獅じ子し騎き士し団だんと共に活動しているという情じよう報ほうはすでにあった。事実グラディウスは彼らの力を借り、東雲と痛いたみ分わけになってもいるのだ。

　これこそ、グラディウスの最後の切きり札ふだ──。




ＧＭ【矢野】：その瞬しゆん間かん、空間にぴしりとヒビが入る。志津香の使う《ディメンジョンゲート》と同種のモノである、とナイツのメンバーはわかるね。

ハウント：…………。

ＧＭ【矢野】：開いたゲートから現あらわれるのは、瑠璃と同じ顔、同じ姿すがたをした人物──。瑠璃の肉体を奪うばった存そん在ざい、スナッチャーだ。

キョウ：る、瑠璃がもうひとり!?

凛々花：どういうことなの……？

瑠璃：出たな、スナッチャー……！




「スナッチャー、ナイトフォールを！」

　現れたスナッチャーを見て、グラディウスはもう一度同じことを要求した。だがスナッチャーはわずかに鼻を鳴らし、「ナイトフォールは貸せない」と冷たく撥はね除のける。

　グラディウスの表ひよう情じようが、驚きよう愕がくと絶ぜつ望ぼうに歪ゆがんだ。

「もともとレオンハルトとの約束は一度きり。それに──グラディウス、お前の役やく割わりは威い力りよく偵てい察さつに過すぎない」




ＧＭ【矢野】：「それと、レオンハルトからの伝言だ。『時代後れは用よう済ずみだ』とな」

ハウント：はじめから捨すて駒ごまだったということか。レオンハルトらしいやり方だ。

瑠璃：……自分はそんな会話は無む視しして飛とび掛かかりたい。いや、飛び掛かる！

志津香：いけません、瑠璃さん！　今の消しよう耗もうした我われ々われでは！　手を摑つかんで止めます！

ＧＭ【矢野】：スナッチャーは瑠璃を一いち瞥べつすると、「こんな光の当たるところでやりあうつもりはない」と言い、その身をゲートに滑すべり込こませる。

瑠璃：待て！　鳴なる神かみ先せん輩ぱいを、ナイトフォールのみんなを……!!

ＧＭ【矢野】：そうやって叫さけぶ瑠璃の隣となりを走りぬけ、グラディウスがスナッチャーに追おい縋すがるが、その身体が大きく吹ふき飛とんで壁かべに叩たたきつけられる。

瑠璃：え……？

ＧＭ【矢野】：スナッチャーの背はい後ごには瑠璃のよく知るかつてのナイトフォールメンバーの姿が見える。その中のひとり、東洋人の男の拳こぶしがグラディウスを撃げき退たいした。

瑠璃：先輩!!　鳴神先輩!!

志津香：……瑠璃さんが暴ぼう走そうしないように、しっかり摑んでおきます。ただし、視線はナイトフォールとスナッチャーから外さずに。

ＧＭ【矢野】：「どうせまたすぐに会える」




「──どこかの夜で」

　最後にそう言い残して、スナッチャーとナイトフォールは姿を消した。

　時を同じくして、グラディウス──金獅子騎士団に長年仕つかえ続けた戦士は、がくりと糸の切れた操り人形のように項垂うなだれ、事切れる。




ＧＭ【矢野】：グラディウスが斃たおれ、兵器軍ぐん団だんも撃げき破はされたことで、白しら鷺さぎ市における戦せん闘とうも収しゆう束そくする。ＵＧＮも消耗を強いられており、撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされるだろう。

ハウント：瑠璃、どうやらここでの任にん務むは終わったようだ。

志津香：ここでの指し揮き権けんは瑠璃さんにあります。撤退命令をお願いしますわ。

瑠璃：……わかった。戦闘は終しゆう了りよう、ＵＧＮは速やかに白鷺市から撤退するよう通つう達たつする。

ＧＭ【矢野】：瑠璃の通達があると、即そく座ざにＵＧＮは撤退を開始する。鷺さぎ乃の宮みやのメイド軍団が見ているモニターでもそれは確認できるだろう。

風見：こっちもひとまず安心ってところだねー。

キョウ：うむ。しかし、なにやらそちらも厄やつ介かいごとを抱かかえておるようだのう。そう言って瑠璃たちを見よう。

凛々花：瑠璃さん、今の──あなたと同じ顔をした人は……。

瑠璃：……あれは、夜の物語だ。お前たち昼の住人には関係ない。

凛々花：でも……。




「お前たちには守らなければならないものが別にある。そうだろう」

　スナッチャーとの戦いは、あくまでも瑠璃たちの物語。

　それに巻まき込こむには、キョウや凛々花は背せ負おっているものが大きすぎる。




瑠璃：守るべきものを守れ。自分たちは自分たちの、お前たちはお前たちの場所を。

凛々花：……わかった。でもね、わたしはあなたたちに助けてもらったの。だから、今度はわたしもあなたたちの力になりたいって、その気持ちだけでも覚えておいて。

瑠璃：……ありがとう。よし、ここで録ろく音おん装そう置ちを取り出そう。──自分の記き憶おくはかりそめのもので、日々失われていくんだ。

凛々花：瑠璃さん……。

瑠璃：けど、記録に残しておけばいつでも思い出せる。よければ、ひと言残してもらいたい。……構かまわないだろうか。

凛々花：（微笑ほほえんで）……うん、わかった。




「昼と夜で分かれていても、わたしたちは同じ空の下にいるの。それだけは忘わすれないでね」

　瑠璃から録音装置を受け取り、凛々花は心からの言葉をその中に記録する。




瑠璃：……キョウ、お前も頼たのめるか？

キョウ：うむ、任まかせろ！　では録音装置を受け取って、軽く深しん呼こ吸きゆうしようぞ。




「おぬしの言うとおり、守るべき場所を守ろう。余よは必ずこの白鷺市、そして凛々花を守る。無む論ろん、余自身からもだ」

　真まっ直すぐ瑠璃を見み据すえ、キョウが決意の言葉を吹ふき込こむ。

　ふたりからの言葉を受け取り、瑠璃は強く頷うなずいた。




瑠璃：ありがとう。──これで自分はあのスナッチャーにまた一歩近づける気がする。

ラハブ：昼と夜が交わる、黄昏時たそがれどきの思い出ですね。

瑠璃：ああ。──そうだ、最後にひとつ。キョウ、お前の答えをまだ聞いていなかった。

キョウ：答え……？　おお、あの問いか。殲せん滅めつ作戦の話だな……。

瑠璃：そうだ。今回は何とか阻そ止しすることはできた。だが、あんなふうに無差別に街や人を狙ねらってくる輩やからが今後出てこないとも限かぎらない。その時、お前はどうする？

キョウ：……うむ。余は、そのような悪意から必ず大事なものを守ってみせる。




「そのためにあるのが、鷺乃宮の当主としての力だ！」

　胸むねを張はり、拳こぶしを握にぎって、キョウは力強く宣せん言げんする。

　──当主として！




志津香：ついにキョウくんが自分から当主という言葉を……。『デイズ』シリーズのＧＭとしてこう、万ばん感かんの想おもいが（笑）。

ＧＭ【矢野】：きっとアンナも「若わか君ぎみ、ご立りつ派ぱです」と涙なみだぐんでいる（笑）。

凛々花：うん、かっこいい。……ちょっと見み蕩とれてしまうな。

瑠璃：どうやら、任まかせても大だい丈じよう夫ぶそうだな。──それでも何か困こまったことがあったら、ＵＧＮを頼たよるといい。お前たちがくれた想い出に賭かけて約束しよう。

志津香：そうですわね。これなら、この方々にお任せしても大丈夫そうですわ。

瑠璃：うん。……それじゃ志津香さん、ゲートをお願いしていいかな。

志津香：ええ、お任せくださいな。では、《ディメンジョンゲート》を開きましょう。

ラハブ：中々楽しめましたよ、皆みなさん。またお会いしましょう。

ハウント：私は特に何も言わないが、鷺乃宮の当主に敬けい礼れいは捧ささげよう。

志津香：それでは、ごきげんよう。

瑠璃：……また会おう！

キョウ：またいつでも来るがよい！

凛々花：それじゃあね、瑠璃さん、みんな！

風見：元気でね。

ＧＭ【矢野】：斗月も「……ム」と頷いて見送る。




　志津香の開いたゲートを順番にくぐっていく瑠璃たち。

　いみじくもスナッチャーが撤てつ退たいする際さいと同じように、瑠璃の後ろには現在のナイトフォールが揃そろっている。

　昼におとずれた夜の住人が、自らの居い場ば所しよへと戻もどっていった──。



















ラハブ：（ひょいと顔を出して）あ、金きん銭せん的てきな支し援えんはいつでも歓かん迎げいしますよ？（一同爆ばく笑しよう）

瑠璃：いいシーンだったのになんで台無しにするんだ、お前は！　帰るぞ!!（爆笑）







◆Ending 02◆そしてふたたび夜へ


Scene Player ─── 強羅瑠璃






　白鷺市での任務を終え、ＵＧＮへと帰き還かんするナイトフォールの四人。

　ブリーフィングルームで彼らを迎むかえるのは、中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんテレーズ・ブルムだ。




ＧＭ【矢野】：では、ここも矢野がＧＭをして、『ナイツ』側のエンディングを演えん出しゆつしよう。テレーズのもとに集合し、今回のことを報ほう告こくするという状じよう況きようだ。

瑠璃：報告書をきちんと作成して持っていくよ。鷺乃宮キョウという少年と鷺乃宮家について。敵てき対たいすることはない、って結けつ論ろんかな。

ラハブ：そうですねえ、中々の人物でした。

ハウント：ＵＧＮにとっても、鷺乃宮は味方にしておいたほうが何かと都合がいいだろう。

ＧＭ【矢野】：「そうね、私もその意見には賛さん成せいだわ」と、テレーズは頷うなずく。

志津香：彼にとっては、ＵＧＮというより我われ々われを──というか、瑠璃さんを個こ人じん的てきに信しん頼らいしていただいた、という感じですけれど。

ＧＭ【矢野】：「ともあれ、白鷺市への攻こう撃げきを主しゆ張ちようした強きよう硬こう派は──アッシュ・レドリック評議員たちは、結果的にＦＨエージェント・グラディウスにその装そう備びを利用され、被ひ害がいを増ふやすという結果に陥おちいったわ」

ラハブ：面目がつぶれましたね、ハッハッハ。

ＧＭ【矢野】：「ええ。あなたたちがそれを食い止めたということも含ふくめてアドバンテージになる。強硬派については、しばらく私に任せてちょうだい」

志津香：お任せします！　本当に！（笑）

ハウント：悪戯いたずらに敵てきを増やすことはないからな。

ラハブ：しかし──話を聞くだに厄やつ介かいな連中ですねえ、とシヅカに。

志津香：余あまり大きな声では言いたくありませんが──。あれほど強大な敵を前に、レネゲイドの脅きよう威いから人々を守るはずの我々の上じよう層そう部ぶが結束できない、というのは問題ですわ。

ラハブ：……ふむ。しかし──。




「身の内の虫は早めに焼いておいたほうがよいのではありませんか？」

　さらりと、ラハブは強硬派の評議員を害することを示し唆さする。

　彼らの取った対たい応おう、そして手しゆ段だんに報ほう復ふくすべきであると言っているのだ。




志津香：それは……!!

瑠璃：ラハブ、よせ！

ＧＭ【矢野】：「……それは相手のやっていることと同じよ」とテレーズが嗜たしなめる。

ラハブ：先に嚙かみ付ついてきたのはあちらです。ならば相そう応おうの報むくいを与あたえるのも礼れい儀ぎだと思いますがね。

瑠璃：……ラハブ。今、自分たちがすべきことはそんなことじゃないはずだ。

ラハブ：ルリがそう言うのでしたら従したがいましょう。

ＧＭ【矢野】：「……実じつ際さい、情なさけない話ではあるけどね」はあ、とテレーズは嘆たん息そくする。

ハウント：強硬派の連中からしてみれば、我われ々われを取とり込こみたいのだろう。『聖せい杯はい』という切きり札ふだを持つ我々をな。

瑠璃：…………。

ＧＭ【矢野】：「ともかく、彼らについては私にまかせて。あなたたちには、また危き険けんな『遺い産さん』の対応に向かってもらうわ。しばらく通つう常じようの任務が続くけど、よろしく頼たのむわね」




　こうして、瑠璃たちナイトフォールは再ふたたび夜へ、世界に散らばる『遺産』のもとへと向かう。その先には、必ずスナッチャーが、瑠璃からすべてを奪った存在が待っている──。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　──帰り道。ラハブとふたりになったとき、瑠璃はふと今回の任務、そしてそこで出会った少年たちのことを思い出していた。




瑠璃：……ラハブ。いつか自分も、彼らみたいにキラキラした昼間に戻もどれるんだろうか。

ラハブ：明けない夜はありませんよ、ルリ。

瑠璃：……そっか。




　微笑ほほえんで、瑠璃はそっと録音機器を──優やさしい想い出の欠片かけらを胸に抱だきしめた。







◆Ending 03◆昼の世界


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　ナイトフォールとの戦いから数日後。鷺乃宮の財ざい力りよく、そしてＵＧＮの支し援えんで街の被ひ害がいは最さい小しよう限げんに留とどまり、戦いの痕こん跡せきは感じられない。あれから新たな『神使い』の襲しゆう撃げきもなく、キョウたちはひとまず平へい穏おんな日にち常じようを取とり戻もどしていた。




志津香[image: ]ＧＭ【加納】：それでは、『デイズ』側のエンディングです。事じ件けんから数日後、あなた方は特に事件も起こらず平穏な日々を過すごしている──というところで、四人が鷺乃宮の屋や敷しきに揃そろっているところから始めましょう。

キョウ：ふむふむ、了りよう解かいだ。

凛々花：夕食後、とかかな。

風見：じゃあ会長がメイド服姿で食後のお茶を用意していよう。

ＧＭ【矢野】[image: ]斗月：……ム。つくづく似に合あうな、会長……。

風見：うん、知ってる♪

ＧＭ【加納】：では、そんなあなた方をアンナが呼よびに来ます。「みなさま、お客様がお見えです。お話がおありとのことですので、応おう接せつ室しつにお通ししておきました」

キョウ：客？　余よらにか？

凛々花：誰だれだろう、こんな時間に。

風見：ま、行ってみればいいんじゃない？

斗月：……ム（頷うなずく）。

ＧＭ【加納】：では──応接室の扉とびらを開けると、突とつ然ぜん眩まばゆい光が目に飛とび込こんできます（笑）。

キョウ：うおっ、まぶしっ！（笑）

風見：もう誰が来たかわかっちゃった（笑）。

ＧＭ【加納】：「まことに申もうし訳わけありませんでしたあああああっ！」




　応接室に響ひびき渡わたる謝しや罪ざいの声。

　そこには、眩まばゆいおでこを持つ小こ柄がらな少女──ＵＧＮエージェント、加か賀が美みあいが土ど下げ座ざ姿すがたで待まち構かまえていた。




凛々花：やっぱり、おでこちゃん……（笑）。

斗月：……加賀美あい、だったか。

ＧＭ【加納】：「こ、こ、この度はまことにご迷めい惑わくをおかけしまして……。その、ＵＧＮの代表として不ふ肖しようこのわたくしが謝しや罪ざいに参った次第でして、ええ」

風見：そうだよねー。最初に攻せめてきて敵てき対たいしたのは正当な理由があるとしても、グラディウスに乗っ取られて街を爆ばく撃げきしかけたのは言いい訳わけのしようがない失しつ態たいだよね（笑）。

ＧＭ【加納】：「う、うぐ……」本当に言い訳のしようがないので、絶ぜつ句くして悶もん絶ぜつしています。「わ、わたくしが敵になるとか不用意な発言をしたばかりに、その、あの……」

凛々花：なんだろう、かわいいなあ（笑）。

キョウ：まあまあ会長、その辺にしてやれ。そう言ってあいの方を向くぞ。で、おぬしはただ謝あやまるためにここを訪たずねてきたのか？

ＧＭ【加納】：「もちろんそれもあるんですが、最大の理由は、我々ＵＧＮとあなた方鷺乃宮の今後の関係についてきちんとお話をするためです」

キョウ：ほほう。

凛々花：今後の関係……。少し不安げに胸を押おさえる。

斗月：……ム。凛々花は渡わたさんぞ。

風見：ふむふむ。言ってごらん？　会長興きよう味み津しん々しん。

ＧＭ【加納】：「結論から申し上げますと、我々ＵＧＮはあなた方と協力関係を結びたいと考えています」




　今回の事件で、ＵＧＮ内部でも強硬派の発言力が弱まった。更さらにはナイトフォール隊長・強羅瑠璃の進言もあり、鷺乃宮家の力、ひいては現げん当とう主しゆであるキョウへの再さい評ひよう価かが行われたと、あいは説明する。




ＧＭ【加納】：「そして──藤堂凛々花さん」

凛々花：は、はい。

ＧＭ【加納】：「あなたの身み柄がらは今後鷺乃宮家で保ほ護ごしていただく、ということになります。もちろん、我々ＵＧＮもバックアップはさせていただきますけどね」

キョウ：うむ、当然だ。凛々花は余が守るのだからな。

凛々花：（ほっとしたように）キョウくん……。

斗月：……ム。しかし、随ずい分ぶんとうまい話だな。

ＧＭ【加納】：「もちろん、協力という形ですので、そちらにもＵＧＮに支し援えんをお願いすることがあるかと思います。代わりに、設せつ備びやレネゲイドに関する情じよう報ほうを提てい供きようできます」

斗月：……ム。つまり、協力するからスポンサーにつけということか（一同笑）。

風見：なるほどね、しっかりしてるよ。会長感心（笑）。

キョウ：凛々花を守るのに協力するなら、そのくらいはお安い御ご用ようだぞ。

風見：なるほどねー。じゃあさ、早速あいくんに調べて欲ほしいことがあるんだけど。

ＧＭ【加納】：「はい、なんでしょうか」

風見：──一〇年前に起こるはずだった、本来の神しん性せい婚こん礼れいについて。どうして延えん期きしたのか、誰が関わっていたのか、そのあたりだね。

キョウ＆斗月＆凛々花：!!




　五〇年周期で開かい催さいされる「神性婚礼」。本来は一〇年前に行われるはずだったそれが、今になって行われていること。それらの謎なぞに、本来の「花はな嫁よめ」であった斗月と凛々花の母、そして滅めつ多たに家に戻もどらない父──両親ともに関かん与よしていたらしいことは明らかになっている。

　だが、その詳しよう細さいについてはまったくわかっていないのだ。




キョウ：そうか、本来なら御ご前ぜんがそこに参加していたはずなのだな……。

凛々花：お父さんと、お母さんのこと……。

斗月：……ム。なるほどな、流石さすがは会長だ──。

風見：やってくれるよね、あいくん？

ＧＭ【加納】：「承しよう知ちしました。私は白鷺市に駐ちゆう屯とんすることが決まりましたので、何かあればお声がけいただければ、と思います！」

キョウ：そうか。

風見：うんうん、よろしくね。

ＧＭ【加納】：「あ、それと私、禊みそぎ原はら高校で物理の教きよう師しとして赴ふ任にんすることになってますので、学内でもよろしくお願いします」

一同：（声を揃そろえて）教師!?

凛々花：あの、失礼なことを聞いていい？　あなた、おいくつなの……？

ＧＭ【加納】：「あ、二五です。潜せん入にゆうのためとはいえ、学生服はキツかったです……」

凛々花：にじゅうごさい!?

キョウ：色々大変だったのだな……。

風見：あっはっはっ（笑）。

斗月：……ム。ともあれ、あいつら──ナイトフォールは約束を守ってくれるつもりのようだ。よかったんじゃないか。と言って凛々花に軽く微笑ほほえむ。

凛々花：……うん。

キョウ：そうだな。色々あったが、あやつらにも感かん謝しやせねばなるまい。──あいとやら。

ＧＭ【加納】：「あ、はい」

キョウ：瑠璃たちに伝えておいてくれ。近い内に一いつ緒しよにごはんでも食べよう、とな。




　利り害がいや損そん得とくではなく、新しくできた友達を気き遣づかう口調でキョウが言う。

　彼にとって、ＵＧＮやオーヴァードといったしがらみよりも、人と人とのつながりのほうがずっと大事なのだ。




ＧＭ【加納】：「はい、必ず！」と、あいは笑って頷うなずきます。

キョウ：おぬしも、仕事頑がん張ばれよ（一同爆ばく笑しよう）。

風見：お殿との様さまが家来を労ねぎらうみたいになってる（笑）。

凛々花：あはは。ひとまずよろしくね、あいちゃん。いや、加賀美先生かな？

ＧＭ【加納】：「あ、はい、今後ともＵＧＮをよろしくお願いいたします！」




　こうしてキョウたち、そして鷺乃宮家はＵＧＮとひとまずの協きよう力りよく関係を結んだ。この先彼らを待ち受ける神性婚礼の参加者、神使いの数──残り、九人。







◆Ending 04◆父の帰き還かん


Scene Player ─── 藤堂斗月






　ナイトフォールとの戦いから一週間ほどが過すぎたある日。鷺乃宮の屋や敷しきに住んでいるとはいえ、道場には定期的に戻もどって管理をせねばならない。

　──その日。帰き宅たくした斗月を、思いもかけないものが待ち受けていた。




ＧＭ【加納】：では、ここで斗月のシーンを挟はさみます。

斗月：…………ム。どういうシーン？

ＧＭ【加納】：ナイトフォールとの戦いから一週間ほど経たったある日です。あなたが道場の掃そう除じなどのために一度家に帰ると、家の中に人の気配がします。

斗月：…………ム。

ＧＭ【加納】：そこに居いるのは、見覚えがありながらも久ひさしぶりに姿すがたを見る人物です。斗月に劣おとらず体たい格かくがよく、寡か黙もくな雰ふん囲い気きを持つ初老の男。

凛々花：そ、それって、まさか……。




「……帰ってきたか、斗月」

　男──斗月と凛々花の父、藤堂修記郎とうどう・しゆうきろうは、ゆっくりと振ふり返かえり、そう言った。




凛々花：お父さん───!!

斗月：親父…………か。表情には出さないが、凄すごく驚おどろく。……なぜここにいる。

ＧＭ【加納】：「ここは私の家でもある」

斗月：一年以上連れん絡らくもよこさず、帰ってもこず、よくそんなことを言う。──何の用だ。今いま更さら、何をしに帰ってきた。

ＧＭ【加納】：「まあ座すわれ」

斗月：何の用だ、と聞いているんだ。

ＧＭ【加納】：「…………ム」と、斗月と同じクセを見せてから、彼は言います。




「──母さんのことを、話そう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ【加納】：……というところで、シーン終了。この話は次巻に続きます。

キョウ：なんと！（笑）

斗月：うむ、了解（笑）。

凛々花：き、気になるところで続くなあ……。







◆Ending 05◆金色の使者


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　私し立りつ禊原高校。キョウたち四人の通う学まなび舎やは、街全体を巻まき込こんだ戦いから数日しか経たっていないにもかかわらず。普ふ段だんと変わらぬ様子を見せていた。

　──だが、日常はほんの些さ細さいなことで急変する。

　その日の朝、キョウと凛々花のクラスに、大きな変化が訪おとずれようとしていた──。




ＧＭ【加納】：それでは、エンディング最後のシーンです。シーンプレイヤーは凛々花で、キョウは自動登場。学校──キョウと凛々花の教室での描びよう写しやになります。時間としては、先ほどの斗月のシーンの前日というところですね。

キョウ：おお、了解だぞ。

凛々花：やっぱり、学校にいると日常が戻ってきたって感じがするね。

ＧＭ【加納】：ちなみに、時じ刻こくは朝のホームルーム前です。

風見：あ、ちょっとだけ会長も出ていいかな？　軽く演えん出しゆつしたら退たい場じようする。

ＧＭ【加納】：おお、構かまいませんよ。

風見：考えたんだけどさ、あいくんには生徒会の顧こ問もんになってもらおうと思うんだ。

斗月：……ム、なるほど。

ＧＭ【加納】：それは問題ありません。というか、都合がいい（笑）。

風見：じゃあ、あいくんには生徒会室の掃そう除じをしてもらったり、物を運んだりしてもらっとこうっと（一同爆笑）。で、キョウくんたちの教室の前を通とおり過すぎる（笑）。

ＧＭ【加納】：「教師って大変ですね……」と、会長にちょこまかくっついて回ります。

凛々花：こき使われてる!?（笑）

斗月：……ム。完全に会長専せん用ようになっているな。

キョウ：ははは、今日もやっておるのう。

凛々花：キョウくんもなんでそんな冷静に受け入れてるのっ!?（笑）

ＧＭ【加納】：では、やがて担たん任にんの先生が現あらわれてホームルームが始まるんですが──今日は普ふ段だんと様子が違ちがいます。

キョウ：ほほう？

ＧＭ【加納】：「えー、突とつ然ぜんだが転入生を紹しよう介かいする。フランスからの留りゆう学がく生せいだ」

キョウ：転入生とな。

凛々花：フ、フランス？




「失礼します」

　担任教師に促うながされて入ってきたのは、黒のライダースとレザーパンツで身を固めた長身の少年だ。さらさらとした金色の髪かみが風に靡なびき、碧あおい目がクラスメイトとなる一同を見つめ、整ととのった面おも差ざしがさわやかな笑顔を浮うかべる。

　教師が板書した彼の名は、Michel Bergerac──ミシェル・ベルジュラック。




凛々花：だ、だ、だ、誰……？　この金きん髪ぱつ美青年はだあれ!?（笑）

斗月：渋しぶ沢さわさん、地じが！　地が出てる！（笑）

凛々花：はっ、すみません。つい。

風見：でも、女子とかキャーキャー言ってそうだよね。

斗月：うむ。で、男子は「ケッ」とか言ってるんだな（笑）。

ＧＭ【加納】：まさにその通りです（笑）。両親の都合で日本に転校してきた、というお定まりの説明を担任がすると、彼──ミシェルは流りゆう暢ちような日本語で「よろしくお願いします」と言ってから、キョウの方を向いてにっこりと微笑ほほえむ。

キョウ：な、なんだ？

凛々花：キョウくん、知り合いなの……？

キョウ：初対面……のはずだが。

斗月：敵てき意いとかもなく、普通に微笑んでくるのか？

ＧＭ【加納】：はい。次に彼は凛々花に視し線せんを向けると──今度は心底嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。

凛々花：え、ええ？

ＧＭ【加納】：そのまま彼はつかつかと凛々花のもとまで歩あゆみ寄より、その目の前で跪ひざまずくと、恭うやうやしく手をとります。

キョウ：（間かん髪はつ入いれず）手をとった瞬間にドロップキックを決めます（一同爆笑）。

凛々花：いきなり何するのキョウくぅぅぅぅぅぅん!?（笑）

風見：あっはっはっはっはっ!!

斗月：あ、足が出ただと……。

キョウ：こやつは危き険けんだ！　危険だと余のセンサーがビンビン感じておる！　凛々花には指一本触ふれさせんぞ!!（爆笑）

ＧＭ【加納】：「フッ……」彼は二、三度埃ほこりを払はらうと、再び凛々花のもとに歩み寄る。

キョウ：おのれ、性しよう懲こりもなく！

ＧＭ【加納】：さすがに今度はクラスメイトがキョウくんを止めます（笑）。

風見：（同級生になって）お、落ち着けよキョウ！　相手は新顔だ！（笑）

斗月：（同級生になって）校内、校内でござる、って羽は交がい締じめにする（笑）。

キョウ：は、離せぇ～ッ!!（笑）

凛々花：わ、わたし、事じ態たいについていけずに目を白黒させてます。

ＧＭ【加納】：では、ミシェルは今度こそ凛々花の手をとり、その甲こうにくちづけをします。

凛々花：あ、えっ……。

キョウ：ああああああああああ！　何をしとるかああああああ！

ＧＭ【加納】：「お会いしとうございました、姫ひめ」と、凛々花に熱っぽい視線を向ける。

凛々花：ひめぇ!?

ＧＭ【加納】：「これより先、御おん身みはこの僕がお守りいたします──」

キョウ：なっ…………!!

凛々花：え、あ、えと、あの……。




「ど、どちら様……？」

　朝の教室に、凛々花の困こん惑わくした声が響ひびく。




　──新たな波は乱らんの幕まく開あけだった。





───to be continued.









　　　　あとがき




　祭りだ祭りだ！　お祭りだァァァァッ！




　　　　＊　　　＊　　　＊
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　昼と夜の戦いはひとまずの決着を迎むかえましたが、キョウや凛々花にはまだまだ試し練れんが待ち構えています。この先彼らがどう戦い抜ぬくか、最後までお付き合いくださると幸いです。




　また、既にご存じの方も多いかと思いますが、この『デイズ』がなんとフロンティアワークス様からドラマＣＤとして好評発売中です！

　しかも、前掲した『デザイア』とのクロスオーバー！　岡本信彦氏と若林直美女史には、それぞれの担当ＰＣに声を当てていただいております。

　豪華キャストによる熱演は本書のクロスオーバーにも負けない〝お祭り〟です。ぜひぜひお手にとってみてくださいませ。




　最後になりましたが、恒例の御挨拶を。

　プレイヤーの皆様、今回は八人と言う大所帯でのセッション、ご苦労様でした。いつもと違う空気を味わえて、自分も非常に楽しませていただきました。ありがとうございます！

　富士見書房およびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のスタッフ諸氏、毎度ありがとうございます。

　イラストを担当していただいた片桐いくみ先生、今回も最高でした。ありがとうございます。

　そしてなによりも、本書を購読して頂いた読者の皆様に深く感謝を申し上げて締めたいと思います。ありがとうございます。

　それでは、また次巻でお会いしましょう。





二〇一二年五月　悪魔超人を応援しながら　加納正顕かのう・まさあき
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